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　長ちよう汀ていは、海に面した東西に長い国土を持つ。海に面した地域はほとんどが港町だ。

　首都は国土三州のうち中央にある草そう州しゆうの南なん前ぜん。南前港は国内でも最大級の港町で、この年末の時季にも、遠来からの巨きよ大だいな船がいくつも碇てい泊はくしていた。

　港町の夜は長い。特に、港からほど近い場所にはいくつか娼しよう館かんが並んでおり、その向かいの通りには酒場も数え切れない。船員はここで疲つかれを癒いやすのが常だった。

　飲んだくれた船員たちのだみ声や、娼しよう妓ぎたちの嬌きよう声せい、店の者の呼び込みが聞こえる中、浅あさ緋ひはひっそりと酒場側の道みち端ばたを歩いていた。建物の陰かげを選んでいるようにも見える。実際、彼は自分の気配をできるだけころすようにつとめていた。

　十三月に入ってから、浅緋はある気配が海路をたどって長汀に向かってくるのを感じており、今夜はそれを確かめに来たのである。浅緋の主あるじでありこの国の太子である静せい玄げんはもちろん気づいていない。今は浅緋の館やかたで体を休めている朱あか月つきは、気づいているのかもしれないが、何も口に出さない。

　竜りゆう珠しゆは海を苦手とする。少なくとも好んで海を泳ぐ者はいない。竜珠には潮の匂においが血ち臭しゆうに似て感じられるためだ。これはあまり知られていない竜珠の欠点だった。そのためにほぼすべての竜珠が船ふな酔よいするといっていい。

　神しん杖じようが沿海州三国を併へい合ごうしなかったのは、海に面しているため、竜珠の国こく祖そが不必要だと判断したという説がある。神杖では涼りよう州しゆうから新しん東とう山脈の北ほく端たんを抜ぬけて海に達するが、夏でも気温が低い地域を通らなければならず、冬は凍こおる海なので港を造るには至いたっていない。どちらにしろ、神杖は海のない国だった。海産物は昔も今も、長汀との交易でまかなっている。

　浅緋は港にたどりつくと、闇やみの中、碇泊している船をひとつひとつ外側からゆっくり眺ながめた。交易だけで生計を立てている国なので、港は深夜も人が絶えない。そこかしこに篝かがり火びが焚たかれ、近くの酒場からは喧けん騒そうが響ひびいてくる。

　──この気配に気づかなければよかったと思う。だが気づいてしまったからには挨あい拶さつくらいしておいたほうがいいだろう。相手は気にしないだろうが、その前にこちらに気づかず、騒そう動どうの種を撒まき散らしてくれる可能性が高いのだから。

　船を見上げ気配を探さぐっていた浅緋の耳に、ものを壊こわすような、何かが割れるような音が聞こえてきた。女の悲鳴と男の怒ど号ごうも聞こえる。集中が切れてわずかにいらつき、浅緋は小さく溜ため息いきをつくと、野や次じ馬うまが駆かけていく先へ足を向けた。

「嫌いやがってる子を無理にどうこうしようなんて、粋いきじゃないな、兄さん」

　少し通りを行くと、一いつ軒けんの酒場の店先に人ひと垣がきができている。

　人垣の中央には、淡あわい赤みを帯びた短い金きん髪ぱつの長身と、それにかばわれる女性、そのふたりを取り巻く五人の男がいた。五人とも、船員ふうで逞たくましい体つきをしているが、金髪はひょろりと背ばかり高くて、五人にくらべれば華きや奢しやにさえ見える。かばっている女性よりはさすがに肩かた幅はばも筋肉もよくついているようだったが、目鼻立ちのはっきりした顔つきは中性的で、やさ男にも凜り々りしい女にも見えた。纏まとう旅装は鞘さやを差す剣けん帯たいを腰こしに巻いた剣士のものだったが、剣を帯びてはいない。

「酒の相手をしてくれるなら、寝ね床どこにきてもらってもかまわねえだろ」

　囲んでいる男のひとりが、下げ卑びた笑いを浮うかべながら言った。あとの四人が追つい従しようのように下品な笑い声を立てる。

「ここは酒場だ。相手がほしけりゃそういう店へ行くんだな」と、金髪は肩かたをすくめる。「おまえ、本当にばかだな。気に入った女を振ふり向かせたけりゃ、這はい蹲つくばって拝おがむくらいの気持ちで口く説どけ。まったく、女より強いと勘かん違ちがいしている男が多くて困るよ」

　金髪の言葉に、男たちは一いつ瞬しゆん、虚きよをつかれたようにぽかんとした。が、ばかにされたと気づいてわなわなとふるえ出す。

「やっちまえ！」

　おきまりの乱らん闘とうが開始され、浅緋はその場を立ち去るか、一部始終を見届けるか逡しゆん巡じゆんした。

　跳びかかってきた男を、金髪は軽くいなすようにして避さけると足をひっかけ、前のめりになったところへ後ろ首に手刀を叩たたき込んだ。男は鈍にぶい声を上げて地面に転がる。その間も金髪は、かばっている女の手を握にぎったままだった。

　次は同時にふたりの男が飛びかかった。金髪はひとりの股こ間かんを蹴けり上げ、もうひとりは空いている手で拳こぶしをつくって正確にこめかみを殴なぐりつけた。最小限の労力で瞬またたく間にふたりが地面に伏ふせる。

　残りのふたりがふたりとも、懐ふところから匕あい首くちを取り出して鞘を捨て、構えた。人垣がざわつく。女をかばっている金髪に、ふたりがかりで刃は物ものを持ち出す男たちを罵ののしる声がそこかしこから上がった。

「わたしが勝つと思う人、いるか？」

　ふいに金髪は、後ろにかばった女と手をつないだまま、周囲をぐるりと見まわした。

　これにはさすがに男ふたりも、周囲の見物人も呆あつ気けに取られた。

　金髪は気にも留とめずさらにつづける。

「こいつらとわたし、どっちが勝つか賭かけてくれ！」

　浅緋の周りでも賭けが始まる。たちまち成立していく賭けのほとんどが、男ふたりが勝つほうに賭けられていた。刃物があってふたりがかりなのだから当然だろう。負けるほうが恥はずかしかろうというのが人々の見解らしい。だが心情的には金髪を応おう援えんしているのか、いくつか励はげますような声が飛んでいる。

「わたしはわたしが勝つほうに賭けるからな！」

　言うなり、金髪は女の手を放して人垣へ下がらせた。ほとんど同時に男ふたりが跳とびかかる。悲鳴が上がった。

　同時に二方向から跳びかかってきた男のうち、ひとりは身を低くした金髪に小刀を持っている腕うでを取られて捻ひねり上げられた。鈍い音がする。腕をはずされたのだろう。男は苦く悶もんの絶ぜつ叫きようを上げて地面に転がった。

　もうひとりは金髪の姿を見失い、次の瞬間、下から顎あごに頭ず突つきを喰くらわされてふっとぶ。

　今まで金髪が手加減していたのを、見物人と、叩きのめされた男たちは思い知らされる。

「わたしが負けるほうに賭けた人は、賭け金を置いていってね、はいこっちこっち」

　金髪は明るく言うと、どこからともなく取り出した袋ふくろを広げた。ちゃりん、と音を立てて硬こう貨かが投げ入れられる。その音は絶え間なくつづいた。

　浅緋は人垣の中でこっそり溜息をついた。




　叩きのめされた男たちが呼ばれた警けい邏ら隊たいに連れ去られてから、金髪が女に繰くり返し礼を言われているところへ浅緋は近づいていく。

「おひさしぶりですね」

　前から近づいて声をかけると、視線を向けられた。いぶかしげな表情が、みるみるうちに懐なつかしげなものに変わっていく。

「ああ、次男じゃないか」

「その呼び方はやめてくださいませんか、春はる雪ゆき」

　浅緋はややうんざりして言った。「私には浅緋という名前があります」

「じゃあおまえも、古き名で呼ぶのはよせよ」

「明あけ星ぼしの御おん方かたとお呼びしてよろしいので？」

　その名めい称しように、彼女は溜息をついた。

「今はそれしか使える名前がないんだから、そう呼ばれるしかないよなあ」

　やさしげな男にも凜々しい女にも見えるこの者の本当の年ねん齢れいを、誰だれも知らない。その素す性じようも、本人から語られた者しか知りはしない。

　浅緋が呼んだ春雪という名は、西方古語で表される彼女の昔の名を今の言葉に直した呼び名である。

　だが神杖の先王は彼女の赤みがかった金髪を、気まぐれに黄昏たそがれや暁あかつきに浮かぶ明るい赤い星のようだと感心し、『明星』と呼ぶようになった。

　彼女が先王の側室に入ったのは、ひとえに賭けに負けたからに過ぎない。先王と彼女は賭けごとを通じて知り合い、親しくなったのだ。──そして白しら鷺さぎが生まれた。

　つまり、白鷺が生まれたのは賭けごとの結果だとも言える。

　女が礼を言い終えて去ると、明星は浅緋に向き直った。

「それにしてもすごい偶ぐう然ぜんだな。おまえに会うとは思わなかった」

「偶然のはずがありませんよ。あなたのそのお気楽なところがうらやましいです。本当に見習いたい」

　浅緋は何度めかの溜息をついた。明星はむっとしたようにその凜々しい顔をしかめる。

「可愛かわいくないな。昔のおまえはもう少しかわいげがあったと思ったが」

　浅緋が子どもだったころ、彼女はとっくに大人で、今の浅緋や朱月より齢よわいを重ねていたのだ。そんな相手に太刀たち打うちできるはずはなく、浅緋は彼女になるべく近づかないようにした。なので、彼女の人となりは今ひとつ摑つかめていない。
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　朱月は逆に、何よりも力を得たかったころに近寄っては痛い目を見させられていた。あの人が自分についてくれればいいのに、と何度も言っていた時期があった。やがてそれもすっかり諦あきらめたようだが。

「それより、この国で行くあてはおありなのですか」

　浅緋は揶や揄ゆを受け流して話題を変えた。

「ないよ」と、明星はあっさり言った。「特にどこへ行こうとかもない。ここに来たのはたまたまだ。おまえはここで何をしてるんだ？」

「何もご存じないんですね」

　明星は、不思議そうな顔をして浅緋を見返した。

「何も、って」

「あなたを明星の御方とお呼びする国で何が起きているか、本当に何も？」

「長汀には昼前に着いて、それからずっと賭と場ばにいたんだ。さっきやっと飲みに来たんだぞ」

「……昼前から賭場にいたんですか？」

　浅緋は呆あきれた。港町では確かに昼から賭場も娼しよう館かんも酒場もあいている。だが、本当に昼からそういった店で遊ぶ者は根っからのろくでなしとされていた。

「うん。儲もうかったよ」

　明星は無む邪じや気きに言う。

「あなた、ほんっとうに懲こりないんですね。初めて会ったとき、身ぐるみ剝はがされかけてませんでしたか？」

「その程度ならよくある話だろう」

　明星は明るく笑った。「そりゃあ、竜りゆう珠しゆで先のこともわかるおまえにしてみたら、賭けごとなんてつまらないだろうけど、……わたしは竜珠じゃないからな」

　明星は竜珠ではないから術は一いつ切さい使えない。もちろん神でもない。その、人としてはありえないほどの長命と特とく殊しゆな体質は両親から受け継ついだものだ。

「自分の耳や目以外で何かを知ることはできないし、ずっと賭場にいたからまだ誰からもこのあたりの最近の情報は仕入れてないんだ。神杖で何かが起きているなら、もったいぶらないでさっさと教えてくれないか」

　明星の口調は丁てい寧ねいではなかったが、あくまでも穏おだやかに浅緋に頼たのみ込んだ。彼女はけっして尊そん大だいに命じるということがない。

「……あなたの娘むすめが、亡くなったんですよ」

　浅緋の言葉に、明星は目を瞠みはった。
















　創アル・世イー神シヤンに与あたえられた天てん暦れきにおいて、一年は十三か月に分けられている。

　年末の十三月は別べつ称しようを『雪月』と書き、土地によって『せつげつ』とも『ゆきづき』とも読んだ。

　十三月を司つかさどる月つき神がみは、十三主しゆ神しんの中でも特異な性質を持つ夜や光こう連れんだ。

　夜光連は十三主神の中でも深く人間に心を寄せていたという。夜の暗くら闇やみに怯おびえる人間を照らす光、火を与えた神として知られており、その伝承はさまざまな形態で大陸中に数限りなく根づいていた。

「冬のお祭りはたいていどの国でも夜光連への感謝祭が主おもみたいだね。白しら雪ゆきはいろいろな国を回ってきたから、お祭りも変わったのを見られたんだろう？」

　うらやましそうな琥こ珀はくの言葉に、白雪はまばたいた。

　白雪は母の跡あとを継いでこの国の斎さい宮ぐうとなったが、ふだんは『ひいな』と呼ばれる半人前の側そば仕づかえ見習いだ。午前は働き、午後は講義を受ける。礼法、教養、武芸の三種ある講義を、白雪はこの順で苦手だった。そのせいか、武芸はともかく、礼法と教養はよく居残りをさせられている。

　だがそれは、城外で育った白雪をどこから見ても非ひの打ち所のない深窓の姫ひめ君ぎみに仕立て上げるための特訓だった。白雪自身もそれをわかってはいるし、このように居残り時に見知った相手と雑談できるのはよい息いき抜ぬきになっているので不服はない。

　武芸は外で体を動かすことが多く、白雪に向いているのか、他の講義に比べて居残り回数は少なかった。もっともよく居残りを命じられるのは礼法だが、青せい磁じの罵ば詈り雑ぞう言ごんを聞きながらひたすら課された動作を繰り返すだけで、雑談をする余よ裕ゆうなどほとんどない。

　だから、斎宮を守る騎き士したち四人が講義に来てくれているとはいっても、落ちついて話せるのは琥珀だけである。しかも彼は話し上手で聞き上手でもあった。居残り中も、自然と会話が弾はずむ。

　今まではひいなが起き居きよする宿舎の一室で行われていた教養の講義だが、十三月に入ってからは琥珀の多た忙ぼうにより、星せい曜よう館かん付属書しよ籍せき館かんの一いつ般ぱん閲えつ覧らん所じよの一画が教室となっていた。今は居残りの白雪と琥珀だけがこの一般閲覧所にいるだけだ。千ち白しろは、いつものように白雪の影かげの中にはいない。彼は書籍館には入れないのである。

「確かにいろんな街のいろんなお祭りを見たけど、あまりよく憶おぼえてないわ」と、白雪は答えた。「冬のお祭りって、ひもじいときにたくさん食べられる唯ゆい一いつの機会でしょう。だからおいしいものをたくさん食べたのは憶えてる。でも、それだけよ」

「よかったね。白雪はたくさん食べられたんだ」と、琥珀は微笑ほほえんで言葉をつづけた。「僕はお祭りのときはたいてい忘れられてたから、ごちそうを食べた憶えがなくって、だから今、こんなに食い意地が張ってるんだよ」

「忘れられてたって」

「お祭りのときは、母さんだけじゃなくて星曜館じゅうが忙いそがしいからね。祈き禱とうも要るし、警護にもかり出される。終つい日じつは清すが搔かき、──魔ま除よけの鳴めい弦げんを途と切ぎれさせてはならないんだ。母さんは弦の使い手だったから、休みなしに弾ひいてて、僕も母さんもたいてい丸一日何も食べられなかったな。夜中過ぎて初うい日じつになってから母さんが会いに来てくれて、ふたりで冷たくなったお餅もちを食べたりしたよ」

「でも、琥珀のお母さんって、側そく室しつだったんでしょう……」

　琥珀は聖王楓さつ院いん清せい祥しようと、星曜館の術師とのあいだに生まれている。母親は側室として扱あつかわれていたと白雪は聞いていた。

「側室の身分はもらってたけど、働くのが大好きだったから、仕事をやめたくないって、ずっと星曜館勤めをつづけてたんだ」

　琥珀は懐なつかしげに目を細める。「結局、仕事で命を落としたから、本ほん望もうだったろうなと思うよ」

　白雪は黙だまって、机き上じように視線を落とした。

　机上には、筆で拙つたない文字の書かれた薄うす紙がみが、やわらかい布製の下した敷じきの上に載のせられている。白雪の文字は墨すみの黒で、琥珀が直した部分は明るい朱しゆ色いろだ。

　書かれた文章は、神しん杖じようで子どもが最初に習う書き方のための定型習作文である。神杖では誰だれもがこの文章を子どものときに叩たたき込まれるのだそうだ。

（そのみはおのれのみのものにあらず　ながきにつたわりしもの　またながきにつたえるべきもの　そまつにあつかうことなかれ）

　ゆるやかな線で構成されるひらがなで書かれた古語文は、先祖を敬うやまい自らの命を決して粗そ末まつにするなという教えである。国祖の言葉だと言われているが、真相は不明だ。何せ三千年も前のことである。千白に訊きけば本当のことはわかるかもしれないが。

　神杖は西方諸国と異なり、書記に筆と墨を使う。柔じゆう軟なんで繊せん細さい、そして丈じよう夫ぶな紙を漉すく製紙技術は古代東海に存在した多島国春すの原はらから伝えられ、今では神杖のみが受け継いでいる。そのため紙かみ漉すき職人は決して国外に出されず、職人たちが多く住む砕さい州しゆうは国内でも西方に位置するが、他国人の入州は許ゆるされていなかった。

「夜光連って、お気の毒だよね」と、琥珀が話題を戻もどした。「今でも人間のせいで地底に閉じ込められているんだから。せめてお祭りはにぎやかにして、火をくださったお礼をしなくちゃ。──神杖では十三月生まれの子たちが氷雪の精せい霊れいの衣い装しようを着て、夜に家々を回るんだよ」

「氷雪の精霊の衣装って、どんなの？」と、白雪は興味を持った。「わたしも十三月生まれだから、神杖にいたらそれを着られたのかしら」

「精霊の衣装は無理だけど、白雪は祈禱のおこもりのとき、閏うるう旬じゆんの衣装を着ることになると思う」

　何な故ぜか琥珀は気の毒そうな目をして白雪を見た。

　白雪は思わず首をかしげる。

「閏旬の祈禱の衣装って、そんなに、……その、着たくないようなものなの？」

「ううん。特別な布地で作られていて、とても綺き麗れいだよ。このあいだ採寸してもらったでしょう？　だから、白鷺さまがお召めしになっていたものとはまた意い匠しようが違ちがう白雪専用のものをあつらえてもらえるだろうけど、……そうじゃなくて」

　はあ、と琥珀は溜ため息いきをつく。「斎宮は、閏旬は精しよう進じん潔けつ斎さいして何も食べられないきまりになってるんだ」

　白雪は思わず目を見ひらいた。










　青磁はぱらぱらと、上司に手て渡わたされた名めい簿ぼを繰くった。

　青せい竜りゆう隊たいが詰つめているのは侍じ者しや館かんである。日勤であれば、必ず朝一度は顔を出さなければならない。

「で、これが何か？」

「入国してくる外国人の名簿。少ないだろう？　二十六人だ」

　青磁の直属の上司は侍じ司しの道どう延えんである。なのに、青磁に名簿を渡したのは、さらにその上の上司、刑ぎよう部ぶ卿きよう佳か春はるだ。

「選ばれた十三か国の使者とその従者、二十六人」

　佳春は、執しつ務む机にもたれかかって腕うでを組むと、唄うたうように言った。「今、侍じ従じゆうたちは客人の館やかたを整えるのに大わらわだ。あとで館の警護の当番を編成する」

「……自分も、要よう人じんの警護を任まかされるのですか」

　職務中、青磁の言こと葉ば遣づかいは硬かたくなる。だが佳春はかまわず砕くだけた調子でつづけた。

「いや、おまえは今回の任からははずされる。それは、兄弟に見せておいたらどうかと思ってな。斎宮の御おん身みを守る役目を負っているんだ。注意しすぎることはないだろ」

「お気遣いありがとうございます」

　しかし、青磁の内心は複雑だった。確かに自分は斎宮の騎士だが、先代斎宮の騎士だった佳春にそのことを言われると、まるでからかわれている気になるのだ。佳春は幼いころの青磁をよく知っているので、隙すきを見て茶ちや化かすことが少なくなかったのである。

「それにしても、おまえが本当に騎士になれるとはなあ……」

　佳春が感かん慨がい深ぶかそうに言う。青磁は名簿を繰る手を止めて、ちらりと佳春を見た。

「未熟ですが、つとめさせていただいております」

「未熟でもいいさ。本当の役目を忘れなければ」

　佳春は、やや苦く笑しよう気味に呟つぶやいた。「真しんのお役目を担になうことなんか、なけりゃいいんだけどな」

　青磁は思わず背筋を伸のばした。

　誰もが知る騎士の役目は、斎宮を守ることだ。神杖の地を豊かにする斎宮をすべての害から守り通すこと。

　だが、それだけではない。

「その、……真のお役目については、うかがっています。ですが、本当に……」

「そんなことがあるのか、と言いたげだな」

　佳春は目を細めた。「あるんだ。残念なことにな」

　青磁は黙り込んだ。

　……だが、守ると誓ちかったのだ。神聖な誓いを破やぶることなどゆるされない。たとえ神が許しても、青磁自身がそれを受け容いれられないだろう。

　白雪を守る。

　今の青磁にとって、それは何よりも優先されるべき事じ項こうだった。










　白雪が書しよ籍せき館かんに入っているとき、千白は白雪から離はなれ、書籍館前の木こ立だちの上で昼ひる寝ねをする。

　千白が書籍館に入れないのは、白雪と同様に千白を宿らせた初代斎さい宮ぐうの若わか葉ばが、どこまでも何をしていても誰といてもつきまとう千白に嫌いや気けがさし、千白が絶対に入ってこられない場所として書籍館に半永久的な効果をもたらす結界を張ったからだ。

　寝ね間まはともかく、湯ゆ殿どのや廁かわやまで影かげの中とはいえ千白についてこられるのは、さすがに白雪もいやだと言った。それに加えて、白雪より前の宿主たちがさんざん口をすっぱくして躾しつけたので、今の千白は『人間はつきまとわれすぎるのは嫌がる』と認にん識しきしていて、白雪が嫌がる場所にはついていかない。

　この書籍館に関しては、白雪にはいやだと言われてはいない。ただ、書籍館のどの場所でもある一定より内側に入ろうとすると、雷らい撃げきが発生して千白だけが黒くろ焦こげになるのである。今回はまだ試ためしていないが、かなり前に何度か試してすっかり懲こりている千白だった。

「……神とか呼ぶ相手にそういうことするか、ふつう」

　千白は呟いて、大木の上から書籍館を眺ながめた。

　円えん筒とう形の建物は、千白が知っていた最近の時代よりもさらに太く高くなっている。幾度となく増築を繰り返したためだ。何十年かに一度、周囲を包むように普ふ請しんするので、内部は年輪のような層になっていた。

「相変わらず茶ちや筒づつみたいだ。──な、そう思わないか」

　千白が同意を求めたのは、書籍館の正面玄げん関かんに丸くなって横たわる黒ハル猫ノ神カミ像だ。

　黒ハル猫ノ神カミは神杖のみでまつられる、子どもを守護する神である。どの州にも必ずいくつかの黒くろ猫ねこ神社があり、歩けるようになった子どもが連れて行かれる。小さな黒ハル猫ノ神カミ像のしっぽは一本だが、書籍館の前にある像は仔馬ほどの大きさで、しっぽが八本ある。

　国祖の妃きさきを守った猫は六十年生きたと言われている。最初はやたら小さな仔こ猫ねこだったのが、尋じん常じようでない大きさに成長し、二十年経たつごとにしっぽが割れて増えていった。

　千白は黒ハル猫ノ神カミとしてまつられたその黒猫が、生前はハルと呼ばれていたのを知っている。千白と彼は言葉は通じなかったがある程度の意思は通じ、それなりに仲間意識もあった。いつだったか不思議に思って、どうしてしっぽが増えるんだと訊きいたら、年を取ると割れるんだと答えにならない答えを返してきたのも憶おぼえている。

「おまえはいいよな。死ねたんだから」

　千白はふわりと枝を降りて、黒ハル猫ノ神カミ像まで近づいた。丸くなって眠ねむっている黒ハル猫ノ神カミ像は穏おだやかな顔つきをしている。

　黒ハル猫ノ神カミ像に近づいた千白は、生きているものへするように寄り添そった。黒い石で彫ほられた像はつやつやとして冷たい。千白は像にもたれかかって、生きていたころのハルを思い出そうとした。もふもふとした毛皮の手ざわりを、そのぬくもりを。

　しかし今、千白が頰ほおを寄せているのは冷たい石像で、生きているハルではない。彼は三千年前に死に、国祖の手によって葬ほうむられた。妻にも、彼女の猫にも先立たれた国祖がどれほど沈しずんでいたか、千白には思い出せないが。

　そう、千白には国祖のことは何ひとつ思い出せない。彼は千白に名と姿を与あたえた。弱かった人間の子どもを千白は力の限り守って育てた。大人になった彼は伴はん侶りよを得て幸せになった。彼はこの地を統すべて人々の和を望んだ。彼や彼の部下の子どもたちはどんどん増えこの地に満ちていった……この約束の地に。

　それらは事実だったが、千白の中で蘇よみがえる記き憶おくに、国祖は登場しない。存在したはずなのに、その部分だけが空くう洞どうとなるのだ。それは他の宿主たちの記憶も同じだった。かれらをかけがえなく想おもった事実は残っているが、その感情は残っていない。すべて遠くへ持って行かれた……

「千白？」

　気配も感じなかった。呼びかけられ、千白はがばっと身を起こす。

「……白雪」

　すぐそばで白雪が屈かがみ込んでいた。

「寝てたの？」

　くすり、と少女は笑う。

「うん……」

「ね、訊きたいことがあるの」

「あとでいいか？　しばらくここにいたいんだ」

　そう返すと、白雪は戸と惑まどったような顔をした。

「かまわないけど……」

「だいじょうぶだ。呼べばすぐ行く」

　不安げに曇くもった白雪に微笑ほほえみかけると、彼女はこくりとうなずいた。

「わかったわ。夜には戻ってくる？」

「ああ」

　そのうなずきを確かめると、彼女は衣の裾すそを翻ひるがえし、待っている騎き士しのもとへと去っていった。

（行かないのか）

　伝わってくる波長ヒビキは、像に宿る思念から発された。

　懐なつかしい黒猫の問いかけに、千白は苦笑した。

（今は少し……離れていたい）

　勝手なものだ、と自分でも思う。

　白雪がいとしい。だが彼女といると、いつか確実に来る別れを思い知らされるときがある。

　そしてその別れは今までと異なり、いつも置いていかれる側がわだった千白が彼女を置いていくことになるだろう。

　そのことを考えると、千白は奇き妙みような痛みを胸の奥に感じるようになっていた。










　一いち旬じゆん前に白雪は誕生日を迎むかえ、十五歳になった。

　あと一旬もしないうちに年末になり、閏うるう旬じゆんが訪れる。

「小こ雪ゆき、また居残りだったのね」

　夕食はとうに始まっている。食堂に行くと入り口で監かん督とくの由ゆ永えいが言った。

　食堂はいっぱいで、座れそうにない。白雪はおとなしく戸口で待つことにした。

「あなた、年末年始の休きゆう暇かはどうするの」

　由永に訊かれ、白雪は戸と惑まどう。

　由永は『小雪は由永さまに可愛かわいがられてるのね』と白雪の同室の者がやや呆あきれるほどに白雪を気にかけてくれる。斎宮の側そば仕づかえである夏か乃のの縁えん故こで入城したという共通点のおかげだろう。

「どうって……」

「どこで過ごすとか、まだ決めてないの」

「はい」

　白雪はうつむいた。「同室の人たちに、よかったら一いつ緒しよに避ひ寒かんに行かないかって誘さそわれてるんですけど」

　とうに年末年始の休暇は斎宮の仕事で予定が詰つまっているが、もちろんそんなことを言えるはずはない。ここでは白雪はあくまでもひいなの小雪なのだ。

　ひいなは、宿舎で六人部屋を宛あてがえられる。白雪の同室者は五人いたが、今は四人だ。

　率そつ先せんして白雪の世話をしてくれていた迦か純すみは、もういない。

　表向きは病気による急死となっているが、実は彼女を手にかけたのは白雪だ。迦純は斎宮の暗殺に荷か担たんしたのである。白雪が殺さなくとも、裁さばかれれば罪を問われ処刑されただろう。

　それでも初めてできた親しい友だちを手にかけた事実は白雪の脳のう裏りの片かた隅すみにこびりついてけっして消えず、心を深く沈ませた。

　迦純は、集団生活に不慣れな白雪のめんどうをよく見てくれた。弟や妹が多かったというから、年少者の世話をするつもりだったのだろう。

　迦純がいなくなって初めて、白雪は、見知らぬ他人に自分から話しかけるのにどれほど勇気が要いるかを思い知った。迦純も、自分に初めて話しかけてくれたときに勇気を振ふり絞しぼってくれたのではないだろうか。そう思い当たったのはあとになってからだった。

　死んだ迦純と仲がよかった白雪に、同室の者たちは同情してくれた。白雪は彼女たちに話しかけることができないままだったのに、慰なぐさめてくれた。よほど白雪が鬱ふさいだ顔をしていたせいかもしれない。彼女たちの言葉や気き遣づかいは、白雪の心をなだめてくれた。

　旅ばかりでほとんど定住したことのなかった白雪にとって、他人との深い関かかわり合いは未知の体験だった。これまで自分には友だちと呼べる存在はいなかったのだと、白雪はひいなとなって初めて思い知った。

　ひいなとなってまだ短い月日しか経たってはいない。だが、その短い時間の中で白雪は、他者と知り合い、おたがいを尊重することを学んだのだ。

「じゃあ、城内に残るのかもしれないのね。だったら、ちゃんと届け出を出しておきなさい。食堂も厨ちゆう房ぼうも、ここは閉へい鎖さされるから気をつけて。年末年始になると、食事は侍じ者しや館かんにいただきに上がらないとならないのよ」

「いえ、その、休暇中は伯父おじと一緒に過ごすことになると思います」

「伯父さま？」

　由永は眉まゆを上げた。

「はい、……城内で、仕事に就ついているので」

「小雪の伯父さまも、夏乃さまのご縁で入城したの？」

　由永の問いに、白雪は曖あい昧まいに笑ってごまかした。唯ゆい一いつの身寄りである伯父がこの城内、いやこの国でもっとも高貴なる男性、──聖王楓さつ院いん清せい祥しようこと祥しよう琳りんだとはとても言えない。

「だったら、機会があったら紹しよう介かいしてね」

「ええと、……それは、そのう……そのうちに、……」

　白雪はまごつきながらそれだけ答えた。










　就しゆう寝しん時刻を過ぎると、ひいなたちが宿舎を出るのは禁じられる。

　それでも宿舎内でうろつきまわる者はいるし、どこかの部屋では毎日のように集まって怪かい談だんに興きようじる者がいるようだ。また、購こう買ばいの舎人とねりと親しくして横流ししてもらった菓か子しや飲み物を持ち寄った者たちがこっそり茶さ話わ会かいを開いたりもしているという。

　白雪は、そんなひそやかな喧けん騒そうの合間を縫ぬって宿舎を脱ぬけ出していた。

　十三月の夜は、吐はく息が白くなるほど寒い。特に神杖は年中湿しつ気けの多い土と地ち柄がらなので、冬期は骨ほね身みに染しみる寒気に包まれる。

　白雪は外出のためにできるだけあたたかい格好をした。羊毛の手て袋ぶくろと靴くつ下したはもちろんのこと、腰よう部ぶで上下に分かれた夜着の上には腿ももまである分厚い綿入れを羽は織おり、さらにその上には蘇す芳おうがくれたおさがりの外がい套とうを着込んでいる。この外套は丈たけが白雪の足もとに届くほどの長さで、官給品のため縫ほう製せいがしっかりしており、革かわ製で冷気をまったく通さない。おかげで歩いているうちに体が温まってきていた。

　不ふ寝しん番ばんが回る時刻と通り道は決まっている。夜間の徘はい徊かいをちょっとした息いき抜ぬきにしていた白雪はそれをよく知っていたので、人の気配を避さけるようにして歩き、誰だれにも見つからず目的地にたどりつけた。

「斎さい宮ぐうは閏旬には断だん食じきしなくちゃならないって、本当なの？」

　今では隠かくれ家が的な憩いこいの場所になった緑りよく陰いん庭園で、白雪は千白を呼び出した。

　月のひかりで地面に落ちた白雪の影かげから姿を現あらわした千白は、何事だ？とでもいうような顔をした。

「ああ、斎宮は潔けつ斎さいして神々に祈いのらないとならないから」

「おなか空いてたら、お祈りに集中できるか自信ないわ……」

　眠ねむいのに寝ねられないのもいやだが、おなかがすくのは何よりもいやなことだ。

「他ほかのやつもそう言ってた」

　千白は、もっともだというようにうなずいた。「だから、千白が食べものを運んでやったこともあった」

「えっ」

　予測していなかった千白の言葉に、白雪は目を瞬しばたたかせる。

「白雪も必要なら運んでやる。それに騎士にも頼たのんでおけばひとり分くらい造ぞう作さもなくごまかせるだろう」

　悪びれもせず千白が言ってのけるので、逆に白雪は不安になった。

「そんなことしていいの？　きまりなんでしょう、してはいけないって」

「そんなきまりなぞ、あまり意味がない」と、千白は言った。「あれは昔、王族はいつもいいものを喰くっているという誤解を民がしていたので、斎宮が断食をすることによって、王族も食べられないときがあると民たみに知らしめるためにつくったしきたりだ。だから昔は年末になると、聖王や他の王族も潔斎の断食をしていたんだが、今はそうでもないようだな」

　白雪は口をぱくつかせた。

「そ、それって……」

「この国で長く伝えられるしきたりなんて、ほとんどの発はつ祥しようはそんなふうにくだらないものなのだ」

　千白はふわりと地面に立った。「斎宮が貞てい操そうを守らなければならないというのも、昔はそんなに重視されてなかった」

「貞操って何」

　知らない単語に白雪は首をかしげる。

　千白はぽりぽりと頭をかいた。

「黄色に訊きけ」

　千白は、白雪を守る騎き士したちを色で呼び分ける。赤は蘇芳、青は青磁、黄色とは琥珀で、黒はもちろん黒こく曜ようだ。

「琥珀に？」

　──子どもがこの世に出てくるために男と女が力を合わせてしなければならないことについて、白雪はつい先ごろまでまったく知らなかった。

　どうせ訊くなら琥珀に、と言ったのは青磁である。そして白雪は琥珀に訊いた。琥珀は困りつつ、真ま面じ目めにしかも丁てい寧ねいに包つつみ隠かくさず何もかもを教えてくれた。そこで初めて、白雪は女性の体のつくりを正確に知り、月の影えい響きようによって変化が訪れることを知った。自分もまたそうであることを、今は知識としては知っている。

　詰め込まれた知識で頭が破は裂れつしそうになり、あげく熱を出して寝込んだのは誕生日の直前だ。

　琥珀に訊けということは、それらの知識に近い意味なのだろうか。だとしたら、いろいろと知ってしまった今となっては、彼に訊くのも恥はずかしくてためらわれる。

「いやよ、千白が教えて」

「黄色に訊くのは恥ずかしくて、千白なら恥ずかしくないのか」

「千白は輝キ石セキノ神カミだもの。他の男のひととは違ちがうわ」

「……我が身を守って誰とも交わらずにいるという意味で使われることが多いから、まあそんなような意味だ」

　遠回しな千白の説明に、白雪はなんとなく納なつ得とくした。

「やっぱり千白に訊いてよかった」

　琥珀は話しやすく態度がものやわらかで、あまり男性らしさを感じさせない。かと言って女性的というわけではない。そんな彼は少女たちに警けい戒かい心を起こさせないらしく、ひいなたちのあいだでも人気が高かった。

　同室の少女たちと親しくなるにつれ、彼女らと交かわす会話の幅はばも広がり、異性の品定めやそれに伴ともなう夜しか話せないようなことも白雪は学習していた。だから、千白が説明した内容は異性に訊くべきでないとはわかった。

「千白だって男の体しか作れないんだ。つまり、男だろう？」

「でも、千白だもの」

　白雪は、涸かれた噴ふん水すいのふちに腰こしかけて千白を見上げた。

　千白は白雪に近づいてくると、眉を寄せた。怒おこっているような顔つきだ。

「今までのやつらもみんなそうだった。千白をそういうふうには見てくれない」

「そういうふうって？」

「同どう衾きんする相手」

　一いつ緒しよに寝たことあるじゃない、と言いかけて白雪はやめた。千白が別の意味で言っているのが今ではわかるからだ。

　千白が隣となりに腰かける。白雪は思わず、その横顔を見た。

「千白は、さびしいの？」

　近づいた千白からかすかな痛みのようなものを感じて尋たずねる。

　千白は苦く笑しようした。

「わかるか」

「わたしといても、淋さびしいのね。──昔の人たちを思い出すの？」

　責めるでもなくただ呟つぶやくと、千白は溜ため息いきをついた。

「ごめん」

「いいの、謝あやまらないで。……わたしも似たようなものだわ。誰かがそばにいてくれても、他の人を思い出して、淋しくなったりするもの」

　それはたぶん、と白雪は思う。

　誰かといてそれが楽しくても、父を失った事実は変わらないのと同じだ。

　この先どんなに仲の良い友だちができても、誰も迦純の代わりになれないように。

　千白も、そうなのだろう。

　誰かを、失った他の誰かの代わりになどできるはずもないのだ。

「白雪は、かなり賢かしこくなったな」

　口に出して言うより前に、千白は白雪の気持ちを悟さとったのだろう。真面目な顔をして言った。

「どういう意味よう。前はばかだったって言いたいの？」

「いや、以前はばかだったというわけではなくて、ただの物知らずだったんだろう」

「それ、やっぱりばかって意味じゃない！」

　くすくす笑いながら、千白は白雪の肩かたを抱だき寄せる。千白のぬくもりが、分厚く着込んだ衣服を素す通どおりして伝わってきた。

　こんなとき、千白は本当にひかりそのものなのだな、と白雪は強く感じる。

「白雪は人と交わることが少なかったのだから、他の者に対してどうすればいいか、知らないことも多かった。それをばかだというなら、ばかだったのだろう。……そういう環かん境きように置かれていて、他にどんな世界があるか知らなかっただけだ。他に世界があると知ったとき、怯おびえず外に踏ふみ出せた。──だから白雪はばかではないと、千白は思う」

「……そうなのかしら。よくわからないわ」

　確かに、白雪は他人とほとんど親しくならずにこの年まで過ごしてきた。父だけが白雪の世界のすべてだった。

　今はその世界がどれほど小さかったかがよくわかる。

　ずっとあのままでいられたらよかったのにと考えないこともない。

　だが、時間は戻せないのだ。

　それに、外の世界を知ってしまった今となっては、父とたったふたりで過ごした日々を懐なつかしく思えても、戻ればそれを窮きゆう屈くつだと感じるだろうと想像できた。

　もし父が生きていて、今の自分に会いに来たらと考えたこともある。夢にも見た。

　それが現実になったとして、そのとき自分は父と共に行けるだろうか。

　今は屋外で寝ずに済すむようになり、食べるものに困らなくなった。流れさすらう竜りゆう珠しゆと蔑さげすまれることもない。

　白雪をためらわせるのはそんなことではなかった。

　今の白雪の周りには騎士たちがいる。そしてひいなの同どう僚りようたち、母の側そば仕づかえだった夏か乃のも、この国の聖王位に就つく伯父おじの祥琳も。

　それらの出会った人々をすべて捨て去って、父と一緒とはいえふたりきりで再び放ほう浪ろうをしたいと思えるだろうか。

　そして、千白。

「何かを始めるときにもっとも必要なのは、最初の一歩を踏み出す勇気だ」

　白雪の物思いを打ち消すように、千白が呟く。

「勇気」

「そうだ。白雪には勇気があった。……だから、ばかではないと、千白は思う」

　千白は勇気づけるように繰くり返した。

　白雪はそっと、千白の肩に頭をあずける。

　それに、と思う。

　この淋しい神を、──千白を置いていけるはずもないのだ。










　じろじろと主人が旧友を見まわすのに、浅緋ははらはらした。

　旧友──朱月はといえば、浅緋の胸中を知ってか知らずか、涼すずしい顔をしている。

「おまえ、確かこの前もこの館にいたが、……おまえが一緒に、神杖の宣せん旨じに行くと？」

「はい」

　朱月は、愛あい想そよく微笑ほほえんだ。

　浅緋は、こっそりと溜ため息いきをついた。

「若、その」

「おまえの友人は、神杖に詳くわしいのか」

「ええ、かなり」

　浅緋に問う静玄に答えたのは朱月だ。浅緋がちらりと視線を向けると、朱月は貼はりついたような笑顔のままだった。

「確かに、あの小こ娘むすめに顔を見られたおまえを連れて行くよりはいいかもしれないな、浅緋」

「姿を変えることならいくらでもできますが……」

　浅緋が口を開くと、静玄は首を振ふった。

「重い竜珠ともなれば、姿を変えても見み破やぶられるかもしれないではないか。最後までおまえがあの娘と戦ったのだろう」

「そうおっしゃいますが、若も顔は見られてるんですよ。若が剣けんを抜ぬいたとき、斎さい宮ぐうの姫ひめの意識はなかったようですが、騎き士したちにしっかりと」

「一いつ介かいの騎士が、一国の太子に何ができるというのだ？」と、静玄はめんどうくさくなったように吐はき捨てた。「もし咎とがめ立てられれば、それを逆さか手てに取ればいい。我々と騎士では立場が違ちがう。隣りん国ごくの国主代理に暗殺などと言いがかりをつければ、どうなるか」

「でも若、名乗ってたじゃないですか」

　浅緋はすかさず指し摘てきする。

　何故わざわざあの場面であの名を名乗るのかと内心焦あせっていた浅緋である。おそらくいつもの癖くせが出たのだろう。静玄はいつも相手より先に名乗ろうとする。礼れい儀ぎとしてそれは正しいが、静玄の場合は子どもじみた負けず嫌ぎらいだ。

　静玄は苦い顔をした。

「ま、仕方あるまい。それについて咎められたら、その、おまえ、」

「朱あか里りです」

　朱月の口にした名に、浅緋はわずかに目を瞠みはった。

　まさか彼がそう名乗るとは思わなかったからだ。

「朱里、なんとかできるか」

「静玄さまと一緒にその場を去って国へ立ち戻れという意味でしたら、できますが」

　空間を瞬しゆん時じに移動する術は高位の術師でもなかなか円えん滑かつに発動できない。しかも生まれつき持っている竜珠の重さで成否が異なる。より重い竜珠は光より速く場所を移ることができた。

　浅緋に移りの術は不可能ではないが、術の発動までにかかる時間は朱月のほうが短い。

「従者はひとりと決められているからな」

　静玄が告げた。「お世話はこちらですべてします、だそうだ。招待国は世界中から選えりすぐって十三か国とはいえ、使者につかわされるのは王族か為い政せい者しやの代理人だ。国境の内側に入ることを許されるのは使者とその従者として一名がゆるされるのみ。ふつう、国の代理人ともなれば一個小隊くらい連れて行くではないか。神聖な国とはどこまで傲ごう慢まんなんだ？　他国の使者をなんだと思っているんだ」

「それなりにもてなしてはくれると思いますが……」

　神杖は質しつ実じつ剛ごう健けんを旨むねとする国風だが、決して吝りん嗇しよくではない。つかうべきときには湯水のごとく金をつかう。しかし無む駄だな贅ぜい沢たくはしない。それでも庶しよ民みんと貴族の貧富の差は歴然としていたし、州によっては圧政によって民たみの生活が苦しめられている土地もあった。

「それは楽しみだな、まったく」

　静玄は投げ遣やりな口調で言った。朱月が笑いをこらえるような顔をする。

「……どうかくれぐれもお気をつけください、若」

　根負けした浅緋は、盛大な溜ため息いきとともにその台詞せりふを吐き出した。










　人ひと騒さわがせな主人を見送った浅緋が客間へ戻ると、朱里と名乗った男の姿はすでになかった。

　浅緋は使用人に客人の使った茶器などをかたづけるよう命じ、その後、庭に向かう。

　四つの棟むねに囲まれた庭園は、中央に噴ふん水すいがある。朱月は殊ことの外ほかこの場所を気に入っているようだ。夜中でも訪れて、水すい盤ばんを覗のぞき込んでいる。

　それは噴水が物もの珍めずらしいとか好きなのではなく、遠えん視みをするためだ。

「……何をみている」

　水盤の縁ふちに身を乗り出して中を覗き込んでいる朱月の後ろに立つと、彼は眠っていた獣けもののようにゆっくりと身を起こした。

「不服そうだな」

「あたりまえだ。どうしておまえが俺の代わりに行く。あの小娘に泣きつかれたいのか」

「もちろん姿は多少変える」

　朱月は立ち上がると、くるりとその場で身を翻ひるがえした。再び浅緋の前に見せた貌かおは朱月のままだったが、かなり若返っていた。もともと年を取らない年ねん齢れい不ふ詳しようの容よう姿しが、今は二十代にさしかかったばかりに見えた。身長も低くなっている。

　浅緋は、いつもなら視線の位置が変わらない朱月を見おろした。

「若返るくらいならじじいにでもなっておけ」

　吐き捨てると、浅緋は水盤の縁に腰こしかけた。「しかもなんだ、あの名前は」

「あの名を名乗るなら、女の姿にでもなったほうがいいか？」

　再び朱月の相が変化する。みるみるうちにその面おも差ざしはやわらかくなり女性めいた。体つきもさらに小こ柄がらになり体の線が丸みを帯びる。

　朱月によく似た女性が目の前で微笑ほほえんだとき、浅緋の頭はひどく痛んだ。

　遠い昔に見たこの顔の少女は、こんなふうに穏おだやかに笑ってなどいなかった。捕ほ虜りよとしてつながれ、どこもかしこも傷だらけで、うつろな目で浅緋を見上げていた。

　──戦いの敗者は、つねに勝者の思うがままにされる。それがたとえ望んだ戦いでなくとも変わりはない。

　女だけでなく子どもも痛めつけられ、打ち棄すてられていた彼かの地。この顔の少女もその中のひとりだった。生き延のびれた敗者は奴ぬ婢ひとして扱あつかわれる。男は労働力に、女はなぐさみものに、老人や子どもは憂うさ晴らしに切り刻まれ。

　戦いに負けた者たちの死体は引き裂さかれて晒さらされた。せめて葬ほうむることをゆるしてほしいと生き残った者たちが申し出ると、亡なき骸がらはかれらの住んでいた美しい集落ごと焼かれてしまった。窪くぼんだ大地は焼けた骨で埋うまり、……今は湖となっている。

　彩さい湖こと呼ばれる湖に。

「何な故ぜ、顔を背そむける」

　彼女は、朱月の声で言った。「何かやましいことでもあるのか」

　浅緋は首を振る。

　自分は何度も彼女を助けようとしたのだ。だが、結局は助けられなかった。

「朱里があのとき囚とらわれずに死んでいれば、あのような辱はずかしめを長く受け続けることもなかっただろうに」

「それでも、生きていたいとあの子は言ったんだ」

　浅緋はやっとのことでそれだけ言った。「兄が迎むかえに来てくれるかもしれないからと」

　みるみるうちに朱月の姿がもとに戻っていく。

「ああ、俺は迎えに行った。──だが、俺の差し出した手を拒こばんだのはあいつだ」

　朱月の故郷の集落は焼かれ、周辺の地域もすべて制された。誇ほこり高かった先住者は軛くびきにつながれた牛馬のように押さえつけられた。

　やがて家族と故郷を失った朱月が、歳月を経へて浅緋とともに懐なつかしい地へ舞まい戻ったとき、彼はもっとも望んでいなかったものを見たのだ。

　妹の産んだ、敵の血を引く赤子を。

　そして妹は、侵しん略りやく者しやたちを殺さないでくれと言ったのだ……
















「今日はここまでにしておいてやる」

　青磁は威い張ばりくさって言った。

　白雪はきうっと唇くちびるを嚙かみしめて青磁をにらみつける。青磁はその視線に気づくとふふんと鼻でわらった。

「何が不服なんだ？　ん？」

　青磁が人差し指で白雪の額をはじく。

「いったぁい！　何すんのよっ」

「だいたいなんで未いまだに箸はしもまともに使えないんだ？」

「ちゃんと使えてるわよ！　食事のときは困ってないわっ」

　白雪は鼻息荒あらく反論した。

　年末最後の礼法の講義は侍じ者しや館かんの茶さ話わ室しつで行われた。

　侍者として詰つめる者は礼儀作法も学ばねばならない。侍者館にはそのための小部屋がいくつもあり、白雪のように器用でない者や礼法に慣れていない者が厳きびしく躾しつけられているらしい。

　必然的に、居残りも同じ部屋で行われた。

「歩き方は武芸と基本が同じだからなんとかなったことにしておいてやるが、おまえは食しよく卓たく作法が全然なっとらん」

　白雪は憮ぶ然ぜんとして黙だまり込んだ。今まで旅の途と上じようで食事をするときは歩きながらや手づかみで食べられるものを口にしていたのだから、食卓の作法など慣れていなくてあたりまえだ。そうでなくとも西方では、食べるときに匙さじや先割れ杓しや子くしや小刀を使うのがせいぜいだった。

「なんで食事をするのにこんな細い棒ぼうっきれを二本も使わないとならないのよっ」

「神杖は食文化が豊かだからな」

　青磁は得意げに言った。また始まった、と白雪はこっそり溜息をついた。

　たいへん神杖を愛しているらしい青磁は、ことあるごとに白雪に神杖のよい点を話して聞かせる。四季折々の花や風、見み目め良い山々や豊かな沃よく野や、そして豊かな食文化！

「確かに神杖のお米つぶは、ごはんだけでもおいしいわ」と、白雪はしぶしぶ認めた。

　些さ細さいなことでも白雪が肯こう定ていすると、青磁はうれしそうな顔をする。よほどこの人はこの国が好きなのだなあと、白雪は改めて思った。

「そうだろう。海の苔りに醬しよう油ゆをつけてそれで炊たきたて米を巻いて食べるともうこれが格別でな！」

「……青磁、そんなに食べるもののことばっかり言ってると、琥珀みたい。琥珀も、話してるとたいてい最後は食べるものの話になるのよ。やっぱり兄弟ね」

　白雪がやや呆あきれて言うと、青磁は一いつ瞬しゆん、虚きよをつかれたような顔をした。が、すぐに頰ほお骨ぼねの上をやや赤く染めて、

「飯が旨うまいのはいいことだ。だけど俺は、琥珀みたいにのべつまくなし喰くってるわけじゃないぜ」
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　それから、慌あわてたように卓上をかたづけ始める。「おまえ、このあとは講義はないのか」

「次は武芸だったけど、今日はおやすみで、これでもう今年の講義はおしまいよ。明日から、外国の方たちが来るでしょう。その準備で蘇芳と黒曜が忙いそがしいんですって。青磁はそういうお仕事、ないの？」

「赤せき鳥ちよう隊たいは客人が来るまでが忙しくて、青せい竜りゆう隊たいは客人が来てからが忙しいんだ。黒曜は療りよう部ぶ卿きようや琥珀を手伝ってるんだろう。琥珀も星曜館を担う一いち翼よくだから、年末年始はただでさえ身動きがとれんうえに今年は閏うるう旬じゆんときてる。何かと準備も多くなるのさ」

「閏旬って、本当に無む間げん火か焰えん界かいの蓋ふたがあくのかしら」

　白雪はふと呟つぶやいた。

　無間火焰界は、大罪を犯おかした者が墜おとされる地底の世界だ。世界の終わりまで燃えさかる火焰が、罪深き者たちを灼きつづけるという。

「天堂に上がることを許されなかった罪深き亡ぼう霊れいがさまよい出てくるっていうけれど、天堂に上がれないほどの罪って、どんな罪なんだろう……」

「よほど重い罪なんだろう」と、青磁はちいさくわらった。「だが、罪のない人間などいないからな。さまよい出てきた亡霊は、悪さをしないなら少しは憩いこわせてやりたいと思うぜ。──俺も死んだら無間火焰界に墜おちるだろうしな」










　城内はいくつもの区画に仕切られている。北面は王族関係者が住まい、斎さい宮ぐう殿でんは北面の東にあった。

　一いつ般ぱんの出入り口は東面と西面にあり、南面には城内で働く者たちの宿舎が建ち並んでいる。その中にも細かな分類があり、ひいなの宿舎は南面でも最東面にあった。要するに敷しき地ち内のはずれである。侍者館は中央区画の北面寄りにあるので、ひいなの宿舎に戻るのにさして労苦はないはずだった。

（白雪は方向音おん痴ちだったのか？）

　千白が影かげの中でくすくす笑った。

　白雪は通路の端はしでぴたりと立ち止まる。

「そうじゃないわ。まだ不慣れなのよ、このあたりは。……笑ってないで、どうやって帰れるか教えてくれたっていいじゃない」

　植え込みに向かって囁ささやくように言うと、千白は影の中から答えを返す。

（でも黄色に言われたから。必要なとき以外は手助けするなと）

　九く連れん環かん杖じようを従えた白雪は、城内の貴人たちに斎宮として認められた。

　なのに今でもひいなとして働いているのは、城内での常識を身につけるためだった。

　今までの流る浪ろうの旅で得た知識はともかく、常識はこの城内では通じない。また、この城内だけのしきたりもあり、白雪がそれらを苦もなく受け容いれられなければいけないだろう、と、四人の騎き士しと杖じよう州しゆう公こう、それに聖王の意見が一いつ致ちしたのである。西方の出身である王太后と王おう妃ひの意見もほぼ同じだった。彼女たちも、城内しか知らぬ王族や貴族から見れば蛮ばん族ぞくの出と言われるほどに文化の違ちがう場所から来て苦労した。十四で入城し二年間で教養や礼れい儀ぎ作法を身につけ、淑しゆく女じよとしての体てい裁さいを取り繕つくろって聖王に嫁とついだ王妃は、若いころでないとあんな詰め込みは無理だ、と白雪に進言した。白雪はその言葉に納なつ得とくし、ひいなとしての生活をつづけている。

　それに、白雪はひいなとして働くのはいやではなかった。斎宮はほとんど毎日斎宮殿にこもって朝昼晩の祈き禱とうをするだけが仕事だという。他ほかの祭さい祀しもそれなりにあるようだが、毎日祈いのるだけの退たい屈くつな毎日を送っていたら頭がおかしくなってしまうだろう。

　正式に成人する十六までは無理だろうが、せめて春先までひいなとして暮らしたいと白雪は考えているし、周囲はそれに反対しなかった。

　斎宮になったら公おおやけに顔を晒さらすのは年に一度ほどだというから、今はひいなとして城内をうろついてもさほど問題はないだろう。現に、母も斎宮に就ついてすぐのころは、軽装でそこらじゅうを歩き回っていたらしい。それに舎人とねりたちも、まさか国を守護する斎宮がひいなに混じって働いているとは思うまい。

　ひいなとして過ごすにあたって、千白がむやみに白雪の手助けをしないようにと提案したのは琥珀だ。ことあるごとに千白が助けていては白雪の成長の妨さまたげになる。また、竜りゆう珠しゆによる不思議の力も使わないこと。小雪という名の少女が竜珠であることは知られていないからだ。もともと白雪の竜珠は不安定だから、それは無理な取り決めではなかった。

　白雪は溜ため息いきをつくと、気を取り直して歩き出した。

　確かに、困ったときに千白を頼たよってばかりいては、自分ひとりで何もできなくなってしまうだろう。白雪にもその理り屈くつはわかる。

　とはいえ、千白はなんでもいうことをきく、と言ってくれたが、それにしては何かを頼たのもうとして引き受けてくれたことがほとんどない。何か頼みごとをしようとしても、『人間同士のことは人間同士で解決しろ』だの、『そんな簡単なことで千白をわずらわせるのか？』だの言って、きいてくれたことはなかった。

　ひょっとしたら実は何もしてはくれないのではないのだろうかと白雪は疑い始めている。

（確かに、なんでもいうことをきくとは言ったが、人間の領域に関わる場合はなかなかそれもむずかしいんだ）

（神さまなのに？）

　千白の言葉に、白雪は心しん語ごで問い返した。

（人間が千白を神と呼ぶだけだろう？）

　白雪は眉まゆを寄せた。千白と話しながら通路をいくつか曲がったのだが、いつの間にか人通りの多い区画に来ていた。

　石造りの建物と建物のあいだは石いし畳だたみの歩道で結ばれている。見み憶おぼえがあるような気がして、白雪はさらに進んだ。その拍ひよう子しに、建物のあいだから見えた空がやや赤みを帯びていることに気づき、思わず足を停とめた。

　西へ来てしまっている。

　どうしよう、と少し考えたが、逆方向に歩けばいいだけのことである。そう考えた白雪はきびすを返そうとして、ふと鼻先をかすめた不思議な匂においに顔を上げた。

　匂いを運ぶのは風だ。白雪は旅の途と上じようで方角を間違えることなどなかった。街の外なら風が吹ふくので、自分がどこにいるかが直観でわかる。だが、城内は街の中よりも風がないのだ。そのせいで迷いやすい。

　鼻先をかすめた匂いに懐なつかしさを感じて、白雪は無意識に首をかしげる。この匂いはなんだろう……？

　何が懐かしいと感じるのか。

　何かの花の残のこり香が。涼すずやかで、清すが々すがしい……

　白雪はその匂いにつられるようにして、西へ向かって歩き始めた。だが、その匂いは徐じよ々じよに薄うすれていく。嗅きゆう覚かくを高めるために目を閉じ、ゆっくりと歩を進める。

「っ！」

　鼻先に何かが、というより、誰だれかの背にぶつかってしまったらしい。その場にころりと転がってしまった。

「ああ、すまない」

　張りのある男性の声に、白雪は目をあけた。黒っぽい影が覆おおい被かぶさって手を伸のばしてくれている。どきりとした。

「だいじょうぶか。立てるか？」

「はい……」

　白雪は、差し出された手に摑つかまった。指先部分のない革かわ手て袋ぶくろに包まれた手は大きかった。剣けんを持つ手だ、とすぐに悟さとる。蘇芳の手とはどこか違う優ゆう雅がさがあった。

「失礼をした。人を捜さがしていたので……」

　相手は言いかけて、いぶかしそうに白雪を見た。白雪はまばたいてその視線を見返す。

　その男性は背が高く、貴族的な整った風ふう貌ぼうをしていた。長い髪かみは結ゆわれずにふさふさと背に垂たらされている。黒っぽい髪は、よく見ると濃のう紺こんが混じっていた。目も同じ色をしている。何な故ぜかその顔に既き視し感かんを覚えて、白雪は記き憶おくを探さぐった。だが何も思い出せなかった。

　男性の服装は、神杖では見られない型のものだった。布地が多いので身分は高いのだろうと白雪は判断する。

「どなたをお捜しですか」

　ひいなは舎人とねりと総そう称しようされる城内の使用人の中でも身分はかなり低い。ほとんどの相手が目上だから、口調は自然と丁てい寧ねいに改まる。短期間で白雪はそのように躾しつけられていた。

「あ、ああ、連れを」

　相手は何故か戸と惑まどったように答えた。

「お連れの方は、どのような方ですか」

　自分に急ぎの仕事がなければ、困っている方の力にならなければなりません。側そば仕づかえはそうであるように、と教えられもした。

「髪は赤っぽくて、背は私より少し低い、年も少し若い……」

　それだけ言うと、彼はおかしそうに顔をほころばせる。「これでは全然わからないな」

「赤っぽい髪の方、ですか」

「竜珠で、朱あか里りという。私の従者で、国からついてきてくれた。いつの間にかいなくなっていたんだ」

　国から、という言葉で、なるほど外国から来た人だったのかと納得した。どうりで纏まとっている装しよう束ぞくは見たことのない型なのだ。

「朱里さま、ですね」

　白雪はあたりを見回した。どこの建物でも出入り口には受付があり、不ふ審しんな入館者がいないか気をつけている。

「少しお待ちいただけますか」

　白雪はそう言い置くと、相手の返事を確認する前に近くの建物に向かって走った。受付の者に話を聞き、それらしい人物が通らなかったかを確かめる。三回ほど別の建物でも同じように問い合わせてから先ほどの場所へ戻もどると、男性はちゃんと待っていてくれた。

「すみません、このあたりにはいらっしゃらないようです」

「いや、謝るのはこっちだ」

　男性は恐きよう縮しゆくしたように言った。

　見ると、男性の背後にはその従者と思おぼしき者が立っていた。

「君が行ってからすぐに追いついてきた。ここまで送ってくれた馬車に忘れ物をしたからと、停車場まで行っていたそうだ」

「主あるじがご迷めい惑わくをおかけしました」

　ひどく聞き慣れた声に、白雪はぎくりとして顔を向ける。

　やわらかい微笑ほほえみが浮うかぶその顔に、言葉をなくした。

「朱里と申します。こちらの静玄さまの従者をつとめております。このたび、新しい、──」

「あなたが、あかりさん？」

　白雪は、作法も忘れて朱里の言葉を遮さえぎった。朱里はいぶかしげな顔をして、はあ、と白雪を見る。

　その視線も。

　不思議そうな表情も。

　何もかも、すべて。

　白雪は思わず、朱里に近寄った。まじまじと顔を覗のぞき込むと、朱里は驚おどろいたようだった。目を瞠みはって、一歩後あと退ずさる。

「どうかなさいましたか？」

　白雪は手を伸ばして朱里の腕うでを摑んだ。しっかりとした感かん触しよくに、思わず握にぎりしめる。朱里の眉が寄った。

「その、お嬢じようさん、……私をご存じなのですか」

　朱里の言葉に、胸に太い杭くいを打ち込まれたかのような痛みがはしる。

「ちがう……」

　呟つぶやきが漏もれる。

　同じ声だと思った。

　同じ顔だと思った。

「あなたは、朱月、という名ではないのですね」

　やや落ちつきを取り戻し、白雪は再び尋たずねる。

「ええ。今は朱里と申します」

「今は？」

「この者は、記き憶おくを一部、失っているんだ」

　傍かたわらで、成り行きを見ていた男性が言った。「私は静玄という。君は、……」

「し、……小雪、です」

　つい本名を名乗りそうになり、白雪は舌を嚙かみそうになった。

　記憶をなくした男。

　……だが、似ていても父ではない。

　最初の動どう揺ようからさめて、白雪はまじまじと朱里を見つめた。そうすると、何故、父に似ていると思ったのか、逆に自分で恥はずかしくなってくる。よく見ると髪の色や体格も異なっているのだ。

[image: ]

　朱里の赤い髪は蘇芳より明るい。蘇芳の髪は深しん紅くに近いが、朱里は黄色っぽい赤だった。

　顔立ちも父に似ていると思ったが、じっと見るとやや若い。蘇芳と同じかそれより少し上か。背も父よりは低く思える。目線が近い。

「ごめんなさい、……朱里さんが、あんまり父さんに似て見えて、驚いて」

「お父さん？」

　白雪はうつむいた。

「秋の始めに、死んだんです」

　そして、この手で埋うめた。

　だから生きているはずはないのだ。

　あの体を地の底に横たえて土をかけたのは他ほかならぬ自分だ。

「ごめんなさい、本当に、……失礼しました！」

　白雪はそれだけ言うと、脱だつ兎とのごとくその場を駆かけ出す。

　いたたまれなくて恥ずかしかったが、それよりも、自分がちっとも父を忘れられていないこと、少しだけ似ている人に動揺するほどに、今も父が心にいることに気づいて。

　──それが何より、苦しかった。










　振ふり向きもしない少女の背を見送った静玄は、小さく息をついた。

「あの娘むすめ、どこかで見たことがある」

　正直に言えば、自分が手にかけようとした斎さい宮ぐう、──になる前の少女本人ではないかと静玄は思う。

　だが、殺そうとした自分を憶おぼえていないようだし、何より、髪や目の色がまったく違ちがった。それに印象が異なっていて、あの傲ごう慢まんなほどの神こう々ごうしさがさきほどの少女にはなかったのだ。また、斎宮本人だとして、何故あんな格好で、そのへんの使用人のように労苦も厭いとわずくるくると走り回るのか。

「可愛かわいらしい方ですね」

　朱里の声に揶や揄ゆを感じて、静玄は眉まゆを上げた。

「何が言いたい」

「静玄さまは、あのような方がお好みですか」

「……好ましくは思うが、だからといって後宮に入れたいとは思わん」

　吐はき捨てるような静玄の言葉に、朱里はわずかに唇くちびるの端はしをつり上げた。その表情に静玄は顔をしかめる。

「おまえはあの娘と何か関係があるのか。父親に似ていると言われていたが」

「いいえ」

　朱里は首を振った。「……いいえ」

　その態度に、静玄は何か言おうとしたが、結局思いつかなくてやめる。

「行くぞ。館やかたはあちらだ」

　それだけ告げると、静玄は後ろも見ずに歩き出した。
















　年の最後、十三月二十八日は別名を終つい日じつという。一月一日は初うい日じつと呼ばれ、隣となり合わせながらもっとも遠い日として知られていた。

　閏うるう年どしにはその二日のあいだに閏うるう旬じゆんが入る。四年に一度、前年でも後年でもない五日間には地底の無む間げん火か焰えん界かいの蓋ふたがひらく。少なくとも結ユイの大陸ではその説が広まっている。

　もちろん、竜りゆう珠しゆの存在を知っていても、不思議の力や古来からの言い伝え、古代の神々を信じない者はいる。閏旬をただの暦こよみ上の余日、おまけの休きゆう暇かとして過ごす者もいれば、無間火焰界から出てくる死し霊りようを怖おそれて祈き禱とうを欠かさない者もいる。人によって受け取り方はさまざまだった。

「……きれい」

　白雪は、纏まとった布地の不思議な照り映はえに溜ため息いきをついた。

　今夜、──終日の前夜、白雪は斎さい宮ぐう殿でんへ連れてこられた。早さつ速そくとばかりに、閏旬の祈禱のための装しよう束ぞくを身につけたのだが、この布地が不思議な色合いなのである。初めは白い布かと思ったら、光線の加減によって淡あわい灰色にも光こう沢たくを帯びた黒にも見えるのだ。最初にその布地の見事さに、纏った白雪が鏡の前でくるりと身を返したら、闇やみから光へ、光から闇へと反転するように布地がうねって見えた。

「とてもよくお似合いですよ」

「でも、そのう……今の服とはずいぶん違うのね」

　夏乃の言葉に、白雪はそっと手を空にかざした。腕うでを覆おおう袖そでは垂れて長い。九く連れん招しよう来らいのときに着た衣装も、何枚も重ねるし沓くつは歩きにくいしで辟へき易えきしたが、今回の衣装はさらに時代を遡さかのぼっているように思えた。

　寒いから重ね着はありがたいが、それにしても月の数と同じ枚数を纏うというのには驚いた。だが、髪かみを結ゆわずに垂らしていられるのは楽だ。

「十三枚なんて、人の着る枚数じゃないわ」

「その昔、東海の島国、春原では、貴人は常に十三枚の重ね着をしていたそうですよ」

「その昔って、いつ？」

　思わず白雪は尋ねた。

「六千年ほど前のお話だそうです」

　白雪は目を丸くした。

「どうして夏乃さん、そんな昔のことを知ってるの」

「姫ひめさま、白鷺さまと同じことをおっしゃらないでくださいましよ。『夏乃ったら、そんな昔から生きてたの？』なんて」

「母さんって、……」

　いつもそういう減へらず口ばっかり叩たたいてたの？　と訊きこうとして白雪はやめた。肯こう定ていされそうな気がしたからだ。

　斎宮殿は、斎宮が起居するための建物である。東方建築の特とく徴ちようを備えている木造建築は、流線が石造りの建物よりやわらかくやさしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　白雪は斎宮殿を隅すみから隅まで知っているわけではないが、日が落ちてもそこかしこがぼうっと光を帯びているように見えていた。これは竜珠にのみ見える幻げん視しの光らしい。夏乃には見えないそうだが、竜珠である騎き士したちは見えると言った。

　夏乃は白雪を気き遣づかって、この地下の祈禱所の壁かべの燭しよく台だいすべてに灯火を入れてくれたが、それに加えて幻視の光まで見える白雪にとって、真昼のように明るく感じられる。だが陽光のように何かを育はぐくむようなあたたかさはない。ただ、照らすだけの淡いひかり……

「では、夏乃はこれで下がります」

　夏乃はなごり惜おしむように周囲を見回して、言った。

「もう行っちゃうの？」

　白雪は思わず声を上げた。

「お淋さびしいですか」

　問われて白雪はきょとんとした。

「……そう、かも」

　淋しい。

　五日間、この部屋にひとりきりで取り残されるのだ。

　代々の斎宮は本当にひとりだったのだろう。だが、白雪には、呼べば千白が出てきてくれる。

　それでも、この場から夏乃が去り、しばらく会えないと考えると引き留とめたくなった。

　これが、淋しい、ということなのか。

「でも、斎宮になられたのですから、我が慢まんなさっていただかなくては……」

　夏乃の声が不自然に途と切ぎれた。

「夏乃さん」

　白雪は驚おどろいて、夏乃のそばに歩み寄った。夏乃は目もとを袖そででこすった。

「白鷺さまが、初めてこのように祈禱所で過ごされたのは、十歳のときでした。やはり、夏乃にまだ行かないでとおっしゃいました」

「母さんって、いくつで斎宮になったの？」

「八つです、先代さまが……今では先々代さまですね。お亡くなりになったので、急きゆう遽きよ、位に就つかれました」

　八歳で斎宮になったとはいえ、十歳の子どもがこんなところで五日間もひとりきりで過ごしたのかと考えて、白雪は暗い気分になった。

　自分には幻視の光が見えるが、母には見えたのだろうか。見えていなかったらこの地下の祈禱所はさぞや暗く感じられたに違いない。暗がりを怖れる白雪ではなかったが、だからといって何日も閉じ込められていたいとは思えない。

「……ただ、騎士さまがこちらまでお入りになることは黙もく認にんされていましたので、白鷺さまは、お手て透すきの騎士さまを呼びつけては、何やら遊ゆう戯ぎに興きようじておられましたが」

　言いにくそうに、夏乃は口ごもった。

「遊戯？」

「……姫さまは札なぞご存じではありませんか」

　白雪は目を瞬まばたかせた。

「札って、賭と場ばでめくってるのとは違ちがうわよね」

「それです」

　夏乃は大きく溜息をついた。「そのう……たいへん申し上げにくいのですが、先代陛下はたいそう賭かけごとがお好きで、白鷺さまが興味を持たれたものですから、手ほどきなさったんです。……今では知る者も少なくなりましたが、先代陛下は、城内でも並ぶ者のいない札師だったのです」

　白雪は呆あつ気けに取られた。

　旅でさまざまな場所を訪れた白雪だったが、賭場などには行ったことがない。話に聞いたくらいだ。朱月は行ったかもしれないがそれは知らない。

　小さな街や村では食堂が酒場を兼かねており、食事で入った店でちょっとした賭けごとをしているのを見たことはある。その中でも札はもっとも知られている賭けごとだった。

「王さまや斎宮って、賭けごとをしてもいいの？」

「おそらく、そんなことをした聖王や斎宮が今までいなかったからこそ、聖王や斎宮は賭けごとをしてはならないというきまりもなかったのだと思います」

　白雪は、夏乃の台詞せりふに納なつ得とくしてしまった。










　斎宮は、閏旬は斎宮殿にこもって、朝昼晩と特別な祈いのりを捧ささげる。前日の終つい日じつから斎宮殿に詰つめるのがしきたりだそうだ。次に斎宮殿を出るのは初うい日じつに変わった真夜中となる。それまでは斎宮は表向き、世せ俗ぞくと隔かく絶ぜつされるのだ。

（白雪の母は、ずいぶんと変わった女だったんだな）

　夏乃が斎宮殿を辞じすと、千白が影かげの中で言った。

「出てきて、千白」

「仰おおせのままに」

　床ゆかに落ちた影からすうっと出てきた千白は、大おお仰ぎような身み振ぶりで体を曲げ、礼をした。

「これから何も食べられないんですって」

　そのことを考えただけで体から力が脱ぬけた。それを見て千白が苦く笑しようする。

「だから、千白が運んでやる」

「食べたら廁かわやへ行かなくちゃならないでしょう？」

「行けばいいじゃないか。斎宮殿にも廁くらいあるだろう」

「ここから出てはいけないって言われてるわ。廁は上にしかないじゃない」

「みんなここから出て歩いてたぞ。騎士の他ほかはわざわざ確かめに来るような暇ひまなやつもいなかったし。それに、考えてみろ。何も口にしなくても、水は自分で出していいんだから、飲むだろう。だったら廁に行けないと困るじゃないか」

　確かに、閏うるう旬じゆんのあいだは断だん食じきをせねばならないと言われた。しかし水分の摂せつ取しゆは許可されている。竜りゆう珠しゆならば、空気中の水蒸気を集めて液化させ水を呼び出す術を使えるので、そうして出した飲み水ならば口にしても問題ないのだそうだ。

「ここから出てはならないなんて、しょせん建前だ」

　千白は平然と言い切った。

「だって、騎士とか……外で守ってるからって、琥珀が言ってたわ」

「騎士は、斎さい宮ぐうの身に害が及およびさえしなければ見て見ぬふりさ。斎さい宮ぐう殿でんを出るならついてくるかもしれないが、文句は言うまい。ただ目立つだろうな、四人もあんなのをぞろぞろ連れてると」

「外に出られたとしても、四人も連れて歩くのはいやよ。千白だってついてくるのよね」

「千白の仕事は白雪を守ることだからな」

「でも、お祈りって朝昼晩の三度だけでいいんでしょう？　すぐに終わってしまうんだもの。他に何かすることはないの。時間がもったいないわ」

「退たい屈くつだったら、眠ねむればいい。最後の時間つぶしはそれしかない。きっといろんな夢を見られるぞ」

「いろんな夢って、どうして？」

「自分に関かかわりある、昔に起きたことを夢に見られるはずだ。ここに来ていた者たち自身の夢も見られるだろう。今はあれがあるから、白雪の竜珠も安定していて、この場に残り留とどまっている想おもいと接せつ触しよくしやすくなってるはずだ」

　あれ、とは、祈き禱とう所じよの中央に設しつらえられた祭さい壇だんに横たえられている九く連れん環かん杖じようである。

「留まってるって、霊れいがいるの？」

　白雪は思わずあたりを見まわした。だが幻視の光の他ほかは何も見えないし、霊がいるような気配も感じられない。

「霊じゃない。人の想念のかけらだ。簡単に言えば、記き憶おくだ。ここにはそれらが空気のように漂ただよっている」

　千白の言葉が、白雪にはぴんとこなかった。空気のように、と言われて頭をめぐらせても、何も見えない。だいたい、霊はともかく、空気が見えるはずもないのだ。

「ああ、ちゃんと道具もそろってる」

　千白は、祭壇に向き直って言った。白雪は近づいて、千白の見ているものを覗のぞき込む。

　祭壇にはふくべと杯さかずきが置かれている。杯は伏ふせられていた。千白は、ふくべを手にとって中を眺ながめていた。

「これに、白雪が自分で水を集めて溜ためて、渇かわきを潤うるおすんだ。水は出せるだろう」

　青磁は水の属性なので、呪じゆ詞しを口にすることなく水を出す術を容よう易いにしてのけるらしい。白雪もそれくらいなら容易にとは言わないができた。

「なんとかね」

「手伝ってやるから、やってみろ」

　白雪は千白からふくべを受け取った。右手で下から支えるようにして持ち、左手のひらを、烙らく印いんを伏せるようにして上からかざす。目を閉じ、念を凝こらすと、左手のひら、烙印の部分がすうっと熱を帯びた。

　手の甲こうに千白が手を重ねてくる。ふわりとやわらかい手は、他の誰とも感かん触しよくが違う。

　水の滴したたり落ちる音がした。

「おっと」

　千白の声に、白雪は目をあけた。同時に、ふくべを支えていた手に冷たいものが伝い落ちていく。

　白雪は驚おどろいた。ふくべの中から透とう明めいな液体があふれ出していたのだ。さほど大きくはないふくべであるが、白雪はこんなにも大量の水を一度に集められたことなどない。

　しかも、どうやらそれは水ではないようだ。皮ひ膚ふをすべっていく感触が違うし、水よりも早く蒸発していく。拭ふかなければ、と思っていたのに、たちまち皮膚が乾かわいていくような錯さつ覚かくを感じた。

「ふむ」

　千白は、白雪の手から垂れ落ちる液体を手のひらに取って舐なめた。「旨うまいぞ。飲んでみろ」

　ふくべを祭壇に置き、杯を取って中身を注そそごうとすると、千白の手がそれを止めた。

　飲んでみろと言ったのに、と思うと、千白がふくべを取り上げて、白雪に杯を渡わたした。白雪が杯を両手で支えると、中になみなみと透明な液体を注いでくれる。

「召めし上がれ、姫」

　にっこり笑えむと、千白は別人のように穏おだやかで美しかった。

　その千白らしくない態度に戸と惑まどいながらも、白雪は中身をこぼさないように杯に口をつける。

　ただの水でなくとも、千白が自分によくないものを飲ませるはずがないと、白雪は思っていた。だからそのまま杯を飲み干ほした。

　次の瞬間、火のような感触が口こう腔こうから喉のどへと伝わり落ち、白雪はむせかえった。

「な、によ、これっ……！」

「酒だ」

　千白はあっさりと答える。「すごいな、白雪。ここまで酒精度の高い酒を造り出せる斎宮はめずらしいぞ」

　喉が焼けるように痛み、白雪は文句も言えずその場にへたり込む。千白はその傍かたわらに膝ひざをついた。

「白雪、酒は強くないのか」

「ほとんど、飲んだこと、ないわ……」

　そうでなくとも、たいていどこの国でも、身体の成長に悪あく影えい響きようを及およぼすという理由から、酒は成人になるまで口にしてはならないとされている。

「斎宮は、儀ぎ式しきのたびに酒を飲まないとならないんだぞ。知らなかったのか」

「初めて聞く……」

　琥珀もそんなことは言っていなかった。

　体が熱くなってきた。白雪は床の敷物の上で身を丸くする。頭がぼんやりして、どうしていいかわからない。かすかな不安に、思わず手を伸のばした。千白のやわらかい手がそれを受け止めてくれる。

「気持ち悪いか？」

「なんだか、へんなの、体が……」

「酔よったんだ」と、千白の声が遠くからした。「これで過去を見られるぞ」

　千白の言葉に、白雪はどういうことかとぎょっとしたが、もう瞼まぶたも動かなくなっていた。

　意識が遠のく。










　なだらかな平野は緑に包まれ始めていた。

　春だった。

（ねえ父さん、春の花は何がすき？）

　他た愛あいない話をしながら、ふたりで白い道を歩いた。

　春は気持ちが明るくなるので、白雪は大好きだった。花の匂においや、それを運んでくるあたたかな風、あたらしい緑の清すが々すがしい感触。

（花か……）

　朱月は、微笑ほほえみながら傍かたわらの娘を見おろす。

（わたしは、藤ふじがすき。それから、たんぽぽ）

（白雪は、桜を見たことはなかったか）

（さくら？）

（東方では、春には桜が好まれて、花見というと桜を見ることをさすんだ）

（見たことない！　見てみたい）

（じゃあ、いつか、東方まで行こうか……）

　ひらひらと舞まう白い……雪ではなく、花びら。
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　白雪は洞どう窟くつの中から吹雪ふぶきを眺ながめていた。

　ぱちぱちと火の爆はぜる音がする。

　旅人が立ち寄っていく場所なのだろう。洞窟内には火の跡あとがいくつも見られたし、必要なくなったらしい携けいこ行うし食よく糧りようや防寒具の類たぐいも置いてあったので、数日ほどなら閉じ込められても苦くもなく過ごせそうだ。

（白雪、寒いだろう。もっと奥に来なさい）

　広い洞窟は、大人が立ってもまだ余るほど天てん井じようが高かった。だから入り口付近には吹ふき込んだ雪が積つもっている。白雪はそこに立って外を見ていたのだ。

（父さん、どうしてわたしの名前は白雪っていうの）

　傍らの父を見上げると、父は膝をついて目線を合わせてくれた。

（おまえは雪の降った夜に生まれたんだよ）

　でも、と白雪は思った。

（なんだか冷たそうで寒そうな名前だって、言われた……）

　少し前に立ち寄った街で、朱月はその街の術師の仕事を手伝った。そのとき、術師の子どもに言われたのである。

　それまで白雪は、自分の名前になんの疑問も持たなかった。

（白雪は、その名前がいやか？）

　やさしい口調で尋たずねられ、首を振ふる。

（いやじゃないけど……）

　じっと父を見る。

　どうした？とでもいうように、朱月は首をかしげた。

（白い色より、赤い色がすきだから、父さんと同じ名前がよかった）

（同じ名前じゃおかしいだろう）

　朱月は苦く笑しようした。

（じゃあ、似てる名前がよかった）

（でも、白雪という名は、私は好きだよ）

　そう言われて、白雪はうれしくなる。

（わたしも、父さんの名前、とても好き）

　そこで、ある考えがひらめく。（ねえ、父さんを名前で呼んじゃだめ？）

（名前で？）

　朱月はいぶかしげに眉まゆを寄せた。

（そう。あかつきって）

（……おまえが大人になったらね）

　拒こばまれるか、一笑に付ふされるかと思っていたので、白雪はうれしくなって父に抱だきついた。

（約束よ！　大人になったら、朱月って呼ぶから！）

　あかつき、と。
















　頭痛と寒気で意識が浮うき上がった。目をあけようとすると、瞼まぶたが重かった。

　それでも無理やりに目を開こうとしたが、瞼が上がりきって視界がはっきりするまでに時間がかかった。

「ちしろ？　いる？」

（……頭が痛い）

　鈍にぶい思考が返ったかと思うと、体の下の隙すき間まから、するりと千白が現れた。

「わたしも……とてもがんがんするの」

「白雪の出した酒の純度が高すぎたんだ。旨うまかったが、おかげで千白まで酔よってしまった」

　上から覗のぞき込んでくる千白に手を伸ばすと、千白が両手で摑つかんでくれた。そのまま引っ張り起こされる。

　体を起こすと、頭が首からもげそうなくらいぐらぐらしているような気がした。

「だいじょうぶか」

　そう問う千白も、いつもより具合がよくなさそうだった。思わず白雪は千白の頭に手を伸ばして、額ひたいにさわった。そのしぐさに、千白がかすかに笑う。

「どうした」

「苦しそうだから、千白が」

「千白はだいじょうぶだ。白雪が苦しくなくなれば治る。……何か夢を見たか？」

「すごくたくさん見たから、あまり憶おぼえてないわ」

　正直に白雪は答えた。確かに夢は見た。怖おそろしい夢から、幸せな気持ちをもたらす夢まで、さまざまに。そして夢の中には千白も出てきた。

　夢の中の千白と、今、こうして目の前にいる千白は、まったく別人に思えるほどに異なっていた気がする。だが、記き憶おくがあやふやで確信がない。

「とても、こわかったし、悲しかった。……でも、幸せだったし、楽しかったの」

「夢なんてそんなものなのだ。うつつとあまり変わらないだろう。うつつもゆめも、こわくて悲しくて、幸せで楽しい」

「そうね」

　父の死は悲しかったし、死という現象そのものを身近に感じて怖ろしかった。

　だが今は楽しい。ひいなの同どう僚りようや、付き従ってくれる人々がいる。父だけでない世界を知ってしまった。

　もう、戻れない……

「誰か来た」

　千白が警けい戒かいもせずに言った。

　しばらくすると、壁かべをくりぬいただけの出入り口から蘇芳が入ってきた。その後ろから青磁、琥珀、最後に黒曜が姿を現す。

「だいじょうぶ？」

　ぐったりして千白に寄りかかっている白雪を見て、琥珀が慌あわてたように近づいてくる。ふたりの傍そばで膝ひざをつくと、琥珀は顔をしかめた。

「……近づくだけで酔いそうだよ」

「ここにいてもわかるぞ」と、蘇芳が入り口で立ったまま言った。

「ていうか、入ってすぐにわからなかったか？」

　それより一歩先で青磁が呆あきれたように呟つぶやいた。黒曜は部屋に入らず、眉まゆを寄せて階段のすぐ下に立っている。

「白雪、お酒出せたの？」

「千白に言われた通りにやったら、出たの」

　額に琥珀が手を当ててくる。冷たくて心地よい。白雪はうっとりと目を閉じた。

「青磁、抜ぬいてあげてよ」

「しょうがねえな」

　青磁の渋しぶい声がして、琥珀の手が離はなれた。それをなごり惜おしんでいると、別の手が白雪の額にふれる。青磁の手だった。

　青磁の手がふれると、体を熱ほてらせている何かが空気中に発され、浄じよう化かされていくような気がした。

「こりゃまた……濃こい酒だな」

　呆れたような声こわ音ねに目をあけると、青磁が覗のぞき込んでいる。白雪はなんとなく恥はずかしくなって、千白の胸に頰ほおを擦こすりつけた。と、視界の隅すみで青磁が顔をしかめるのがうつった。

「そんなに気分が悪いなら、外の風に当たったほうがいいんじゃねえか。俺たちがいるあいだなら、ここから出てもかまわねえから」

　青磁はそれだけ言うと、立ち上がって傍かたわらから去った。頭痛はまだおさまらないが、体はすっきりしている。白雪はやっと千白から離れ、自分で身を起こした。

　見ると、青磁が手のひらを祭さい壇だんにかざしている。その手のひらから垂たらされた液体は、白雪の使ったふくべに戻された。

「うわ、すごいね……」

　琥珀が目を丸くして祭壇に近づいた。「斎さい宮ぐうでも、ここまで出せる人っていなかったんじゃないかな」

「どうしてお酒なの？　わたし、水を出したつもりだったのに」

「千白が手伝ったからな」

「またなんでそんなよけいなことをしやがるんだ」

　青磁がぶつぶつ言った。公こう人じんとしては澄すまし口調の青磁だが、輝キ石セキノ神カミである千白に対しては口調を改めない。

　兄や弟たちに対してもそのような口調で話しかけているのだから、少しは千白を気に入っているかと思えばそうではなく、たびたびつっかかっていた。ようするに気にくわないらしい。

「閏うるう旬じゆんの一日めは、酒を飲んで夢を見る。のこりの日は祈き禱とうさえ怠おこたらなければ何をしていてもかまわない。──昔は、そうだったぞ」

「昔っていつ」と、琥珀が訊きいた。「調べてみたら、千白が前に顕けん現げんしたのって、八百年くらい前だったけど……今とそのころじゃあ、もうずいぶん違ちがうから」

「調べたのか」

　千白はにやりとして琥珀を見上げた。いつも人当たりのよい態度の琥珀が、憮ぶ然ぜんとして千白を見返す。

「……念のため」

「まあ確かに、おまえらの大切な姫君に取り憑ついたのが、本当に名乗ったとおりのものか疑うのはよいことだ」

　驚おどろいて白雪は琥珀を見た。琥珀は気まずそうに目をそらす。

「僕たちは斎宮の身をお守りする騎き士しだから」

　琥珀は早口でそう言った。千白が立ち上がる。もう調子はよくなったようだ。動きにきれがあった。

「千白…」

　みんなに疑われた千白が気を悪くしたかと思い、白雪は思わず千白の服の裾すそを引いた。

「だいじょうぶだ」と、千白は膝をつくと、白雪の顔を覗き込んだ。「宿やど主ぬしと決めた者以外にどう思われようと、千白はなんとも感じないから」

　そう言うと、千白は顔を寄せてきた。鼻の先がかすかにこすれ合う。次の瞬間、たちまち千白の姿は白雪の影に溶とけるように消えた。

　気まずい空気を押しのけるようにして、黒曜が室内に入ってくる。

　音のない動きで黒曜は白雪のそばに膝をつくと、そっと肩かたにふれた。見上げると、黒曜が安心させるかのように微笑ほほえんでいる。

　白雪は立ち上がろうとしたが、体に力が入らなかった。

　背に黒曜の腕うでが回される。戸と惑まどっていると、膝裏に腕を差し入れられ、白雪の体は軽々と抱き上げられてしまった。

「黒曜」

　蘇芳が驚いたように声を上げる。

「外に行く」

　黒曜は短く言うと、三人の兄を見まわした。「今のここは空気がよどんでいるから」

　兄たちはそれ以上は止めず、弟は姫君を抱だき上げたまま、部屋を出て地上への階段を上がり始めた。










　ふだんもそうだが、閏旬の斎さい宮ぐう殿でんには、騎士の他ほかは誰も近づかないという。
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「だから、ここにいてもだいじょうぶ」と、黒曜は言った。

　斎宮殿の裏手、北側は縁えん台だいになっている。東方建築に疎うとい白雪でも、縁台はふつう南側、少なくともよく日の当たる場所に作ると知っている。ここは寒いのではないだろうか。実際、日の高い時間帯だが、建物の影になった縁台は、座っているとみるみるうちに寒くなってきた。天気はよいのだが、影の中の温度は低いのだ。

「どうして、影になる向きに縁台があるの」

「斎宮の影が他の影と混じっていると、輝キ石セキノ神カミが出てこられないだろう？　だからだよ」

　黒曜はゆっくりつづけた。「輝キ石セキノ神カミはさびしがりやだから、いつでもどこへでもどこまでも、自分の宿主と決めた者についていく。それを防ふせぐために、初代の斎宮が、斎宮がくつろげる場所を作ったんだ」

　黒曜の声は低く静かで耳に心ここ地ちよかった。

　大おお柄がらで穏おだやかな気質の黒曜は、言葉が少ない。ここまで白雪に言葉で語りかけてくれたのは、出会って以来初めてのことかもしれなかった。

　黒曜の竜りゆう珠しゆは、人の心、ささくれた気持ちを癒いやすことができる。彼がそばにいるだけで、白雪の不安や張りつめた気持ちはかなり解ときほぐされていた。

「そうね。本当に、千白はどこまでもついてくるわ」

　白雪は溜ため息いきをついた。

「人は、ずっと誰だれかにそばにいられると気が休まらない場合もあるから、輝キ石セキノ神カミを遠ざける場所や方法がいくつかあった。ここもその場所のひとつ」

「それも、調べたの」

　白雪が問うと、黒曜は黙だまった。困ったような微笑みが、その目もとには浮うかんでいる。

「わたし、気づかなかったわ。みんな、千白を神でないかもしれないと疑ってたのね」

「白雪を守るのが俺たちの役目だから、白雪の周りに危ないものやあやしいものを近づけるわけにはいかない」

「心配してくれるのはうれしいけど……千白は危なくもあやしくもないわ。ちょっと甘ったれなだけで」

「白雪にとってはそうでも……」

　そこまで言うと、黒曜はためらったように口ごもった。

　やさしい彼を責めているような気がしてきて、白雪も黙だまり込む。

　冷たい空気のせいだけでなく、頭がすうっと冷たく冴さえていく。

　騎士たちが千白を信用していなかったという事実に、自分でも驚くほど白雪は打ちのめされていた。

　神かみ降ふりの丘おかで、もう誰もそばにいてくれないんだと感じた白雪に、そうではないと告げて顕けん現げんした千白を、白雪はすぐに受け容いれられた。彼の言葉は不思議と信じられた。偽いつわりはないと感じたのだ。

　なのに、白雪のもっとも身近にあって支えてくれる騎士たちは、千白を信じていなかった。

　信じる、とはどういうことなのだろう。白雪の思考はそこに行きつく。

「白雪は、その装しよう束ぞくをひとりで着たのか」

　問いに思考を破やぶられる。

「夏乃さんが着せてくれたわ」

　黒曜の唐とう突とつな問いに、白雪は戸と惑まどいながら答えた。

「自分で着き替がえられる？」

「なんとか」

　夏乃のやり方を見ていたから、見よう見まねでできるだろう。

「ひいなの衣装を持ってくるから、白雪は少しここを離はなれたほうがいい。しばらくは酒気が強いだろうから、あの祈禱所で正気でいるのは難むずかしい」

　白雪は、ちょっと驚いて黒曜を見つめた。黒曜の目はいたずらっぽい光にきらめいている。彼がそんな取り決めを破るようなことを言うとは思わなかった。

「いいの？」

「格式張った儀ぎ式しきの手順やしきたりは、それが守られていると周囲の者が思い込んでいられればいいんだ。それに、今日はまだ終つい日じつで、閏旬は明日からだ」

　黒曜はそう言うと、小さく笑った。だが、その笑顔はどことなく昏くらく感じられる。

　白雪は、その横顔をじっと見つめた。

　琥珀もだが、黒曜も、明るい気質のように見えるのに、ときおりひどく切せつ羽ぱ詰つまったような、どこか苦しげな表情を一瞬だけ浮かべる。

　人の、表に見えている部分がどこまでその人の本当の部分だというのだろう。

　明るく見える人の内面も、表面と同じに明るいというわけではないのかもしれないと、白雪は考えるようになっていた。

「うん……じゃあ、ここで待ってる」

　白雪は、うなずいた。










　行動は迅じん速そくだった。

　黒曜が持ってきてくれたひいなの装束に着替えると、白雪はこっそり斎宮殿を出た。蘇芳たちはまだ地下にいて、かたづけものをしているようだった。地下は空気がこもりやすい。しばらく待たないと酒精も完全に蒸じよう発はつしないだろう。

「蘇芳たちは、いいって言ってくれたのね」

　寝しん室しつで着替えた白雪が北側の縁台に出て行くと、黒曜は縁えん石せきに履はき物を並べながら、

「少しは息いき抜ぬきもしたほうがいいだろうって、俺が言ったら、納なつ得とくしてくれた」と、答える。

「ありがとう、黒曜」

　騎き士しはみんな、自分を守ってくれる。だが、その守りは、過保護なまでの心配につながりやすい。心配されすぎると、自分はそんなにも信しん頼らいされていないのかと、白雪としては失望してしまう。

　黒曜だけは心配しすぎるということがない。だから彼には信頼されている気がして、それが白雪にはうれしかった。

「どういたしまして」

　黒曜は微笑ほほえむと、白雪を送り出してくれた。

　奥おく殿どのへ向かう砂じや利り道みちではなく、北面の広大な庭園を抜ぬけて西面へ行くことにした。東面には帰る家がなかったり帰りたくなかったりで残っているひいながいるから、なるべくなら行かないほうがいいだろうと判断したのだ。

　昼前だが、薄うす曇ぐもりの空はどんよりしていた。空気もひどく冷たく湿しめっていて、吐と息いきはかすかに白い。陽ひがときおり薄うす雲ぐものあいだから姿を見せて、薄い影かげが草地に落ちる。そのたびに影から感じられる千白の気配は眠っているようだった。酔よいが醒さめきっていないのかもしれない。

　どうしたら、騎士たちに千白を信じてもらえるだろう。

　白雪は考えながら歩きつづけた。

　この城へ入ってからかなり経たったが、白雪は北面と東面しか歩き回ったことはなかった。だからこの前のように迷子になってしまうのだろう。迷子にならないためには、その場所をよく知ればいい。こうして自由な時間を得たのだから、西面と南面をよく知っておきたいと白雪は考えた。

　どこからか聞こえる弦げんの旋せん律りつは、白雪の知らぬ曲のようだった。空気を弾はじき震ふるわせ悪あく霊りようを寄せつけぬようにする清すが搔かきは、星曜館の術師が奏かなでる鳴めい弦げんだ。

　通常、終日と初うい日じつに奏でられる魔ま除よけの鳴弦には二弦または三弦琴きんが使われるが、閏うるう旬じゆんは十三弦琴までもが持ち出されるという。高位の術師が交こう替たいしながら清搔きをつづけるため、終日から初日までは城内のどこにいても、耳を澄すませば必ず弦の音が聞こえるそうだ。

　かすかなその音を心地よく感じながら庭園から西面に入ると、西門の近くだった。西門は外からの出入りがもっとも激しい門だ。両りよう脇わきの朱しゆ塗ぬりの太い円柱に天辺を支えられる門は、どことなく彩さい湖こ畔はんにあった鳥とり居いを思い出させる。

　外からの出入りが多いためか、空気の匂においが異なっている気がして、白雪は道みち端ばたで立ち止まると目を閉じた。鼻から空気を吸い込むと、さまざまな香かおりが感じられた。

「こんにちは」

　声をかけられて、ぎょっとして振ふり返った。背の高い男の姿がある。

「あなたは……」

　先日見かけた、外国人の片割れだった。名前を聞いたはずなのに、咄とつ嗟さに思い出せない。白雪が戸と惑まどっていると、彼はにこやかに再び名乗った。

「静玄だ。長遠静玄という」

　育ちのよさがにじみ出ている立たち居い振ふる舞まいと気さくな明るい笑顔は好感が持てた。

「小雪です。──あの、今日はおひとりなんですね」

「朱里ならまだ館やかたにいる。昨日から具合がよくなくて臥ふせっているのだ」

　その言葉に白雪は動どう揺ようした。すぐに察したのか、彼は気の毒そうな顔をした。

「それほどわるいわけじゃない。ただ、もともと体が強いほうではないらしいから、少しの旅でもこたえたようだ」

「静玄さまと朱里さまは、どちらからいらっしゃったんですか」

「……隣りん国ごくだ」

　わずかにためらってのち、静玄は答えた。「私は長汀の太子だ。このたびは斎さい宮ぐう就位の宣せん旨じに、国主代理で招かれた」

　太子というと、国主の跡あと継つぎだ。琥珀に詰つめ込まれた王族関連の知識に出てきていた。

　それからはっとする。

「失礼しました、その、そんな高貴な方とは知らず……」

　威い張ばりくさってふんぞり返る者が大半の貴族や王族など、神杖に来るまでは気に障さわる嫌いやな存在でしかなかった。

　だが、祥琳や凜りん子こと出会い、王族の立場や負う重おも荷にを知ると、威張りくさる者はやはり好きになれるはずもないのだが、そうでない者までを一ひと括くくりにして軽けい蔑べつしたり毛け嫌ぎらいすることはなくなっていた。自分もこの国では王族のひとりだが、斎宮となった今でも、それはわるい冗じよう談だんとしか思えない。

　それに今の自分はひいなの装束を身に纏まとう『小雪』なのだ。『外国から来た方にとっては、我々ひとりひとりの与あたえる印象が神杖の印象そのものになる』と教え込まれている。白雪は神杖を好きになり始めていた。できれば外国から来た者に神杖を嫌わないでほしいと思う。

「高貴といっても、しょせん大量殺さつ戮りく者しやの末まつ裔えいだ。そんなに畏かしこまられる立場ではない」

　静玄の言葉に、白雪は目を丸くした。

　その顔を見て、静玄は苦く笑しようする。

「君はずいぶんと幼いな。なのにもう女によ官かんとして働いているのか」

「女官……ではなくて、同じ意味だと思うのですが、神杖では側そば仕づかえといいます。でも、わたしはその側仕えでもなくて、見習いの、ひいなと呼ばれる身分です。あの、つまり、ひよこってことなんです」

　白雪の説明に、静玄はますます楽しそうな顔をする。

「君はずいぶんと楽しい子だな。神杖の者は、もっとつんと澄ましていると思っていた」

　静玄の口調が砕くだけた。白雪はほっとして笑う。少なくとも、静玄が気を悪くしているようには思えなかったのだ。

「その、静玄さまも、……」

　一国の跡継ぎにしては偉えらそうじゃなくて風変わりですね、と言いかけたが、それはたいそう失礼だと気づいて口ごもる。

「国主や太子には向かない性格だろう」

　だが、静玄は白雪の言いかけたのとほとんど同じ意味の台詞せりふを口にした。白雪はどう答えていいかわからず黙だまり込む。

「ああ、気にせずともよい。自分でもわかっている」と、静玄は苦笑した。「本当は、その……私も、ならずに済むなら、太子になどならなければよかったと今でも思うのだから」

　そう言い終えてから、彼はじっと自分の手のひらを見つめた。

　白雪もつられて彼の手を見る。

　驚いた。

　その手のひらには、ぼんやりと光る赤い花びらが載のっていたのだ。

　いや、違う……

「しかし、これも自分で望んだことだ」

　ひとりごちるように呟つぶやくと、静玄はその手をぎゅっと握にぎりしめた。赤い花びらがその手の中で砕くだけ、細かな粒つぶとなって消えていく。

　それが幻げん視しで見える映像なのは、帯おびているぼんやりとしたひかりでわかった。美しい赤い、……花びらのような血。

　刺さすような痛みが、白雪の胸を苦しくさせる。

　その血は、誰だれかを手にかけた血だ。その誰かは、きっと彼の愛する者だ。でなければあのように美しい色をしてはいないだろう。

　幻視は、静玄には見えていないようだった。白雪だけが、彼の心を覗のぞいてしまっているのだ。

　見たくもないのに、人の過去が見えてしまうとは。
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「君は朱里を気にしてくれているようだから、よければ見み舞まってやってくれないか」

　静玄に話しかけられ、白雪は顔を上げた。たちまち幻視はかき消える。

「その、……いいのですか。わたしのような者が」

　白雪がそう言うと、静玄はじっと視線を向けてきた。いぶかしむような目つきに、白雪は首をかしげる。

「朱里は、自分のことを少ししかわかってないそうだ」

「少ししか……？　記き憶おくを失ったのではないのですか」

「実を言うと、私の古くからの従者で浅緋という者がいるのだが、朱里は彼の友人なんだ」と、静玄は説明した。「事情は私もよく知らないのだが、浅緋は怪け我がをし記憶を失った旧友を引き取って療りよう養ようさせていたのだ。そのおかげで、なんとか朱里は昔のことを少しずつ思い出したらしい。このたびのお招まねきは、本来ならば浅緋がついてくるはずだったのが、朱里は神杖ゆかりの者だというので、記憶を完全に取り戻すためにも行かせてやってくれないかと浅緋に頼たのまれてな」

「この国の方なのですか、あの方、──朱里さんは」

　白雪はうなだれた。

　母の白鷺は、『流れ者の術師の子を産んだ』と口さがない者には陰かげ口ぐちを叩たたかれている。つまり朱月は神杖の人間ではなかったのだろう。となると、神杖に縁えんのある朱里が朱月であるはずはなかった。

「そんなにも、朱里は君の父君に似ているのか」

「最初に見たとき、……父かと思いました」

　白雪はこっくりとうなずく。「でも、父は黒くろ髪かみだったし、朱里さまほど若くないです。顔つきが似ているだけで、……」

　別人だ、と思った。

　父に会いたいという気持ちが、自分のあらゆる感覚を惑まどわせて、朱里を朱月に見間違えさせたのかもしれないと、今なら思う。

「よし、では行こう」

　ふいに手を取られた。驚いた白雪が顔を上げると同時に、静玄は白雪の手を引いて歩き出す。

「その、静玄さま」

「ああ、ひょっとして何か仕事の途と中ちゆうだったのか？　だったら、」

「いえ、そうではないです、そうではなくて……」

　白雪は慌あわてた。

　いつも傍そばにいる騎き士したちは、白雪にとって今やなくてはならぬ存在になっている。だから、かれらの手が自分にふれることに戸惑いはない。

　だが、静玄はほとんど初めて会ったばかりなのだ。なのに手を握にぎられるとは。

「ああ」

　白雪が顔を赤くしているのに気づいて、静玄はうなずいた。「小雪どのは男おの子こに慣れていないのだな」

「は、はい。それに、その……静玄さまは国主代理なのに、そうは思えないほど気さくでいらっしゃるから、驚いてしまって……」

　その言葉に、静玄は小さくわらった。

　自らを嘲あざけるように。

「我が王家には十人以上の王子がいた。正せい妃ひの息子はひとりで、あとはみんな側室の子だ。……私の母は、異郷から売られてきた来た女おな子ごで、最初は王もめずらしがって溺でき愛あいしたが、やがて忘れ去った。私が生まれても、特に気にかけなかったらしい」

　だから、と静玄はつづける。「私の根は平民とさほど変わらぬ。君が気さくだと感じたのもそのためだろう」

　握られた手から、冷たいものが流れ込んでくるのを白雪は感じた。

　静玄の、悲しみ。

　それは怒いかりに似ていた。だが、やはり強い悲しみ以外の何ものでもなかった。

　しかも、自分のためではない。

「すまない。怖こわがらせるつもりはなかった」

　白雪の手が硬こう直ちよくしたのを感じて、静玄は手を放した。「気が向いたら、朱里を見舞ってやってくれ」

　それだけ言うと静玄は、淋さびしげに笑って白雪に背を向け、去っていった。

　白雪は、清すが搔かきの音がいっそう大きくなったような錯さつ覚かくをおぼえながら、その背を見送った。










　斎さい宮ぐう殿でんに戻ると、青磁が憮ぶ然ぜんとした顔つきで出で迎むかえてくれた。

　叱しかられると思ったが、ただどこへ行っていたかと訊きかれた。

「西門のほうに」と、白雪は答える。

「特に誰かに見とがめられなかったか？」

　斎宮殿の戸口に立ちはだかるようにして、青磁はさらに問う。答えなければ中に入れてくれそうにない。寒いので早く中へ入りたかった。

「……少し、外国の人と話したわ。それだけ」

　一いつ瞬しゆんためらったが、自分を守ってくれる騎士に噓うそをつくのもいやだったので、素す直なおに答える。

「外国の人？」

「長汀の国主代理だって言ってた」

　青磁の顔がみるみるうちに驚おどろきに彩いろどられる。

「長汀の……って、おまえ！」

　肩かたを摑つかまれ、揺ゆさぶられた。「あの太子か！」

　騎士たちは、青磁が佳春に渡わたされた名めい簿ぼのおかげで、招かれた十三か国から来る人々の名も顔もすべて把は握あくしている。

　長汀から太子が国主代理で訪おとずれると知って、騎士たちは対策を講こうじた。

　白雪を手にかけようとした男が何食わぬ顔をして斎宮の就位を言こと祝ほぎに来るというのだ。再び命を狙ねらいに来たとしか思えなかった。しかし今は千白がいるし、白雪本人も九く連れん環かん杖じようを得て竜りゆう珠しゆが安定してきたから、斎宮にふさわしい強さを持ち始めている。万が一、騎士の隙すきを突つかれて命を狙われても、充じゆう分ぶんに対たい抗こうできるだろう。

　問題は、長汀と神杖の関係である。長汀の太子が斎宮の暗殺を試こころみたと明るみに出れば国同士の諍いさかいに発展するのは必ひつ至しだ。たとえ城内で軽かろんじられている白雪でも、対外的には王族で、聖王に次つぐ地位の神聖なる斎宮なのだ。その命を狙われたとあれば、神杖は国として見過ごしにできない。

　それに名乗りを聞いたとはいえ、一国の太子を斎宮の暗殺未み遂すい犯はんとして証拠もないのに捕ほ縛ばくできようはずもない。しかも当時の白雪を斎宮として認めていたのは死し霊りようの彩さい姫ひたちだけだ。

　それらを併あわせて考え、警けい戒かいは怠おこたらないにしろ、長汀の太子を今すぐどうこうすることはできない、という結論が出ていた。

　なのに、うっかりひとりにしたとたんその相手と出会っているとは。黒曜の意見を容いれてひとりにすべきではなかった！と青磁は内心で歯は嚙がみをする。

「あの太子って……青磁、知り合いなの？」

　目を丸くして答える白雪に、青磁は溜ため息いきをついて手を放した。

「そうか、おまえ、憶おぼえてねえのか」

「何を？」

「あいつはおまえを殺そうとしたんだぜ」

　白雪は驚いて、一歩下がった。

「静玄さまが、わたしを？」

　親しげに名前を口にする白雪に、青磁は眉まゆをひそめる。

　だがそれを問い詰つめることはせず、説明した。

「神かみ降ふりの丘おかで、おまえを殺そうとしたんだ、あいつは。あのときのおまえには輝キ石セキノ神カミが入っていたから、憶えてねえんだな。……輝キ石セキノ神カミを呼び出して訊きいてみろよ」

　微び妙みような命令口調に白雪は戸惑った。礼法の講義以外で青磁に命じられるのは初めてだった。

　複雑な気持ちになりながらも、千白にそっと呼びかけてみるが、返ってくるのは眠たげな鈍にぶい返事ばかりで要よう領りようを得ない。

「千白、まだ寝ねてるわ」

「叩き起おこせ」

「そんなこと、できるわけないじゃない。どうすればいいかもわからないし」

　白雪がさすがにむっとして言うと、青磁は舌打ちした。

「ったく、……使えねえ神だな」

　白雪自身にではない。千白に対しての言葉である。しかし白雪は腹が立った。

「ねえ、青磁は千白が嫌きらいなの」

　声を荒あらげて言うと、青磁はわずかに目を瞠みはった。

「…嫌いって、どういう意味だそりゃ。あんなやつ、好きも嫌いもあるか」

「無理に好きになれとは言わないけれど、そんなふうに軽かろんじるのはよして」

　白雪は、じっと青磁を見つめた。

「軽んじてなんかいねえ」

　答える青磁の声はかすれていた。「おまえはそんなに、あいつを……その、……」

　問いかけが途と切ぎれる。

「あいつを、何？　もしかして、青磁は千白のこと、得体が知れなくて気味がわるいって、思ってるの？」

　白雪は青磁のすぐ前まで行って、間近で彼を見上げた。「千白はただの淋さびしい子よ」

「おまえがそう思うのは、あいつがおまえには懐なついてるからだろうが。俺たちから見たら、あんなわけのわからないやつを、国の守りの要かなめである斎宮のおまえにひっつけておきたくなんかねえんだよ」

「千白だって国の守護の神じゃない。少なくとも、神と呼ばれているならわるいものじゃないはずだわ」

「あいつが神と呼ばれているのは、我が国にとって都合のいい存在であってくれたからだ。本当に神かどうかなんて、あいつ自身も知らねえだろうよ」

　青磁の言葉に、白雪は愕がく然ぜんとした。

「そんな……」

「あいつは、人間より少しだけできることの範はん囲いが広いってだけさ。そして死なない。──琥珀が調べた文ぶん献けんには、やはり本当に神なのかと疑ってあいつを殺そうとした者たちがいたらしい。あいつは、その当時に憑ついていた斎宮が人間を傷つけるなと命じたので、殺そうとした者たちに抵てい抗こうしなかった。そのため人間ならば死んでもおかしくないほどの深傷ふかでを負わされたが、すぐに傷を治して体をもとに戻したそうだぞ」

　白雪は絶句した。千白のはかりしれない力よりも、残ざん酷こくなその行こう為いに驚いた。

　胸の奥で心臓が激はげしく波打つ。

「そ、んな、ひどい……」

　白雪の呟つぶやきに、青磁は顔を背そむける。

　影に向かって、千白、と呼びかけても、返事はない。影の中にいる気配はするが、先ほど感じたときより深い眠りに就ついたようだ。

「おまえだって、人が死ぬのはいやなんだろう」

　顔を背けたまま、青磁が言った。「あいつはおまえを守ると言った。あいつがその気になれば、俺たちよりも容よう赦しやがねえんだろうと俺は思う。──人間なんて、あいつの前では木こっ端ぱも同然だろうよ」

　白雪はたまらなくなって、青磁を避さけるようにして斎宮殿へ駆かけ込んだ。

「白雪！」

　呼び声に振ふり返らず、そのまま地下へと駆け込む。青磁は追ってこなかった。

　祈き禱とう所しよには誰もいなかった。室内に満ちていた酒気はとっくに消えてしまっている。

　祭さい壇だんの前で、白雪はしゃがみ込んだ。ぎゅっと袖そでを嚙かむ。

　たちまち目め頭がしらが熱くなった。うつむくと、閉じた瞼まぶたのあいだから悔くやし涙なみだがぽたぽた垂れ落ちた。泣きたくなかったのに涙が止まらない。悔しくても、いつもなら耐えられたはずだ。

　──いつものように、自分のことならば。

　千白を疑われていると思うと、涙がこらえられなかった。幸い、千白は眠っているのか、なんの反応もない。それだけが白雪にとっては救いだった。今は誰にも会いたくなかった。泣いているのを誰にも知られたくなかった。千白にさえ。

　悔しくてたまらなくて、でもどうして何がそれほどまでに悔しいのかよくわからぬまま、白雪はその場にうずくまり、衣の袖に顔を押しつけた。










　気がつくと体を丸くして横たわっていた。

　祭壇の前には敷しき物ものが敷しかれていたが、その下は磨みがかれた石の床ゆかである。そのせいか体の節ふし々ぶしが痛み、起き上がるのに時間がかかった。

　泣きながら眠ってしまったらしい。おかしなふうに体をまげていたため、右半分にしびれがあって、しばらく感かん触しよくが戻らなかった。

　やがてしびれがきれて痛みが走り、いてもたってもいられなくなって、祈禱所を出た。よろよろと階段を上がると、出入り口の壁かべぎわで青磁がうずくまっていた。

　刀を二本、抱だきしめるようにして彼は眠っていた。

　青磁が、……彼だけでなく騎き士したちがみんな自分の身を案じてくれているのはわかっている。だがそれでも、千白を疑っていると思うと悲しく腹立たしかった。

　いつも一いつ緒しよにいる千白がよくないものならとっくに自分にわかっているはずだ。そういう意味では白雪も騎士たちに信じられていなかったのではないだろうか。

　他の騎士たちは屋内にはいないようだった。白雪は無意識のうちに斎さい宮ぐう殿でん内の気配を探さぐり、付近も探っていた。そしてはっと我に返る。

　こんなふうに目で見たり耳で聞いたり手でさわったりするように、離はなれた場所に人の気配があるかないかを感じられるほど自分の竜珠は強かっただろうか。

　しかも、ごく自然に周囲の気配をさぐったのである。白雪自身、驚いていた。

　強く首を振って白雪はいやな考えをすべてふきとばした。そのままこっそりと斎宮殿を出る。

　冷たい夜気が身を圧おし包む。気づけばひいなの衣い装しようのままだった。だがかまわず歩き出す。あてもなく早足で歩きつづけると、そのうち体が温まってきた。体を動かせば少しはぬくもりが得られる。旅をしていたころはそれがあたりまえだった。

　今のように何もかもにも恵めぐまれて、凍こごえる心配のなくなる日が来るなど、あのころは想像したこともなかった。

　夜はまだ宵よいの口くちらしい。途と絶だえない清すが搔かきと同じくらい人の気配がざわついている。急に耳が遠くの音まで感じ取れ始めたかのように、城内の人々の気配が感じられた。努力して読み取るのではない。肌はだを滑すべっていく風のごとく自然と感じられるのだ。

　緑りよく陰いん庭園へ足を向けかけたが、思い直して方向転てん換かんする。あそこでは以前に蘇芳に会った。その前も、深夜に徘はい徊かいしていて彼に出で会くわしているのだ。できれば今は誰にも会いたくなかった。特に騎士たちには。

　白雪は、聞こえてくる清搔きに背を向けて北へと歩き出した。

　城内の北面よりさらに北は、どこまでも広がる庭園である。もちろん、周囲を取り囲む塀へいはあるが、それは遥はるか遠くだった。北側の庭園は城内の半分を占しめているという。

　冬だから、芝しば生ふはとうに瑞みず々みずしさを失っている。風に揺ゆれる枝は葉を落としきって骨のように見えた。

　少しだけ歩いて頭が冷えたら、斎宮殿に戻ろう。そう考えながら白雪は、あてどなく冬の庭園をさまよいつづけた。空を見上げると、濃のう藍あいの天そらに怖おそろしいほどの星々がまたたいている。

　騎士たちへの不信を忘れようとして、白雪はあてもなくひたすらに歩きつづけた。かれらはいつでも誠意をもって応じてくれたではないか……

　延えん々えんと歩くうちに、庭園の中に小こ径みちを見つけた。それは北へと向かっている。暗がりの中に浮うかび上がるように白い道を、白雪はたどり始めた。

　どれほど歩いただろうか。やがて木々ばかりだった前方に、黒い高い塀が見えてくる。清搔きはもうほとんど聞こえない。気づかぬうちにかなりの距きよ離りを歩いてしまっていたようだ。それとも、歩いているつもりで瞬しゆん間かん的に場所を移っていたのかもしれない。

　前方の塀から奇き妙みような風が吹いてくるのに気づいて、白雪は首をかしげた。上から吹いた風が塀に添そって下へ流れ、地面へ吹くという流れはわかる。だが、その風はそのように巡めぐる風ではなく、外部から吹き込んでくる風だった。

　白雪はその風の出所を知りたくて、風に向かって歩き始めた。風そのものは強くはないが、ひどく冷たい。身も凍えるようなその冷たさに、鼻が冷えていくのがわかる。頰ほおも冷たくなっていった。それでも、風の吹き始める場所がどこなのかを知りたい、と強く思った。

　それだけではない。自分は知らなければならない、あらゆることを……

　白雪は、引きつけられるようにして、風の源みなもとへ向かった。

「……っ」

　ぼんやりとした光が見えた。我知らず足を速める。

　光を帯びているのは塀の一部分だった。

「その穴に近づかないほうがいいですよ」

　静かな声に、歩ほを踏ふみ出しかけていた白雪は我に返った。

　ばっと身を返すと、視界に影のような姿が映うつる。

「あなたは……」

　暗くら闇やみの中でも、白雪ははっきりとものを見ることができる。それでも、その人の顔は影になって見えなかった。

　こんなことは初めてだった。身に震ふるえがはしる。

　怖こわいのではない。何か、……体の奥底で血がざわめいている。

「こんな夜よ更ふけに、どうしたんですか」

　彼はゆっくり近づいてくると、不思議そうに問う。

「……朱里さん」

　淡あわい幻げん視しの光を帯びた塀の部分から吹き込んでくる風が、彼の赤い前髪を乱みだした。

「寒いのに、そんな薄うす着ぎで」

「……朱里さんこそ、具合がよくないと静玄さまからうかがいました。なのに外を歩き回っていて、いいのですか？」

　誰なのかがわかって安あん堵どした白雪がやや非ひ難なんするように言うと、彼は小さく笑った。

「具合はもうよくなりました。昼間に寝過ぎたせいか、目が冴さえてしまって……冷たい風に当たりたくて歩いていたら、ここへ来ていました」

　朱里が答えるあいだ、白雪はじろじろと彼を見まわしていた。頭のてっぺんからつまさきまでを執しつ拗ように。

　父との差を探すために。

　父の髪かみは黒かった。顔も、朱里のように丸みを帯びて幼げではなかった。背はもう少し高かった。体格も、冬の厚あつ手での衣服の上からでもわかる程度には違ちがった。

　似て見えた顔も、朱里の表情には翳かげりがなくて、父とはまったく違うのだと思い知らされる。

　その視線に気づいたのか、朱里は困こん惑わくしたような表情を浮かべつつも、愛あい想そよく言った。

「外から吹き込んでくる風の通り道に立たないほうがよろしいですよ。何が入ってくるかわかりません」

「え……？」

　白雪は首をかしげた。朱里の視線は塀の光に向けられている。

「ここはこの城内の中心から北東ですね。だからわざわざ塀に穴をあけて、結界の中でもうろつくあしきものを誘さそい込んでいる。ここで待っていれば、入り込んでくるあしきものを一刀両断にできるというわけでしょう」

　塀の穴は、子どもが通り抜ぬけれられるほどの高さだった。大人ならば身をかがめなければ通れないだろう。ひかりを帯びているのはその穴だったのだ。

「小雪さんは、竜りゆう珠しゆなのでしょう」

　すぐ近くで声がして、白雪は振ふり返った。手をほんの少し伸のばせばふれられるほど近くに、朱里がいた。

「……わかりますか」

「ええ。でも、正式な型に結ゆうには短い髪ですね。竜珠なのにその長さなのはめずらしいのではないですか」

　白雪の垂らした髪を見て、朱里は言った。

「父が、伸のばさなくていいと言っていて、あまり長くしなかったんです。竜珠も、たいした重さではなかったので……」

「──私はそんなにあなたの父君に似ていますか」

　問われて白雪は黙だまり込んだ。朱里から目をそらして塀にあいた穴を見つめる。

　こんな穴があいていたら、外から不ふ埒らちな者が入ってくるのではないだろうか。またはこちらからも出て行ける。放置しておいてよいのだろうか。

　朱里の問いかけに答えたくないばかりにそんなことを考えていると、朱里がそっと塀に近づいた。風を確かめるように穴に手をかざす。

　そして、まるで白雪の考えを読み取ったかのように語り出した。

「このあたりの土地では、昔から北東は魔ま道どうとされています。北東から来る者は災わざわいを運び、吹ふく風はあしきものを運んでくる。この穴は、災いやあしきものを誘い込むためにあけられているのですが、常じよう人じんには見えません。目め眩くらましの術がかかっている。──私とあなたがこの穴を見ることができるのは、竜珠だからです」

「ずいぶんと詳くわしいのですね。朱里さんは記き憶おくを失っているのではないのですか」

　白雪が言うと、朱里は振り返った。

「子どものころに学んだことはよく憶おぼえているし、問題なく思い出せるのです。ここ十四年ほどの記憶がないだけで……」

　十四年、という言葉に白雪はどきりとした。

「朱里さんは、……もとは神杖の方だそうですね」

「──この土地に住んでいたこともあります」

　朱里はそう言うと、塀の穴にふれた。

　吹き込んでくる風が強くなり、風がやんだ瞬間、朱里の手には異様な姿の鳥が摑つかまれていた。

　黒い鳥には首が三つあり、濁にごった鳴き声を上げるくちばしは三つともねじ曲がっている。羽は四枚あった。目はそれぞれの顔の中央にひとつずつ。その姿に驚おどろいた白雪は悲鳴を上げそうになったが、なんとかこらえた。

「あしきものに姿を与あたえるとこのようになる。ここからはこれらあしきものを運ぶ風が吹き込んでいるのです。なのに城内の人々は平気でいられる。何な故ぜかわかりますか」

「いいえ……」

「ここから吹き込む風の行き着く先は、斎さい宮ぐう殿でんなのです。風によって斎宮殿へ運ばれたあしきものは、斎宮の祈いのりによって解ほどかれ、安らかな眠ねむりに就つきます」

　白雪は硬こう直ちよくした。

　自分のわずかな祈りがそんな影えい響きよう力を持っているとは思わなかったのだ。

　朱里が握にぎる手の力を強めたのだろう、醜みにくい生きものは悲鳴のような声を上げた。

「やめてください！」

　白雪は思わず声を上げる。「そんな、……ひどいことをしないで。かわいそうだわ」

「かわいそう？」

　朱里は戸と惑まどったように繰り返す。心底、白雪の言葉の意味がわからないとでもいうように。

「これは死者の妄もう執しゆうが形を持っただけですよ。このまま解とき放はなてば生者の霊れいや魂こんに影響を与えて痛めつける。死に至らしめる場合もある。……それなのに、このものたちをかわいそうだとおっしゃるのですか」

「だからって不必要に痛めつけるのはやっぱりかわいそうだわ。……あなただって、一度も誰だれかや何かを傷つけずに生きてきたわけではないのでしょう」

　白雪はそう言いながら、怖おそろしい姿の鳥を、摑んだ朱里の手ごとそっと両手で包んだ。ぞっとする感かん触しよくと同時に、誰かの苦しみや痛みや悲しみ、そして妬ねたみや嫉そねみが左手の烙らく印いんを通して伝わってくる。

　生きていたころの体を失ってそれを認められず、生者を妬み羨うらやんで、やがてそれらの妄念だけの塊かたまりになってしまう……

　そう考えると、白雪の意思とはまったく関係のないところで何かが反応し、たちまち目の中から小さな海があふれて落ちた。

　したたり落ちた滴しずくが醜い姿の生きものに落ちると、生きものは絶ぜつ叫きようを上げて身じろいだ。やがてその姿はぼんやりとした白い光に包まれて、きらきらとひかりながら消えてしまう。

「……何な故ぜ、涙を流されるのです？」

　問いかけに白雪は慌あわてて手を離し、顔をぬぐった。人前で涙を流したことが恥ずかしくてたまらなかったが、素そ知しらぬふりをして取り繕つくろう。

「わからないわ」

「それは、憐あわれみですか」

　何故か朱里の声音は鋭するどい。

「……憐れんではいけないの」

　思わず、騎き士したちに語りかけるときのような口調で、白雪は問い返した。

「憐れみの心を持つのは神だけです。あなたは神ではないでしょう」

　苛か烈れつな言葉に、白雪は改めて朱里を見た。

　似ていてもこの人は父とは違う。そう、痛つう切せつに思い知らされる。

　父はやさしかった。

　この人は、違う。

「人間にだって憐れみの心はあるわ。……わたしは、かわいそうだと思ったんです。誰だって、望んで妬んだり恨うらんだりして心を醜くさせたいわけじゃないでしょう」

　迦純と、彼女に命めいを下くだしていた久く波なみを思い出す。久波は凜子を恨み、そして祥琳を認めず、迦純を使って白雪を害そうとした。だから白雪は、友だちだった迦純を手にかけざるを得なかった。

　それでも、今は遠おん流るされ、半ば狂くるったまま閉じ込められている久波をかわいそうだと感じるときがある。

　どこかで道を間違えなければ、彼女とだってわかりあえたかもしれないのに、と。

「ずいぶん傲ごう慢まんな方だ、あなたは」と、朱里はおかしそうに笑った。「そのようなことは、人前で口にしないほうがいいですよ」

「傲慢だなんて、そんなつもりは──」

　白雪は首を振った。

「充じゆう分ぶん、傲慢ですよ」と、朱里は嘲あざけった。「それに、あなたはまだ子どものようだから、本物の人の恨みや憎にくしみなど、想像もつかないのでしょう。……全身全ぜん霊れいをかけて恨まれ、憎まれても、相手をかわいそうだと言えるでしょうか」

　そこで言葉を途と切ぎれさせると、朱里は白雪に背を向けた。










　暗い中を斎宮殿へ戻ると、入り口には蘇芳が座っていた。

「ただいま」

「おかえり。……どこへ行っていたんだ」

　立ち上がって出で迎むかえる蘇芳の声はあくまでも穏おだやかだった。

「塀へいのほう」と、白雪は答える。
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「寒くないか？　温おん石じやくを持ってこようか」

　心配そうに言う蘇芳に、胸の奥が痛くなる。

「ごめんなさい。ありがとう。でも、いいの」

　悲しい気持ちを吐はき出せば、蘇芳は慰なぐさめてくれただろう。四人兄弟の最年長という立場ゆえか、彼はいつもどんなときも白雪を受け容いれてくれる。

　だが、彼に頼たよりすぎている自分に白雪は気づいていた。これ以上、蘇芳に甘えつづけるわけにはいかない。

「──本当に、いつもありがとう、蘇芳。みんなにも、そう伝えてくれる？」

　白雪はそれだけ言い置くと、身を翻ひるがえして寝しん室しつへ向かう。

　斎宮殿の中には誰の気配もなかった。騎士たちは斎宮殿の外で、陣じんを描えがくように守りについているようだ。いくつかの気配が建物の外に感じられた。出かける前は青磁が入り口にいたから、場所は交こう替たいしているのだろう。

　この寒い夜に屋外で守ってくれている者たちが、自分を信じていないとは考えられなかった。

　だから自分もかれらを信じていていいのだ、と白雪は安あん堵どする。

　寝室でひいなの衣い装しようを脱ぬいでから、思いついて体を拭ふき清めた。盥たらいに冷たい水を呼び寄せて手て拭ぬぐいを濡ぬらし、身につけていたものをすべて取り去って全身をぬぐう。歩きつづけてほてった体に冷たい感触が心ここ地ちよかった。

　それから苦労して斎宮の衣装を身につけてから、祈き禱とう所じよで夜の祈りを捧ささげた。まだ日付は変わっていないが、斎宮の祈りに、入り込んでくるあしきものを解ほどき安らがせる力があると知ったら、のうのうとしてはいられなかった。

　斎宮に課かされた祈りはとても簡単だ。代々の斎宮が研けん鑽さんを重ねて労力を減げんじていったという。伝わる経誌をひもとくと、もっとも重要な祈りを一文にまとめるまでの経過が書かれている。

　確かに、呪じゆ詞しならば短いものはいざというときにすばやく唱えられて便利かもしれない。だが祈りは感謝や願いがほとんどだ。斎宮は祈禱が仕事なのに、その感謝や願いの祈禱さえできるだけ短くしようとするのだから、よほど他ほかにすることがなかったのか、それとも無ぶし精ようが高じた結果なのかと、祈りの短さを知ったときに白雪は思った。もっとも短いとされ必ず誰もが知っている食前の祈りよりさらに短いのである。




（神よ　安あん寧ねいと静せい謐ひつに御おん礼れい申し上げます）




　この一文で、あの塀の穴から吹ふき込んでくるあしきものや災いを防ふせげるというのか。

　白雪は釈しやく然ぜんとしないまま、もう一度祈ろうとしたが、考え直してやめた。

　斎宮のみが閲えつ覧らんできる経誌には、あまりくどくど祈ると神に対して失礼だと書いてあった。神も人と同じで、疑われるように繰くり返し幾いく度ども念押しをされるのが好きではないようだ。

　ここでいう神とは特定の一神ではなく、数多あまたいる神すべてに対してらしい。だから特に名を挙げずただ『神』と呼びかけるのだ。

　神……

「千白」

　ふと千白を思い出して呼びかけると、壁かべの蠟ろう燭そくで揺ゆれる影かげから千白が現れた。

「どうした？　疲つかれているな」

　千白はそう言うと、白雪のそばに来た。

「この衣装、ひとりで着るのはたいへんなのよ。着き替がえるだけで疲れるわ」

「そうだろうとも。みんな文句を言っていた」

　千白は言いながら、白雪の髪かみの先にふれる。「他にも、五日間も同じ装束ではいられないと、みんないやがっていたな。風ふ呂ろに入りたがって、こっそり抜ぬけ出す者も少なくなかった」

　斎さい宮ぐう殿でんに湯ゆ殿どのはない。もともと生活する場ではないのだから、せいぜい大おお盥たらいで湯を使うくらいだ。ということは、幽ゆう閉へいされていた母はたいそう不便だっただろう、と白雪はちらりと思った。どうやって身み綺ぎ麗れいにしていたのか、ちょっと疑問に思った。いつか夏乃に訊きいてみようとその疑問を脇わきへ押しやる。

「あのね、千白。……人と話していて……相手を怒おこらせてしまったようなの。でも、どうしてあの人が気をわるくしたのか、わからなくて。千白には、わかる？」

「ふむ」

　千白は朱里との会話を聞いていなかったらしい。指で耳たぶのみぞを撫なでていたが、やがて、

「白雪は、その相手が気になるのだな」と、言った。

　予想していなかった返しに、白雪は目を丸くする。

「そうなのかしら……」

「白雪はそいつが気になるんだ。誰だれよりも」

「会ったばかりなのに？」

「人は、理解しがたいものや、自分と正反対の存在に惹ひかれやすい。その相手は、白雪とはまったく違ちがっているんだろう。──会ったばかりの相手をそこまで気にかけたことが、今まであったか？」

　さらに問い詰つめられて、白雪は眉まゆを寄せた。

「だって、わたし、……これまでずっと一いつ緒しよにいたのは、父さんだけだったから、……」

　他に親しい相手などいなかった。長く滞たい在ざいした街などでよくしてくれる者がいても、名前や顔もろくに憶おぼえなかった。さして興味を持たなかったからだ。

　ひいなとなってからも、最初のうちは他の者のことなど気にも留とめなかった。そんな自分の態度が一部の少女たちをいらつかせていたことも気づいていなかった。

　今は違うはずだ、と自分では思う。

「白雪は人間が嫌きらいだったのか」

　千白の言葉に、白雪は首をかしげた。

「どうしてそんなこと訊きくの」

「いや、嫌いだったんじゃなくて……」

　訊いておきながら、千白はひとりごちるように呟つぶやく。「そうか。興味がなかったんだ」

　その通りだったので、白雪は否定しなかった。

　他者に興味を持たず、視界に入っても認識しないのが失礼にあたると知ったのはつい最近だ。

　そういう意味で、自分がどれほど他者との関係を結ぶことに浅せん慮りよだったか、白雪は長いあいだ気づかぬままだった。

「それはどうしてか、考えたことがあるか」

「え……？」

「何な故ぜ、他人に興味がなかったか」

　千白は嚙かみ砕くだいて説明した。「白雪のそばに、いつもいたのは誰だった？」

　それだけ言うと、千白はするりと白雪の影の中に入っていく。

　白雪は茫ぼう然ぜんとその場に立ちつくした。




　白雪の世界の中心にいたのは父だった。

　父だけが、白雪のすべてだった。
















　閏うるう旬じゆんはその後、大たい過かなく過ぎ去った。

　真夜中に日付がかわり、初うい日じつになったとたん、夏乃が斎宮殿にやってきた。白雪は夏乃に連れられて斎宮殿を出、親王御ご所しよの一画へ向かう。どこの通路も真夜中だというのにそこかしこに太い蠟燭が数え切れないほど掲かかげられていて、真昼のように明るかった。

　これまでにも何度か使ったことのある湯殿に湯ゆ浴あみの支し度たくがされていて、五日分の垢あかをすっかり刮こそげ落として綺き麗れいにした。夜寝ねる前に濡らした布で体を拭ふいていたし、冬だからさほど気にならなかったが、髪もずいぶんとごわついていたので、丁てい寧ねいに洗った。

　本来ならば斎宮という身分は何人かの側そば仕づかえに体を洗われるものだが、それを拒きよ否ひしつづけている白雪は、ひとりでのんびりと体を洗い、湯船に浸つかった。もちろん、装束を解とく前に千白は影の中から追い出してある。

　湯殿を上がると次の間には夏乃が待っていて、身み繕づくろいをされる。濡れた体をぬぐわれ、用意されていた衣装を纏まとい、髪を整えられ、薄うすく化け粧しようもされた。

　衣装は九く連れん招しよう来らいのときと型は同じだが、色がもっと淡あわい。冬の色なのだそうだ。

　着替え終わると、湯浴みでくつろいだはずなのに、緊きん張ちようと不安が強くなってくる。今さらのように斎宮として人前に出ることにわずかな戸と惑まどいとおそれを感じ始めていた。

　身支度を調ととのえた白雪が部屋を出る前に、千白が寄ってきて、斎宮殿から持ってきてくれた九く連れん環かん杖じようを渡わたしてくれた。

「怖こわいことは何もないから、そんな顔をするな」

「怖くなんかないわ」

　九連環杖を受け取った白雪はそう言いはった。

「それでいい。それでこそ白雪だ」

　千白は手を伸のばすと、白雪の頰ほおを撫なでた。その目はいとしげに細められている。

「だいじょうぶだ。──おまえはやり遂とげなければならないすべてのことをやり遂げて、満ち足りるだろう」

　白雪は、じっと千白のまなざしを見つめた。それでも不安はぬぐわれない。

　白雪の返事を待たずに、千白はいつもの別れの挨あい拶さつで鼻をすり寄せた。

「またあとで」

　言うと千白は、白雪の影の中に溶とけていった。

　部屋を出ると、通路の角に四人の騎き士しが立っていた。かれらも九連招来のときと同じ礼装である。蘇芳はいつも通りゆったりと構かまえ、青磁は緊張のためかこわばった顔をしている。琥珀はひどく眠そうで顔色がわるい。黒曜はその傍かたわらで琥珀を支えるように立っている。

「琥珀、具合がわるいの？」

　近づいて尋たずねると、彼はちょっと笑う。

「ううん。──まずは新年のご挨拶から。蘇芳」

「ああ」

　琥珀が促うながすと、蘇芳が顔を引き締しめた。

　同時に、四人がざっとその場に膝ひざをつき、頭こうべを垂れる。

「姫ひめのおかげで、今年も閏うるうの余よ日じつを無事に過ごすことができました」

　蘇芳が、はっきりとした声で言った。

「我ら、姫に感謝するとともに、今年もまた、姫をお守りさせていただきます」

　つづいて四人で唱しよ和うわする。

　白雪は目を瞠みはった。

「……ありがとう。今年もよろしく」

　白雪が応じると、四人は立ち上がった。蘇芳を先頭に歩き出す。

　白雪が蘇芳のあとにつづくと、その後ろを青磁が守り、両りよう脇わきに琥珀と黒曜がつく。歩くたびに左手に持った九連環杖が揺れて、しゃらしゃらと九連環が鳴った。鳴り響ひびく神音かのんは光の粒つぶと化してあたりに散っていく。

　神音の光に照てらされて、斎宮の姫君はいつになく神こう々ごうしく見えたが、本人はそれを知らない。

「琥珀はずっと清すが搔かきをしていたから、疲れているんだ」

　右みぎ隣どなりで黒曜が静かに言った。

「五ご弦げん琴きんを弾ひける術師は少ないから、食事と睡すい眠みんの時間以外は弾きっぱなしだったんだ」と、琥珀が説明する。「肩かたは凝こるし指先は痛くなるし、弾ける演えん目もくはどんどん少なくなるし、たいへんだった」

「五弦琴って、めずらしいわね」

「僕も弾ける人は二、三人くらいしか知らないなあ。母さんは六弦琴だったし」

　他た愛あいない話をしながら、一行は親王御所を出る。

　すでに払ふつ暁ぎよう、空は明るみを帯びていた。それに加えて灯火やそこかしこで焚たかれた篝かがり火びのため、昼間にも負けないくらいの明るさが満ちている。

　新年の儀ぎ式しきが行われる謁えつ見けんの間まに近づくにつれ、まだ夜が明けていないのに、行き交かう人々が多くなる。斎さい宮ぐうとそれを守る騎士たちの行列に気づくと、誰もが通路の端はしに膝をつき頭を垂れた。

　白雪は複雑な気分になった。九連招来のときもそうだったが、斎宮となった自分に、人々は膝をつき頭を地面に擦こすりつける。

　旅をしていたころや、薄うす汚ぎたない小こ娘むすめと呼ばれていたときと、自分は何も変わっていないのに。

　押し黙だまって顔をこわばらせた白雪の肩に、黒曜がそっとふれた。言葉はない。それでも白雪は安心して、少しだけだが笑うことができた。

「だいじょうぶだよ」

　琥珀が、横から言った。「君は立派な斎宮だから」

「そうそう、おどおどしてるとすぐに化けの皮が剝はがれるから、しっかり腹に力を入れて、にこにこしてりゃいいんだよ。教えただろ」

　後ろから青磁が、相変わらずの乱暴な口調で言う。いつもと同じ彼の態度が、今はありがたかった。

「それに、俺たちもいる。何があってもだいじょうぶだ」

　蘇芳がちらりと振ふり返って告げた。白雪はそれへうなずいた。

　謁見の間が近くなると、通路が広くなった。そのころにはもう通路の両側にはずらりと人が並んでいて、みな膝をついてはいなかったが、腰こしを折って頭を下げ、微び動どうだにしなかった。

　白雪はそれを視界に入れながらも、まっすぐに前だけを見て歩いた。

　足もとは九連招来のときよりも低い木ぽつ履くりである。それに加えて特訓のおかげもあって、白雪は足をもつれさせることなくまっすぐに歩けるようになっていた。

　もはや騎士たちは話しかけてこない。いよいよ人前に出るときが近づいているのだ。

　九連招来のときは前日に儀式の旨むねを告げられ、緊張するまもなく始まってしまったが、今回の宣せん旨じは準備期間もたっぷりあり、しかもその前に五日間、表向きであれ外界と途と絶ぜつされる。

　だが、白雪はもう緊張してはいなかった。これまでに自分は人前で斎宮らしく振る舞まえるようしごかれてきたし、周りには心を許した騎士たちがいる。自分に何があっても守ってくれるはずだ。

　そして、人間ではどうにもできない害からは、千白が守ってくれる。

　いざとなったら自分の身は自分で守るのだ。でなければ、国を守る斎宮などつとめられない。

　白雪の新たな決意に呼こ応おうするように、九連環が涼すずやかな音を立てた。同時に、環わから淡いひかりが散る。

　まるで、雪の、ように……










　謁見の間の奥に設しつらえられた玉座は十三段の階段を上った高座である。祥琳は、病やんでからは玉座に上るのが一苦労だとこぼしていた。

　その祥琳、──聖王楓院清祥は、北を背にした玉座にかけていた。

　右には王族の長老役をつとめる杖州公賀宗、そのすぐ下の段には涼りよう州しゆう公こう佳春が、二振りの神刀、金きん桂けい銀ぎん桂けいを帯びて立っている。

　佳春と同じ左の段には、星曜館の館長代理、夜よ鳩ばとが立つ。黒髪の小こ柄がらな男は白雪を見て懐なつかしそうな表情を浮うかべ、それから佳春を見た。佳春はそんな彼に片目をつむってみせた。このふたりは白鷺を守護する騎士だったのだ。

　白雪が謁見の間に入ったところで足を止めると、騎士たちはその場に膝をついた。

「陛下、白しら雪ゆきの姫ひめ宮みやをお連れしました」

　蘇芳が告げる。

「大たい儀ぎであった」

　聖王の声が厳おごそかに響き渡った。「姫宮、こちらへ来たりて、皆様方にご挨拶せよ」

　白雪が斎宮となってから、病やまいがちだった祥琳はみるみるうちに回復した。九く連れん招しよう来らいのころにはまだ車くるま椅い子すでなければ移動もままならなかったが、今は自分ひとりで歩くこともできる。それは白雪のおかげだと、祥琳はことあるごとに口にする。

　白雪は、九連環杖を手にしてゆっくりと歩き出した。複雑な文もん様ようの織り込まれた絨じゆう毯たんが、階段に向かって延びている。木履でその上を歩くのは、砂じや利り道みちや芝しば生ふを沓くつで歩くより安定していて楽だった。

　前もって教えられていた通りに、白雪は玉座の下まで行くと一段ずつ足をそろえて階段を上った。一段ごとに、両りよ端うたんに月名とそれぞれの月を司つかさどる神の名が彫ほり込まれている。神かむ名なを踏ふまないように気をつけなければならなかった。

　聖王のすぐ下、十三段目で身を返すと、謁見の間に膝をつく数え切れない人々が見えた。

　出入り口に近い端は舎人とねりたち、その手前が少し上の身分の者たち、その前が役職のある者たちである。最前には公位を持つ八人が並んでいる。

　白雪が階段を上り切ると、謁見の間の戸口に立つ先さき触ぶれ係が、招かれている客人たちの入場を告げた。

　選ばれた十三か国の客人たちは、それぞれが許された一名の従者を従したがえて入ってくる。みな、自国の装しよう束ぞくを纏まとい、ふたつに分かれた人々のあいだを通り抜ぬけて、最前の位置まで出てきた。

　この世界には五大陸があったと言われている。もっとも広いと言われているのは集シユウの大陸だ。それから冬には凍こおった海を雪そ車りを使って渡わたり行き来できるほど集シユウと近い合ゴウの大陸。この神杖のある結ユイの大陸とは対の存在であると言われている解カイの大陸。天変地異によって沈ちん没ぼつした無ムの大陸のあった海域は小島が多く、今では多島国連れん邦ぽうが存在していた。

　招かれている十三か国のうち、白雪が訪れたことのある国は、結ユイの大陸の西方にある小国リルカイトだけだった。使者は見も知らぬ者だったが、それでも懐かしくて白雪は思わず目を留とめる。結ユイの大陸の西方と東方では、貴族以上の者が身につける衣服がかなり違ちがう。神杖では引きずりそうなほどに布を使うが、西方は合理的な体の線を出す服装をしている。白雪も、旅のあいだはずっとそんな服を着ていた……

　ざっと招待客を眺ながめて、最後に入ってきた国の使者に白雪の視線は釘くぎづけになった。静玄とその後ろに控ひかえた朱里を目にしてたちまち動どう悸きが激しくなる。

　客人がすべて謁見の間に入り終えると、触ふれ係が鈴すずを鳴らした。美しい音は広い謁見の間に鳴なり響き、それとともにざわめきがやんでいく。

「このたびは、我が国の守護を司る斎宮の宣旨へご来国いただき、ありがたく存じます」

　祥琳が、静かな声でゆっくりと言った。病身とはいえ一国の主あるじ、その声には聖王にふさわしい気品を帯おび、しんと静まり返った空間によく響いた。

「この者は楓さつ院いん白雪姫宮と申し、先日より斎宮の位に就ついておりまする。未いまだ十五、若じやく輩はいの身ゆえに、みなみなさまのお力ちから添ぞえを賜たまわりたいと、切せつに望む所しよ存ぞんであります」

「姫、新年の言こと祝ほぎを」

　祥琳が宣旨を終えると、下の段から夜鳩が促うながしてくる。

　白雪はゆっくりと息を吐はいて、吸った。

　──誰だれもが何ごとも一度たりとも失敗せずに生きられるわけではない。それに、他人の間違いや失敗など、自分の命にでも関かかわらなければ誰もいつまでもしつこく憶おぼえてなどいない、人間はそんなに他人に対して興味を持たない。

　ほとんど開き直りのようなこれらの考えは、琥珀に植うえつけられた。

　だがまさしくその通りだと今なら思う。

「新年、あけましておめでとうございます」

　白雪は、ゆっくりと口こう上じようを述べ始めた。最初の一音は震ふるえたが、その後は滑なめらかに舌が動く。

「わたくしは、斎宮の楓院白雪姫宮と申します。我が身に降くだりし我が国の守護を司る輝キ石セキノ神カミとともに、みなさまの繁はん栄えいと多幸を祈いのり、新年を言祝がせていただきます」

　琥珀と黒曜の協力を得て丸暗記した挨拶をなんとか言い終えると、左手で握にぎりしめた九く連れん環かん杖じようで床ゆかを突つくように叩たたいた。

　連環が揺ゆれ、神音かのんがあたりに鳴り響ひびく。響き渡った神音は共鳴を繰くり返して謁見の間を照らした。

　神音がひかりとなって散るのは竜珠にしか見えない。だが、謁えつ見けんの間は人々のどよめきに満たされた。

　揺れる蠟ろう燭そくと神音の光が落とす白雪の影かげの中から、白しろ銀がねの光を帯びた人型が現れて、あたりをますます明るく照らしたからだ。

　大おお袈げ裟さな演出は千白の趣しゆ味みだ。言祝ぎの祝詞のりとが済んだら連環を鳴らすから出てきてくれとは頼たのんであったが、ここまではったりを利きかせてほしいとは言っていない。

　人型は謁見の間の天てん井じよう近くまでゆるやかに上じよう昇しようすると、室内全体に光を飛び散らせた。それは神音のひかりと混じり合い、溶とけ合ってますます明るくなる。

　銀粉のように光が散ったあとには、いつもの千白の姿が現れた。

「我は輝き石せきより出いずる、千白と申す」

　仰ぎよう々ぎようしい千白の言葉に、白雪はぎゅうっと奥歯を嚙かみしめた。緊きん張ちようと感かん慨がいで胸がいっぱいになった白雪が強くすがるように九連環杖を握りしめると、励はげまし勇気づける想そう念ねんが伝わってきた。代々の斎宮も、こうして九連環杖に勇気づけられてきたのだろう。

「この名と姿は神杖の国祖より与あずかりしもの。我は国祖と契約ちぎりを結びて、神杖の地を守護す。神杖に害なす者は、我が手によって排はいされること、しかと憶おぼえておかれよ」

　言い終えると千白は、その姿を竜りゆうに変えた。透すきとおるような薄うすく硬こう質しつな光を放つ二枚の主しゆ翅しと、それぞれの下に二枚の副ふく翅しを持つ竜の姿は、人々のどよめきをさきほどより大きくした。銀の鱗うろこがうねり、蠟燭の光を返して輝く。

　人間に畏い敬けいの念を起こさせる生きものの姿に変へん化げして見せよう。そう言ったのは他ほかならぬ千白自身だった。

　となるとやはり結ユイの大陸に限らず広く伝説が世界中に残り、かつ今では誰も見た者はいない存在──竜に変化するのがもっとも妥だ当とうだろう、と、騎き士したちと白雪、そして千白がない知ち恵えをしぼって出した結論だった。

[image: ]

　竜という生物が実在したか、今となっては疑わしい。だが千白はいたと断言してはばからない。なのでここはひとまず千白を信じて竜りゆう形ぎようへの変化を採用した。

　千白は四枚の翅はねを羽ばたかせると、くるりと謁見の間を一周した。高く低く飛んで見せると、悲鳴に似た声を上げる者もいた。失神した者もいたようだ。斎さい宮ぐうの威いを見せつけるには充じゆう分ぶんな演出だった。

　千白は白雪の元へ戻ると人型に転じた。

「みなみなさまのご多幸、ご健勝を、わたくしよりお祈りいたします」

　白雪はさらに声を張り上げた。「今年もどうぞよろしくお願いいたします」

　次の瞬しゆん間かん、謁見の間は歓かん喜きの声と拍はく手しゆで満たされた。










　その後の宴うたげは、場所を移して行われた。

　硝子ガラスを張った天窓からは、明け方の陽光が射さし込んでくる。天てん暦れき一二二三五年一月一日は快晴。空には雲ひとつなく、空気は澄すみ渡っていた。

　暗いうちから着き飾かざって集まった人々は、新しい斎宮の顕けん現げんさせた神を目まの当たりにして気分を高こう揚ようさせたらしい。立りつし食よく形式の会場で眠ねむ気けも忘れて声こわ高だかに喋しやべり、飲み、喰くい、また喋った。さまざまな国々の人々が、この機会にとばかりに交流し、また神杖の者も好こう奇き心に満ちた顔で話しかけている。

　竜珠が存在し、不思議の力を利用した術がある限り、人々は暮らしの中に神をぼんやりとではあるが感じながら生きていける。

　それでも人より高位の存在をいざ目の前にすると、ふだんどれほど神を軽かろんじているかを自覚するようだ。

　白雪は、斎宮のために設しつらえられた特別席で、自分の前に引きも切らず訪おとずれる他国の使者たちとの会話を、表面上はにこやかにつづけていた。

　新しい斎宮の宣せん旨じとおひろめに招かれたのだから、他国の客にとって白雪はこの宴の招待主だ。白雪と話したがるのも道どう理りだが、他国の客たちは、白雪が今まで旅ばかりしていたと知って、あれこれと道中の話をさせるのである。

　語るのはいやではなかったが、一対一で会話をするので、訊きかれるたびに白雪は繰り返して同じ話をせねばならず、それが思ったよりたいへんだった。また、特訓のおかげで言こと葉ば遣づかいも態度も優ゆう雅がな姫のふりができている白雪の旅の話を、人を楽しませるための方ほう便べんだと思う者も多く、竜りゆう珠しゆによってその心情を感じ取れてしまうためにさらに疲ひ労ろうが増すのだった。

　一方で、白雪の傍かたわらで酒しゆ杯はいを手にした千白は、話しかけられても『ああ』だの『いや』だの『知らない』ぐらいしか口にせず、じろじろと白雪や自分に話しかける者を眺ながめているばかりだった。

　順番通りに話しつづけていると、最後に静玄が前に立った。

「……君は、やはり斎宮だったのだな」

　そのころになると、客人だけでなく宴に参加している者たちはほどよく酔よっている状態で、白雪が誰と何を話しているかなど、誰も気に留めていなかった。

「その、……言わずにいて、ごめんなさい」

　静玄の言葉に、欺あざむいていたことを詫わびると、静玄は首を振ふった。

「姫は、神杖がお好きですか。大切ですか」

　ひっそりとした問いかけは、白雪の予期せぬものだった。

「今は、好きです。大切とも、感じます」

　戸と惑まどいながらも答えると、静玄はうなずいた。

「自分も、自国が大切です。できれば今以上に豊かになってほしいと思う」

　白雪は首をかしげた。政まつりごとの話ならば自分にはよくわからないし、斎宮は関わってはならないとされている。

「神杖は結界に守られています。だが、その結界は、寄りつくあしきものをはじいてしまう。はじかれたあしきものどもがどうなるか、姫はご存じでしょうか」

　白雪は戸惑って、千白を見た。

「確かに、結界は神杖を守る。だが、そのためにはじかれたあしきものは、神杖と隣りん接せつする地域に害を及およぼす。この地に受け容いれられなかった腹いせに、結界付近を荒あらして回るのさ」

　千白はにやにやしながら説明した。

「そんな、じゃあ……」

「我が長汀と神杖は、国境線を引かれただけで隣接しています。結界ではじかれたあしきものどもは、我が領土を荒らして、」

　静玄の言葉が途と切ぎれる。ふいに白雪と静玄のあいだに、大おお柄がらな姿が立ちはだかったのだ。

「黒曜、どいて」

　白雪は思わず声を上げた。「その方のお話を聞かせて。……わたし、そんなこと、初めて聞くわ」

　結界はこの国を守っていると聞いた。

　だが、それによってはじかれたあしきものがどうなっていたかなど、白雪はまったく知らぬままだった。

　黒曜は振り返った。困ったような表情を浮うかべている。

「お願い、黒曜。わたし、知りたいの。──みんなも、しばらく黙だまっていて」

　いつしか白雪の背後に寄より添そっていた騎士たちへ牽けん制せいするように言うと、

「それはご命令ですか、姫」

　青磁が問いかけてきた。

　思わず白雪は青磁を見み据すえた。

「命令でなければ聞けないというのであれば、命令だと思ってくれてかまわないわ」

　何かを振り切るように告げると、青磁は表情を硬かたくして、その場に立ちすくんだ。

　黒曜が退しりぞき、白雪は再び静玄と対たい峙じする。

「姫、さきほど申し上げましたように、自分は自国を大切に思っています。……どうか、結界をなんとかしていただきたい。張らずにいろ、とは自分の立場からは申し上げられません。ただ、近辺に及ぼす影えい響きようを少なく、……いえ、なくしていただきたいのです」

　白雪は、じっと静玄を見上げた。

　静玄のまなざしは曇くもりがない。

「我が国の、神杖との国境付近はほとんど人が住めない状態です。森が多いのですが、結界ではじかれたあしきものが獣けものに取り憑ついて魔ま獣じゆう化するので、狩かり人うどさえも入ることができません。ときには迷い込んだ人間があしきものに取り憑かれて我を失い、人でなくなってしまうことさえあるのです」

　静玄は切せつ々せつと訴うつたえた。

「──わたしは、憶おぼえていないのですけど」と、白雪は口をひらく。「静玄さまは、わたしを殺そうとしたのですか」

「はい」

　静玄は正直に答えた。周囲からこの会話を遮しや断だんするように立っていた騎士たちが驚きよう愕がくする気配が伝わってくる。まさか静玄がそのように事実を素す直なおに認めるとは思ってもいなかったのだろう。白雪もその答えは予測していなかった。

「そうではないと偽いつわらなくていいのですか？　太子というお立場なのに」

「偽りは嫌きらいです。それに、自分の行こう為いに責任は取ります」

　白雪は、目を瞬しばたたかせた。ふいに、静玄の後ろに女性の姿が現れたからだ。

「その方、は……？」

　思わず白雪は、その女性をじっと見つめた。静玄は戸惑ったように白雪を見る。

「姫？」

　白雪の視線が自分の背後に向けられているのを悟さとって振り向いたが、静玄には何も見えないようだ。

「違ちがうよ、白雪」

　琥珀が、公式の場であるのにかしこまらないふだんの口調で言った。よほど動転しているのだろう。

「彼女は、その……生せい者じやじゃない」

　琥珀が言うと、静玄の後ろの女性は悲しげに微笑ほほえみ、すっと消えた。

「……自分の後ろに憑ついているなら母でしょう。我が国のしきたりでは、太子となる者は生せい母ぼとその一族を自らの手にかけねばならないので、自分が殺しました」

　静玄は淡たん々たんと語った。

　白雪は絶句した。

　彼が誰だれか愛する者を手にかけているのは、以前の幻げん視しで察してはいた。

　それが生母とは。

「何な故ぜ……？」

「しきたりです」

　静玄は、ちいさくわらった。「母方の一族が政に口出しできないようにするためです。他者に殺させると、恨うらみがあとを引く。だから跡あと継つぎ自らの手で殺す。──このしきたりは代々つづいていますが、このことを知るのは、王位を継ついだ者のみです」

　苛か烈れつなしきたりに、白雪はただ茫ぼう然ぜんとする。

　そこまでして、王位とは継がれなければならないのか。

「自分は、母以外に身寄りはいませんでした。唯ゆい一いつのよりどころであった母をこの手にかけたからには、自国を今まで以上に発展させ、豊かにするためにこの生しよう涯がいを捧ささげるつもりです。……そのために、神杖を守る結界が、間接的に我が国に害をなすのをどうにかせねばならないと思い詰つめ、姫が斎宮に上がるより前に殺そうとしたのです。斎宮がいなくなれば結界も解とけると考えたのです」

　鋼はがねが鞘さや走ばしる音に、白雪は反射的に九く連れん環かん杖じようを叩たたきつけた。朱す雀ざくを抜ぬきかけていた蘇芳の手が、九連環杖によって止められる。

「……姫！」

「今は、この方に殺意はありません。それに、新年の宴うたげで剣を抜くのはやめなさい」

　白雪は、はっきりと意志を持って命じた。

「しかし、」

「お願いです。もう少しこの方のお話を聞きたいの」

　白雪が重ねて言うと、蘇芳は剣を鞘に戻した。ぱちん、という音がして、刃やいばは完全にその姿を隠かくす。

「静玄さまが、今はもうわたくしを殺す気をなくされているのは、何故なのですか」

「あのときは、まだ斎宮でないあなたならば殺せると思ったのです。ですが、今は斎宮となったあなたを容よう易いに殺すことはできないし、たとえできても我が身も先がありません。それでは我が国を継ぐ者がいなくなる。それに、一度失敗した策をもう一度試ためす気にはなれません」

　真剣な声で静玄が答える。

　その真しん摯しさに、一度は自分を殺そうとした男でも、白雪には怖おそろしくは思えなくなっていた。

「静玄さまのご判断は正しいと思います。わたくしは、本当に未熟で、若じやく輩はいですが……わたくしも、神杖が好きです」

　白雪は、斜ななめ後ろを向いた。視線を向けられた千白は戸惑う。

「結界は、そう簡単には解けないぞ」

「──方法は、まだわからないですけど、静玄さまにも、神杖を好きになっていただけるとうれしいので、結界については善ぜん処しよしたいと思います」

「しらゆき！」

　同時に叫んだのは蘇芳と琥珀だった。

「そんな勝手に無茶を」

「君の一存で決められることじゃ」

「だまって」

　白雪は、短く力強く言った。と、蘇芳も琥珀も、ぴたりと口を閉とざしてしまう。ふたりとも、ひどく不本意そうな表情を浮かべていた。

　静玄は目を丸くして白雪を見る。

「未熟で若輩ですが、ご希望に添そうように努つとめます」

　白雪が告げると、静玄はその場に片かた膝ひざをついた。

「どうか、……お願いいたします」

　白雪は、ごく自然に右手を差し出し、静玄の顔にふれて上げさせた。

「今は何より、我が国が静玄さまのお国に及ぼした累るいを、幾いく重えにもお詫わびいたします」

　感かん極きわまった静玄は、白雪の手を両手で押し頂いただくように包むと、額ひたいにそっと押し当てた。










　静玄が去ると、ひととおり招待国の使者のご機きげ嫌んう伺かがいは終わった。

　聖王たる祥琳は上座に座している。両りよう脇わきには涼州公佳春、青竜隊侍じ司し道延が、それを守るように立っていた。

　白雪は、静玄の願いを聞き容いれられないか祥琳に尋たずねるべく、歩き出そうとした。

　その目前に蘇芳が立ちふさがる。

　驚おどろいて目を上げると、蘇芳はいつにない厳きびしい表情を浮かべていた。その両りよう隣どなりの青磁と琥珀もである。ただ蘇芳の後ろから顔を覗のぞかせる黒曜だけが、心配そうに眉まゆを寄せていた。

「君は、自分が何を言ったかわかっているのか」

　蘇芳の声が低くかすかに震ふるえていることに気づいて、白雪は目を丸くした。

「何って……わたしが勝手に話を進めてしまったこと？」

　白雪にはそれくらいしか思い当たらなかった。青磁が舌打ちする。

「そうじゃねえ。おまえなんにもわかってねえな」

　宴のさなかで、周囲には人も多い。それでも周囲の人々はこの場の会話と不ふ穏おんな空気に気づいていないようだったから、琥珀が結界を張っているのかもしれない。

「守護の結界が他国に及およぼす影響については、我が国は関かん知ちしないと、結界が完成されたころから決まっている」

　蘇芳の言葉に、白雪は騎き士したちを凝ぎよう視しした。

「……どういう、意味」

「勝手に話を進めるも何もない。他国が被こうむる害など知ったことじゃない、とこいつらは言ってるんだ、白雪」

　白雪の背後で千白が言った。白雪が振ふり返るより前に、千白はくるりと身を返して白雪の視界に入ってくる。

「こいつらは白雪を守ると言うが、白雪が斎さい宮ぐうだから守っているだけだ。四人とも、この国のためだけにしか生きていない。この国さえよければあとはどうでもいいんだ。──なあ、そうだろう？」

　千白はせせらわらいながら、四人の顔をひとつひとつじっと見た。

　蘇芳はまっすぐにその視線を受け止めたが、青磁は顔を背そむける。琥珀は無視し、黒曜は悲しげな目で千白を見つめた。

「こいつらはこの国と同様に腐くさってる。自分のことしか考えていない。自分を守るためにたくさんの噓うそをつきつづけて、その噓に白雪を巻き込もうとしているんだ」

「そういうわけじゃない」

　琥珀が低い声で呟つぶやく。「でも、誰だって、自分の族やからがいちばん大切なはずだろう」

　千白はそれには何も言わず、ただにやにやした。

「……自分だけがよければいいとは、わたしにはとても思えないわ」

　白雪は、苦い気持ちを味わいながら呟く。

　旅をしているときの白雪は、豊かとはいえなかったが、どうしようもなく貧まずしかったわけではない。自分たちより困ってる者と関かかわりを持ってしまったら、自分が倒たおれずにすむ程度には助力をする。朱月はそういう方ほう針しんだったので、自然と白雪もそう考えるようになった。

　そういった親切心をあてにして、騙だましにかかってくる者がいなかったわけではない。金品を失ったこともあったが、朱月はそれでもさほど失望はしなかった。人は信しん頼らいを裏切ることもあるから、見知らぬ相手にやさしくするときは何もかもを失う覚かく悟ごが要いるんだ、と言っただけだった。ただ見み抜ぬく目がなかったのさ、とも苦く笑しようしていた。

「君は、この国を守護する神を擁ようする斎宮だ」

　蘇芳の言葉に、白雪は初めて反発を覚えた。

「そうね。──それが、何か？」

　きっと睨にらみつけると、蘇芳は目を瞠みはる。

　苛いら立だちと優ゆう越えつ感かんがない交ぜになった感覚が、白雪の胸の中で混じり合う。

「確かにわたしは、自分で斎宮になることを選んだわ。でも、最初にわたしにこの国の斎宮になれと言ったのは、あなたたちじゃない」

　白雪はそれだけ言うと、四人のあいだをすり抜けて、上座へと向かう。

　人の波が多い。ところどころに招待客が従者とともにいて、その周囲を、外国のめずらしい話を聞こうとする神杖の者たちが群むらがっている。白雪はそのあいだを縫ぬって足早に歩いた。この木ぽつ履くりもふだんの履はき物ものにくらべればたいそう歩きにくい。それでも、誰が見ているかわからないという懸け念ねんから、教えられたとおりの歩き方でまっすぐに歩いた。

　上座を眺ながめながら歩いていると、会場全体をゆっくりと見まわすように眺めていた祥琳の視線と目が合った。笑いかけられ、白雪も反射的に笑えむ。

　九く連れん招しよう来らいを終えて以来、白雪の中には、祥琳を気の毒だと思う気持ちが生まれていた。

　祥琳は、凜子が産んだ先王の子とされているが、事実はそうではない。凜子が父親は別にいると漏もらしたのを白雪は耳にしていたのだ。

　つまりは王家の血を引かない偽王である。

　だが、血筋を明らかにする血の探さぐりによって、祥琳は聖王の血筋であると認められていた。血の探りが斎宮にしか許されない儀ぎ式しきであり、それを行ったのが自分の母であるという事実が、白雪の知った事実を裏づけた。

　今まで見聞きした母の人となりは、好感は持てるがとても清せい廉れん潔けつ白ぱくとは言い難がたかった。母と祥琳は仲の良い兄きよう妹だいだったと聞いている。そんな母なら、公私混同して仲の良い者のために偽いつわりくらいたやすく口にしそうだとは思う。

　そしてまた、そのことを考えているときに九く連れん環かん杖じようを手にしていると、杖つえからかすかな苦笑の気配がするのだ。まるで白雪の考えを肯こう定ていするかのように。

　もし母が本当に偽りを事実として押し通していたとしたら、祥琳は本来ならば玉座に上がるべきではなかったのだろう。

　白雪は今となってはその予測にほとんど確信を抱いだいていたが、祥琳が偽王であったとしても、そのまま玉座についていてほしいと考えている。

　神杖の王位継けい承しようは西方で一いつ般ぱん的な長男存続とは異なり、性別は問わず末子が継つぐ。祥琳が聖王の血筋でないとなれば、斎宮でも斎さい王おうとして王位に就つける特例を用もちいて、白鷺が王位を継ぐべきであったことになる。

　しかし白鷺はもういない。

　であれば、白鷺を通じて、その娘むすめである白雪が祥琳に代わって王位に就かざるを得なくなる。

　白雪としてはそれだけはなんとか免まぬがれたかった。さすらって育った自分が政まつりごとになど関われるはずもないし、祥琳の執とり行う政に大きな問題があるとも聞かない。

「斎王はたいへんだぞ」

　千白が囁ささやくように言った。

「見み透すかすのはやめてって言ったでしょ」

　横でふわふわ浮いている千白をじろりと睨にらむと、千白はまじめくさった顔をした。

「わるかった」

「……いいわ。でも、誰だれにも言わないでね」

「白雪の考えていることを？」

「もちろんよ。いつもこの先もずっと前も全部、誰にも言わないで」

「わかった」

　そんな会話を打ち切るように、白雪の前にすっと明るい赤毛が立ちふさがる。

「ご機き嫌げんいかがですか、姫」

　朱里だった。










　庭園に射さす陽光は弱々しい。天気はとてもよいのに、白雪の気持ちは明るくなかった。

「よろしいのですか、宴を抜ぬけ出してきて」

「誰も気づいてないわよ。係の者には廁かわやへ行くと言っておいたからだいじょうぶでしょう」

　白雪は乱暴な口調で言うと鼻を鳴らした。ひどく好戦的な気分になっていた。

「あなたがわたしに危害を加えようとしても無む駄だよ。影かげの中にはこの国の守護の神がいますし、わたしもいざとなったら戦えますから」

「お強いんですね」

　朱里は笑った。まるでわがままな子どもをなだめるようなその笑顔に、白雪は憮ぶ然ぜんとする。

　斎宮になれば、みんなを守れると思っていた。父を殺されたときの自分のような弱い者たちを守れると。

　だから斎宮になろうと思ったし、斎宮にふさわしくあろうと努つとめるのにも耐たえられた。

　だが、斎宮のせいで苦しむ者がいると知ってしまったら、固まったはずの決意が揺ゆらぐ。

　白雪は、自分を何ひとつ歪ゆがみのない完全に正しい人間だとは思っていない。むしろ欠点だらけだ。それに、身に覚えのない失敗を指し摘てきされれば反論だってするし、考えてもいなかったことを決めつけられれば逆上するときもある。自分が折れれば相手が満足するとわかっていても折れられない。意地っ張りだね、と父は呆あきれたものだ。自分がゆるせない部分で自分をまげたくはなかった。

　そんな欠点だらけの自分でも、自らの意思で斎宮となったからにはふさわしくあろうと努力するつもりだった。

　──静玄の話を聞いた今となっては、それらすべてができのわるい茶ちや番ばんのような気さえしているけれど。

「それに、よろしいのですかって、あなたが思わせぶりなことを言うからついてきたのよ」

　白雪は苛いら立だって、詰なじるように言った。斎宮として取り澄すました態度はもうできなかった。

　宴うたげの間から出てすぐの庭園には、人の姿がちらちらと見られた。だが外気の冷たさのせいか、建物を離はなれてしばらく歩くと人の気配は途と絶だえてしまった。

　朱里は静玄の従者だが、さきほどは静玄と一いつ緒しよではなかった。朱里がひとりで姿を現したということは、静玄のいない場で自分と話したかったのだろうか、と白雪は考える。

「あなたの母君にかかった呪のろいが、そんなに気になりますか」

　朱里は、母がどんな呪いで命を落としたかを教えると言って、白雪を外へ連れ出したのだ。

「ならないはずはないでしょう。母が死んだのはとても急だったと聞いているわ。それが呪いなら、何な故ぜなのか知りたいと思うのは、娘として当然じゃない？」

「では、長い話になりますから、どこか座れる場所に移ったほうがよろしいかもしれません」

「ここでいいわ」

　白雪は日の当たる芝しば生ふに腰こしを下ろした。木履で疲つかれた足がじんわりと痛む。

　その隣となりに、ごく自然に朱里が腰をおろしたので、白雪は戸と惑まどった。顔をそちらに向けると、思ったより距きよ離りが近い。

「姫、よろしければ結界を張っていただけませんか。人に話を聞かれないほうがいい。姫の母君の名めい誉よにも関わることですから」

「……わかったわ」

　白雪は、左側に置いた九連環杖にさわった。周囲の空気を遮しや断だんするように結界を張る。

　今では九連環杖の助けを借りればちょっとした結界を張るのもたやすい。九連環杖は神しん具ぐだから、竜りゆう珠しゆの働きを増ぞう幅ふくしたり、竜珠そのものを安定させられるらしい。これさえあれば弱い竜珠でも強大な力を得るのはたやすいだろう。持ち主を選ぶようになっていなければとんでもないことになっていたのではないだろうか。

「わたしの母は、誰かに呪のろわれていたの？」

「正確には、母君自身が呪われていたのではありません」

　朱里が語り出そうとするのを、白雪は遮さえぎった。

「その前に、ちょっとききたいことがあるんだけど」

「なんでしょう？」

「朱里さんは、記き憶おくをなくしているのよね」

「正確には、ここ十四年ほどが曖あい昧まいなのです。何をしていたか、憶おぼえていません。それ以前のことは憶えているのですが」

　じゃあいったい今はいくつなんだろう、と白雪はじろじろと朱里を見た。どう見ても朱里は、蘇芳より少し上くらいの年にしか見えないのだ。

「そのあいだ、自分が何をしていたかは気にならないの」

「思い出せない過ぎてしまった時間に、なんの意味がありますか？」

　父に似ていると思いはするものの、その語り口調や表情はまったく異なっている。そのせいで反発を感じるのに、朱里に対しての興味や好こう奇き心は強くなっていくいっぽうだ。

「母君のお話より、私自身の話を語ってお聞かせしたほうがよろしいですか」

　その問いに、白雪は何故ここに来たのかを思い出した。

「……いいわ。母の話を聞かせてください」

「まず、」と、朱里は前置きした。「この国の成り立ちを、姫はご存じですか」

「国祖が、賊ぞくや悪あく霊りようの横おう行こうする土地を平定したと」

「その国祖がどこから来たかは？」

「もともとはこの土地で生まれたけど、育ったのは別の土地の荒こう野やで、生まれた土地を見たくて戻ってきたと聞いています」

「──神杖の国祖は、国土を平定するために戦いました。意に沿わぬ族やからは首長を殺して、他ほかの者は自分の下もとへ降くだらせました。……この地は、平定までに少なくない血が流れているのです」

　朱里が語り出す。

　少なくない、血が。

　この場所でも流れたかもしれないのだ。白雪は右手の指で芝生の下の土にふれた。

「ですが、国祖が生まれる前も、この地には多くの血が流されたのです」

「国祖が、生まれる前……？」

　白雪は顔をあげて、ゆっくりと朱里を見た。その横顔を。

　ある違い和わ感かんを覚えるが、それが何かまではわからない。

「国祖の父方の一族は杖じよう者しやを奉たてまつっていました。杖者とは、姫、あなたのように杖を持つ力ある者のことですよ」

　白雪は左手で九く連れん環かん杖じようにふれた。


わがきみ　お気をつけください



　九連環杖の強い警告がはっきりと伝わってくる。

「杖者の力ある言ことの葉はに従う一族は、神より与あたえられし不思議の力を忌いみ嫌きらっていたので、その一族に生まれた竜珠はそれを隠かくして生きるか、常に辱はずかしめられて生きねばなりませんでした」

「ずいぶんと……残ざん酷こくな人たちなのね」

　白雪は父と放ほう浪ろうしていたから、竜珠として蔑さげすまれても仕方がないと思えるようになっていたが、自分の一族に侮ぶ蔑べつされて生きねばならないとしたらさぞつらいだろう。

「かれらは、いつか与えられると言い伝えられていた約束の地を探して北方をさまよっていました。苛か酷こくな環かん境きようで、特別な力に恵めぐまれた数少ない者は嫉しつ妬とや羨せん望ぼうの的まととなり、それが転じて侮蔑や蹂じゆう躙りんの対象となったのです」

　白雪は暗い気持ちになった。

　竜珠が常人と隔へだてられるのは、不思議の力が使えるためだ。竜珠でない者はそれを妬ねたむ。妬みが転じて忌み嫌われるのだ。

　自分よりすぐれた者を妬むのは、人間の本能のようなものだ。とはいえ竜珠に向けられるそれは、妬みというよりほとんど憎にくしみに近い場合もあった。

「かれらの噂うわさは結ユイの大陸じゅうに流れていました。ですが、誰だれもどうすることもできなかった。刃は向むかわずとも、征せい服ふくした土地の者を皆みな殺ごろしにする残ざん忍にんな一族です。それに、かれらはずっと北方から出てこなかったので、油断していたと言っていい」

　北方の寒さは厳しい。だが、今まで白雪の行った国々では旅人は手厚くもてなされた。寒い土地では助け合いがごく自然に行われる。でなければみんな凍こごえて死ぬからだ。

　そんな一族の話など、白雪は聞いたことがなかった。

「あるとき、杖者の命めいで数名の者が南に下されました。その者たちは命じられた通りに約束の地を探し当てることができず、戻る前に諍いさかいが起きて、ひとりの少年が川に落とされました」

　朱里の穏おだやかでやわらかい声は、父に似ていた。顔が似ているということは骨こつ格かくが似ているのだろうから、声も似るのだろう。だが、語る声は若く、話し方も異なっている。

　白雪は朱里の横顔を、もう一度見た。

「その少年は竜珠で、諍いに乗じようじて彼を疎うとむ兄に殺されかけたのです。下流で竜珠に助けられた少年は、一族へ戻りたくないと言った。助けた者たちは少年の境きよう遇ぐうを憐れみ、自分の村へ連れ帰って療りよう養ようさせました。……その村は、ここにありました」

「ここに？」

「そうです。今では天藍と呼ばれる地に」

「どうしてあなたはそのことを知っているの」

「……それでも少年は、一族のもとに残してきた小さな弟が心配だったので、一度だけ自分の一族に戻りたいと申し出たのです。最初に自分を助けてくれ、友人となった者とともに一族へ戻りますと、彼を殺そうとしたはずの兄が出迎え、言いました。『よくやった、おまえが見つけた土地が約束の地だ。今からそこへ攻せめに行こう』」

　白雪の問いかけを無視して語りつづける朱里の横顔は、凍こおりついたように変わらない。

　そのまなざしの色に、白雪は目を瞠みはった。

　この色……彼の目は前からこの色だっただろうか。思い出せない。

「少年は、兄や自分の一族の怖おそろしい目的を知って、友人を逃にがしました。しかし、友人はあとをつけられ、この地が知れてしまったのです」

「……やめて」

　白雪は喘あえいだ。「もうわかったから、……それは、母さんに関係のあることなの？」

「あります」と、朱里は答える。「あなたにも、母君にも」

　朱里は、ゆっくりと頭を動かして白雪を見た。

　美しい金きん砂さのようなきらめきがその瞳ひとみに浮うかんでいる。

「そして、あなたには想像もつかない惨むごい戦いののち、この地は征服されて、少年の一族が住みつきました」

　白雪はきつく目を閉じた。そうしないと、朱里の語る過去に引きずられてしまいそうだった。

「少年は、戦いのさなかに友人を助けていました。死にかけていた友人は、どうか自分を殺してくれと願いました。友人は生き存ながらえられないほどに体を損そこなわれ、目の前で自分の双ふた子ごの妹が連れ去られるのを見たのです。彼は絶望していたのです……」

　白雪の中で、血がざわめいた。知っている、と叫んでいる。

　わたしたちはそれを知っている！

「少年は友人を助けるために、友人の一族に伝わっていた名のない輝き石せきを、死にかけていた友人の体に埋うめ込みました」

「名のない輝石？」

　白雪は目を瞠みはった。「輝石って、もしかして輝キ石セキノ神カミのこと？」

「この国では輝キ石セキノ神カミと呼んでいますが、輝石はただの輝石です。神ではありません。人が神と呼べば神、魔まと呼べば魔です」

　朱里の言葉に、白雪は衝しよう撃げきを受けた。

　確かに、千白は『人は神と呼ぶ』と言う。

　だが彼は自分を神だと称しようしたことは一度もない。

「友人は輝石によって死を免まぬがれました。彼は自分の一族を殺した者たちを、──敵を滅ほろぼすと、滅めつした一族に誓ちかいました。少年も、友人を助けると誓いました」

　朱里は、ようやく言葉を切った。

　だが、そこで終わりでないのは、白雪にもわかった。

　気持ちを奮ふるい立たせるために九連環杖を強く握にぎる。

「それから、……その友人と少年は、どうしたの」

　白雪は震ふるえる声で尋たずねた。

「友人は誓ったとおりに、自分の一族を皆殺しにした敵を滅ぼしました。……たったひとりを除のぞいて」

「たったひとり」

　白雪は、握りしめた九連環杖に引きずられるように立ち上がった。朱里もまた、立ち上がる。

「連れ去られた妹が産んだ、敵の血を引く子ども以外は、です」

　朱里の髪かみが、みるみるうちに黒ずんでいく。

　姿変えの術ではない。術ならば九連環杖が察知して教えてくれただろう。彼は本当の意味で自分の体を変えられるのだ。

「妹は敵の一族に囚とらわれるうちに狂くるってしまっていたのです。兄が敵を滅ぼすと知って、やめてくれと懇こん願がんしました。しかし兄は聞き入れず、すべての者を殺したあとで、妹の子どもも殺そうとした。……だが代わりに妹が死に、妹は死にぎわ、兄に呪のろいをかけたのです」

「呪い、を」

「同族の血をほんの少しでも持っている者は殺せないという呪いです」

　今や朱里の姿は、白雪の見知っていたものになっていた。

　朱月そっくりなのではなく、そのものに。

「──だから俺にはおまえを殺せない。俺の妹が産んだ息子の血をわずかでも持つおまえを」

「……とうさん！」

　白雪の叫びと同時に、九連環杖が神音かのんを鳴らした。

　ずん、とその場の空気が重さを増し、それが結界を砕くだいていく──










　ほどけた結界の外から、異変を感じて追ってきていた四人の騎き士しが駆かけつける。

「白雪！」

　蘇芳が叫んで、白雪の腕うでを摑つかんで自分の後ろにかばうように引いた。

　そして、対たい峙じした相手が朱月と気づいて瞠どう目もくする。

「あかつき……？」

「まさか、朱月が……？」

「あの従者？　似てはいたけど……姿変えの術なら僕にわからないはずがないよ」

　琥珀が愕がく然ぜんとしたように呟つぶやく。

「術じゃない」

　ぽつりと黒曜が言った。「輝石と融ゆう合ごうした者は、自分の形を変えられるようになるらしい」

「そうだ、よく知ってるな、黒曜。母に教えられたか」

　朱月は、……白雪がその手で埋めたはずの朱月は、にっこりと微笑ほほえんだ。

　白雪の知っている笑顔だった。

「俺は、あなたの死し骸がいを見た」

　蘇芳が声を引きつらせながら言った。「あなたが朱月であるはずがない」

「蘇芳、相変わらずだな」

　微笑みながら、朱月は蘇芳に手を伸のばした。「俺がおまえの竜りゆう珠しゆを見定めてやった。おまえの焰ほのおは、人を温めるよき焰だと言っただろう？　憶おぼえているか」

「朱月、……本当に、朱月なのか」

「青磁も。おまえの水は人の心を潤うるおすと言った、その通りになっただろう。大人になれば涙を止めるのも簡単だろう？　──ずいぶんと大きくなったな、ふたりとも」

「僕のことも忘れちゃ嫌いやですよ」

　動どう揺ようする年長のふたりを押し退のけるようにして、琥珀が前へ出る。「あなたが本当に朱月なら、僕に言ったことを憶えているはずだ」

「『誰にでもわかるこの先のたったひとつのこととは、誰もが必ず死ぬということだ。どんな高貴なる存在も、どんな穢けがらわしいと蔑さげすまれる者も。それは神がおゆるしくださったたったひとつの安らぎだ』……琥珀、確かそんなことを言ったな、おまえには」

[image: ]

　琥珀の顔がみるみるうちに険けわしくなっていく。

「あなたが朱月なら、何な故ぜ今ここにいるんです！」

　くすり、と朱月は笑った。差し出した手を、くい、と曲げる。

　見えない何かに引っ張られるように白雪は前へ転がり出た。

「この子を返してもらおうかと思ったんだが……」

「白雪は我が国の斎さい宮ぐうだ！」

　蘇芳が叫んで、母より譲ゆずり受けた剛ごう剣けん、朱す雀ざくの柄つかに手をかけた。

「そう、この子は斎宮になることが決まっていた。だから待っていたんだ。この子だけがこの国に張られた結界を解といて、あの封ふう印いんを打ち破ることができる……」

「あの封印を破りたいなら、白雪でなくたってできる」

　するりと白雪の影かげから千白が姿を現した。やや呆あきれたように周囲を眺ながめやる。

「あの封印をかけたのは千白だから」

「封印って、何……」

　白雪は茫ぼう然ぜんとして呟いた。その問いに答える者はいない。

「この地に住んでいた人々は皆みな殺ごろしにされて死骸を晒さらされた」

　朱月の声には恨うらみと憤いきどおりの念が強く込こめられていた。「やつらが竜珠を嫌きらっていたのはな、竜珠が死後も死体に取り憑ついて動かすと信じていたからだ。そのため、誰であろうと殺した者は死骸を破は壊かいして晒した。それを動かせないようにと、胴どうから断ち割られるんだ。──俺は断ち割られこそしなかったが、下腹をずたずたに斬きられた」

　その場にいた全員が、彼の味わった苦痛と屈くつ辱じよくに息をのんだ。

　先ほど朱里として彼が語った『友人』とは、朱月自身のことだったのだ。白雪は疑っていたその事実をようやく受け容いれた。

「あのとき死んでいればよかったと思うか？」

　千白が悲しげな顔をして問う。千白の感じている気持ちが白雪にはわかった。彼は、……朱月を憐あわれんでいる。

「確かに、殺してくれと俺は言った。……だが今は、復ふく讐しゆうを完成させるために生き延のびられてよかったと思っている」

「復讐って、どうして、そんな、……」

　白雪は、幼おさ子なごのように問う。

「もう俺にはおまえたちを、この国に住まう者をこれ以上殺すことはできない。俺と一いつ緒しよに生まれた妹の血が流れていない者はすべて殺し尽つくしたからな！」

「あいつは、おまえのしたことを悲しんでいた。それでも、おまえを……」

「しょせん貴様もただの輝き石せきだ」

　言いつのる千白に、朱月は吐はき捨てる。

「そうだ、千白は輝石だ。だからこそ、あいつの苦しみや、おまえへの思し慕ぼが痛いほど伝わってきた。おまえにとってあいつは凌りよう辱じよくされた妹が生み落とした敵の子どもでも、あいつにとっておまえは唯ゆい一いつの血のつながりのある伯父おじだったから」

　千白の言う『あいつ』とは神杖の国祖だろう。

　では、朱月は国祖の伯父ということになる。

「あなたは、……いったい何者なんだ、朱月！」

　叫んだのは青磁だ。

「何者？」

　問われて朱月は、困ったように微笑んだ。「そうだな……復讐に凝こり固まった憐れな亡ぼう霊れいとでも」

　白雪は思わず、朱月の前に駆け寄った。

　ふれられるほどの近さに、朱月が驚おどろきの表情を浮かべた。

「父さんでしょう！　何者って、亡霊なんかじゃない、あなたはわたしの父さんだわ！」

　叫ぶと、持っていた九く連れん環かん杖じようが、白雪を遮さえぎるように斜ななめになって体を押し戻す。


いけません　わがきみ



「やめて、九連！」

　手から杖つえを離そうとしても、拳こぶしが固まってほどけない。

「ちがう」

　朱月は圧おしころした声で言った。「俺はおまえの父ではない」

　白雪は、動きを止めた。

　まじまじと父を、──父と信じていた人を見つめる。

「だって、……父さんよ。ずっと一緒にいたじゃない。名前をつけてくれたんでしょう？　母さんを好きだと言ったじゃない。いつもわたしにはやさしくて……十六になったら名前を呼ばせてくれるって、ずっと、一緒で、」

「おまえの父は、そこにいる」

　朱月は顔を上げて、白雪と騎士たちの背後に視線を向けた。

　白雪はゆっくりと、その視線を追って振ふり返る。

　庭園の小こ径みちを、ふたりの人物に支えられるようにして歩いてくるのは、この国で最も高貴なる地位に就つく男だった。










　白雪は凍こおりついたように動けなくなった。

「俺が白鷺に教えてやったのだ。国祖の血を引かない者が王位に就けば、呪のろいを受けて惨むごい死が訪おとずれると。それを防ぐには、国祖の血を引く者と契ちぎりを結んでその守護の下もとに入るしかない。──白鷺は幼いころから祥琳を他人だと知っていて好きだったから、どうしてもその命を存ながらえさせたかったんだ。たとえ呪いを身代わりに受け、自らの命を削けずってでもな」

　朦もう朧ろうとした白雪の脳のう裏りに、その声がゆっくりと染しみていく。

「……あなたが白鷺さまをそそのかしたんですね」

　琥珀が呟つぶやいた。

「そそのかしたとは人聞きの悪い。求められたから説明してやっただけだ」

　朱月は肩かたをすくめた。「神杖の国祖はこの地に漂ただよっていた無数の死し霊りようを封ふうじ込めた。国祖の名によって封じられた死霊は恨みの念が強すぎて、封印の中からも自由を求め、王位に就く者へ呪いを送っているんだ。国祖の血を引いていなければ、その呪いには耐たえきれない。──国祖の血など一いつ滴てきたりとて引いていない祥琳がそれに耐えられるはずはないだろう！」

「朱月……」

　息を切らせながらやって来た祥琳を、両りよう脇わきで佳春と道延が支えている。ふたりは場の異い様ような事態に気づいたようだ。そのおもてに険けわしい表情が浮かんだ。

「あなたは、生きていたのか」

　祥琳が、咳せき込みながら問う。

「ああ、斬られたが、すぐに埋うめてもらえたので蘇よみがえることができた。おまえの娘むすめのおかげだ」

　おまえの娘、という言葉に、祥琳ははっと顔を上げた。

「朱月、まさか……」

「よかったな、祥琳。この娘が斎さい宮ぐうに就いたからには、おまえの寿じゆ命みようも少しは延のびるはずだ。──もっともおまえは王位に就いている限り、長くは生きられないだろうがな」

　朱月はおかしそうに笑った。「十四年、その娘を育ててやったんだから、産んでくれた白鷺だけでなく俺にも感謝しろ」

「……どう、して……」

　白雪は、茫ぼう然ぜんとしながら朱月に視線を戻した。「自分の子でないというなら、どうして、わたしを、育てたの……」

　答えはなかった。

　ふいに朱月の影から黒い触しよく手しゆが伸のびた。白雪に向かったそれは、寸前で蘇芳の剣が叩たたき斬る。

「白雪！」

「陛下、お下がりください」

　呼ぶ祥琳に、青磁が叫ぶ。

　騎き士したち四人が白雪の周囲につき、佳春と道延が祥琳の腕を引いて下がらせる。

「しかし、白雪が……！」

「病身のおまえに何ができるってんだ、このあほ！」

　佳春が口くち汚ぎたなく罵ののしる。さすがに道延も同じ意見らしい。

「どうして!?」

　白雪は、自分の前に立った青磁と蘇芳を押し退のけた。九連環杖は今度は抵てい抗こうしなかった。

「どうして、わたしを育てたの……とうさんは、わたしを殺したいと思ったことが一度でもあったの？」

「あった」

　朱月は答えた。

　白雪は、手の中の九連環杖を頼たよるように握にぎりしめる。

「おまえは、俺の一族を滅ほろぼした者たちの血も引いている」

　朱月の声は、震ふるえていた。「やつらは殺すことにためらいを覚えない。──おまえもそうだったろう！」

「わたし、……？」

「おまえも、殺すことをためらわなかった」

　迦純のことを指しているのだと、白雪は気づいた。

「だって、あのときは……他ほかに、方法は、」

「おまえは考えることをやめたんだ。手っ取り早い方法を選んだだけだ。人の命を屠ほふるのをなんとも思っていないんだ！」

　朱月の糾きゆう弾だんに、白雪はその場に頽くずおれた。

　九連環杖がなだめる意を伝えてくるが、白雪の心には響ひびかない。

「斎宮となったからには何をしても許ゆるされると思いはしなかったか？　自分が殺されそうになったから殺してもいいと思わなかったか？」

　責め立てる朱月の口ぶりに、白雪の全身から力が脱ぬけていく。

　そうかもしれない。確かに、そう考えなかったとは言えない……

「人の手がけがれているとおっしゃるあなたは、さぞかしおきれいな手をなさっているんでしょう」

　低い声がして、青い衣の裾すそが白雪の前で翻ひるがえる。

　青磁だった。

「そんなことはないぞ、青磁」

　答える朱月の声には嘲あざけりが含ふくまれていた。

　次の瞬しゆん間かん、青磁は朱月に斬きりかかっていた。

　太刀たちを抜ぬき放つ返しで斬り上げようとするのを、朱月はひらりとかわして後ろへ下がる。

「青磁、よせ！」

　兄が止めるのも聞かず、青磁は小太刀も抜いた。

「やめなさい、青磁。まだ死にたくないだろう」

　朱月がたしなめるように言う。

「死ぬ覚かく悟ごならとうにできています」

　青磁は再び朱月に斬りかかった。朱月は今度はそれをよけず、自分に下ろされようとしていた刃やいばに指先をあてた。

　一本の指で、青磁の動きは止められてしまう。

「そうも早く死にたがるのは感心しない」

　朱月はせせら笑いながら、指先ひとつで青磁を押し戻もどした。軽い動作なのに青磁はふっとび、転げて地に伏ふせた。

「青磁！」

　剣を手にした蘇芳が前に踏ふみ出そうとした瞬間、それより早く朱月の前に琥珀が跳とび出した。

　琥珀が何か呪じゆ詞しを唱えるのが白雪にも聞こえた。同時に琥珀の動きが速くなる。時とき操あやつりの術で自らの時間を早く進めているのだ。朱月の目がおもしろがるように細められた。

　琥珀の姿が見えなくなった。次の瞬間、朱月の懐ふところに飛び込んだ琥珀が浮うき上がって見える。

　手のひらを朱月の胸に向け、琥珀は雷らい撃げきを発生させた。衝しよ撃うげ音きおんに次ついで、あたりにぱちぱちと音を立ててきらめきが飛び散る。

　だが、朱月は平然として琥珀を見おろした。

「ずいぶんと、強くなったじゃないか」

　飛び退こうとした琥珀の腕を朱月は打った。軽く打ったように見えたが、琥珀は腕を伸ばしたままその場に膝ひざをつく。冷ひや汗あせを流して硬こう直ちよくしている琥珀の体を、朱月は蹴けり上げた。

　吹っ飛んだ小こ柄がらな体が地面に叩きつけられる前に、黒い影かげが受け止めた。黒曜だ。

　黒曜が琥珀の腕にふれて呪詞を唱えると、琥珀の体から硬直が解けた。それを確かめてから黒曜は立ち上がり、朱月に向かう。

「黒曜！」

　蘇芳の声がする。

「卑ひ怯きよう者ものの息子は、いちばん最後か？」

　朱月は、蘇芳を見てわらった。

　蘇芳の顔がたちまちこわばる。

「蘇芳は卑怯者の息子じゃない」

　黒曜の声が響く。

「そうでなければ、薄うす汚ぎたなく陋ろう劣れつで愚おろかで身のほど知らずな男の息子だろう」

「俺は、あなたを害したくも傷つけたくもありません。できれば戦いたくない」

　黒曜は首を振ふると、朱月の視線を遮さえぎるように蘇芳と朱月のあいだに入った。「どうか、ここから立ち去ってください」

「立ち去れというなら、追い出すくらいできないのか」

「そういうことは、したくないんです」

　黒曜は穏おだやかに返す。

　人のざわめきが近づいてきた。金属音が響く。白雪が立ち上がって振り返ると、武装した青せい竜りゆう隊たいが道延に従って近づいてきていた。

「だめだ、来るな！」

　青磁が身を起こして叫んだ。

　ふっ、と朱月が笑い、右腕を軽く挙あげる。それを下ろすと同時に、腕の動線から発生した光が鎌かまのように侍じ者しやたちの体をなぎ払はらった。

「………っ！」

　それを見た蘇芳が、黒曜の体をかわして朱月に近づいた。蘇芳は剣を振り上げると、朱月へ叩きつけるようにして斬りかかった。

　その刃すら、朱月は片手で受け止めた。

　ぴたりと動きの止まった蘇芳の頰ほおを汗が伝い落ちる。

「いい剣だが、おまえにはまだ使いこなせていないな」

　蘇芳は肩かたで息をしている。その顔には今まで白雪の見たことのない凄すご味みを帯びた表情が刷はかれていた。

「兄貴、一いつ旦たん退ひいてくれ」

「動きたくても、動けないんだよ……！」

　腕をさすりながら立ち上がった琥珀が言った。

　青竜隊の第二陣じんが、一定の距きよ離りを置いて周りを取り囲む。

「蘇芳を放してください」

　黒曜が言うと、朱月は手を放した。自分でも意外そうな表情を浮かべ、その場に膝をついてしまった蘇芳を見、次いで黒曜を見る。ひどく楽しそうに朱月は笑った。

「おまえの言こと霊だまはすばらしいな。俺にも影えい響きようを及およぼせるとは」

「あなたが本気でないから効果が出ただけです」

　黒曜は言い放つと、ゆっくりと攻こう撃げきのかまえを取る。

　次の瞬間、目にも留とまらぬ速さで放たれた黒曜の拳こぶしが朱月を襲おそった。朱月はそれを片腕で受け、黒曜の額ひたいを指で突つく。黒曜は身をそらして寸前でかわした。背を反そらしざま両手を地面につき、体の返しで朱月を蹴り上げた。朱月はその動きを読んでいてすばやくそれをよける。

　黒曜は立ち直ると、朱月が体勢を立て直す前に駆かけ寄った。朱月が後あと退ずさりする一瞬前に蹴りを繰くり出す。一段めは朱月も避さけられた。だが二段めが朱月のこめかみに入る。

　朱月の体が宙を舞まった。

「とうさん！」

　白雪は思わず九く連れん環かん杖じようを放ほうり出し、朱月に駆け寄る。

　父ではないと言われても俄にわかにその言葉が身に染みるはずもない。白雪の中で朱月はやはりまだ父のままだった。

「とうさん、とうさん……！」

　朱月は目を閉じていた。その肩を摑つかんで揺ゆさぶっていると、周囲に人の気配が近づいてくる。顔を上げると、青竜隊の輪が縮ちぢまっていた。

「やめて、……来ないで！」

「──甘いな」

　胸のすぐ下で低い声がした。

　次の瞬間、白雪は突き飛ばされて草地に手をついた。

　鈍にぶい音が白雪の耳に響ひびく。

　振り返ると、目の前には白しろ銀がねのきらめきがあった。

「……甘いのはおまえだ」

　千白が低い声で言った。

　いつの間にか現れた千白は、朱月が突き出した手にその胸を貫つらぬかれていた。背から朱月の指先が覗のぞいている。

「ちしろ！」

　白雪は千白に取りすがった。

　千白はにやりとして、自分の胸を貫く朱月の腕を摑んだ。その手に貫かれたまま朱月を引き起こす。衣を汚よごした赤い飛沫しぶきに、白雪はぎくりとした。千白の血だ。

「最後に白雪を守るのは千白だ」

　千白が喋しやべると、その胸を貫く朱月の指先が動く。

「おまえが相手ならば不服はない」

　朱月は静かに言うと、自ら千白の胸から手を引き抜いた。いやな音とともに、血ち塗まみれの手が露あらわになる。

「千白、……ちしろ！」

　白雪は震ふるえる手で千白の袖そでを引いた。「だ、だいじょうぶなの……」

「この身は人間と同じ造つくりだから壊こわれやすいが、千白そのものはだいじょうぶだ」

　千白は顔をしかめながら言った。「ただ、痛いのはたまらんな。くらくらする」

「いくぞ」

　朱月が宣言した。とたんに、彼の周りの空気が一段と重みを増す。その竜りゆう珠しゆが全開に近いほど解き放たれたのが白雪には感じられた。
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　同時に、千白は白雪を背の後ろに押しやった。朱月の手がすばやく動き、千白の胸が斜ななめに斬きられ血しぶきが飛び散る。

「やめて！」

　白雪は思わず叫んだ。目の前で千白の白銀の髪かみが血に染まっていくのが耐たえられなかった。

「だめ、千白、もうやめて、血が出てる……お願い！」

　白雪がそう言って背後からすがりつくと、千白は振り返った。微笑ほほえんでいる。

「だめだ。千白は最後まで白雪を守ると決めたんだ」

「こっちを向け」

　朱月の影かげから触しよく手しゆが飛んで、千白の首に巻きついた。千白はそれを素す手でで断ち切る。

「短気だな」

　今度は千白の番だった。右手のひらを朱月に、左手のひらを天に向け、唱しよ和うわする。それは呪じゆ詞しのようだったが、白雪にはまったくわからない言葉だった。

　唱和が終わると、千白の手に細長い光が現れる。槍やりとも剣ともつかぬそれを千白は両手で握にぎると、朱月に向かって投げつけた。まさしく光の速さで朱月の身が貫つらぬかれる。

　走り出そうとした白雪を後ろから抱かかえるようにして止めたのは、刀を収めた青磁だった。

「よせ、邪じや魔まをするな！」

「放して！」

　白雪は暴あばれた。鳩尾みぞおちめがけて肘ひじを思いきり叩たたき込むと、青磁は一いつ瞬しゆん、力を緩ゆるめた。その隙すきに腕の中から抜ぬけ出す。

「白雪！」

　次は琥珀が白雪の前に立ちはだかった。

「どいて、琥珀！」

「だめだ。君は安全なところへ下がっていて」

「あの人はわたしの父さんよ！」

「だったら君を殺そうとするはずないだろう！」

　白雪は唇くちびるを嚙かんだ。琥珀の言う通りだった。

　千白が指先を動かして光の槍を呼び戻す。槍が抜けた衝しよう撃げきで、朱月は血を流しながらその場に膝ひざをついた。

　たまらず白雪は琥珀の脇わきを走り抜けようとした。が、琥珀の腕に止められる。琥珀越ごしに、千白が再び光の槍を振ふり上げるのが見えた。

　だめ、と思うと同時に、白雪は琥珀の腕から千白の前まで移っていた。

「……白雪」

　ふいに目の前に現れた白雪に、千白は驚おどろいたように目を瞠みはる。

「もうだめ。もうやめて」

　白雪はひび割れた声で懇こん願がんした。「お願いだから」

「その男は白雪の父じゃないと言ったぞ」

「それでもわたしにとっては父さんだわ。育ててくれた……」

　背後で枯かれた芝しばを踏ふむ音がした。白雪が振り返ると、朱月が両手の中に光の渦うずを発して向かってくるところだった。

　朱あかい目の中に金きん砂さの模も様ようが見えた。

　殺されるんだ、と思った。




　殺したいほど憎にくまれていたんだ。

　この人は少しもわたしを好きじゃなかったんだ。

　じゃあどうしてそばにいてくれたの。一いつ緒しよにいてくれたの。

　笑ってくれたの。

　大切なわたしの娘だよと言ってくれたの……

　目の裏にやさしい父の笑え顔がおが浮うかぶ。

　──その笑顔をいつも見ていたかったのに。




　そんなに憎んでいるなら、殺したいなら、そうして。

　──他ほかの誰だれでもないあなたにだったら、わたしは……




（……全身全ぜん霊れいをかけて恨うらまれ、憎まれても、相手をかわいそうだと言えるでしょうか）




　視界の端はしで乱れ落ちた髪が銀色に染そまっていくのが見える。

　白雪は目を閉じた。

　脳のう裏りをさまざまな思い出が駆かけめぐる。

　ともに過ごした日々はどれもかけがえがなくて。

　それらすべてが憎ぞう悪おを塗ぬり込めた偽いつわりの上に成り立っていたという事実は、あまりにもつらすぎて、白雪には認みとめがたかった。










　いつまで経たっても痛みや衝しよう撃げきは訪おとずれなかった。

　白雪は目をあけた。

　目の前には、赤く染まった千白の背があった。

「……！」

　千白は、朱月の両手を摑つかんでいた。

「おまえのほうが、よっぽど甘いと言っただろう？」

　どんな顔をしているかは見えなかったが、千白の声には苦く笑しようがにじんでいた。

　千白の肩かた越ごしに見える朱月の顔には、怖おそろしいほど憎にく々にくしげな表情が浮かんでいる。

「ぐ……っ」

　千白は朱月の両手を引き離はなさせた。手の中で発生していた光が徐じよ々じよに力強さを失っていく。千白の膂りよ力りよくが強いのか、朱月の腕はひねり下げられた。

「少しは痛い目みろ」

　千白から眩まばゆいひかりが放たれる。白雪は目を覆おおって反射的に後あと退ずさった。朱月の絶叫が耳を貫つらぬき、直後に眩まぶしさが消えたのが肌はだでわかった。

　目をあけると、内側から数え切れないほどの針はりで刺さし貫いたかのように、朱月の体のそこかしこから血が噴ふき出すのが見えた。

　千白が手を放すと、朱月の体は今度こそ地に倒たおれ伏ふした。

「俺もかなり、痛いんだ」

　千白は小さく呟つぶやくと、その場にへたり込んだ。

　白雪は茫ぼう然ぜんとふたりを見る。

　血ち塗まみれの朱月は意識を失っているようだ。ぴくりともしない。

「生きている」と、千白が呟いた。「こいつはそう簡単に死ねな……」

　千白の咳せき込みに反応するかのように、朱月の目がぱちりとひらいた。

　千白がよける間もなかった。朱月は地に伏せたまま、千白に向けて白く渦うず巻まく風を放った。細い無数の刃やいばと化した風が千白の体を切り裂さく。

「ちしろ！」

　千白の体がのけぞる。白雪は千白に駆け寄った。

「白雪、伏せてっ」

　琥珀の声に反射的に従った白雪が千白の上に身を伏せると、風を切る音がした。ぐさりと何かが突つき刺さる音が間近でして、見上げると朱月の胸に矢が刺さっていた。

「……七しち遠えん弓きゆうか……っ」

　朱月は血ち塗まみれの凄せい絶ぜつな顔で、弓を引いた琥珀を睨にらみつけた。琥珀が二本めの矢をつがえると同時に、その姿がかき消える。

「白雪……」

　琥珀が弓矢を持ったまま近づいてきた。「だいじょうぶ？」

「千白が……っ」

　首を振って見上げると、琥珀が弓矢を渡わたしてきた。

「これに訊きいてごらん。どうすればいいか教えてくれるはずだ」

「これ……？」

　わけのわからぬまま白雪が受け取ると、弓矢は九く連れん環かん杖じようの形に戻った。九連環杖が別の形になることを白雪は初めて知った。


わがきみ　輝キ石セキノ神カミはお休みになっていらっしゃいます　斎さい宮ぐう殿でんの地下へお運びください



「祈き禱とう所じよへ？」

　教えてくれる九連環杖に訊き返す。


いいえ、そのさらに下の、杖つえの間です



「杖の間……？」

「斎宮殿の最下層だ」と、琥珀が答える。

「そこに、千白を運んで、って……」

　血に濡ぬれた千白は、ぴくりとも動かない。

　黒曜が近づいてきて、千白の体を抱え上げた。千白はまったく反応しない。千白の存在も感じられず、白雪は恐きよう怖ふに心臓を鷲わし摑づかまれた。

「ちしろ……？」


輝キ石セキノ神カミは　しばらくお目覚めになりません



　千白を抱えた黒曜が歩き出す。

　そのあとを追おうとした白雪の前に、蘇芳と青磁が立ちふさがった。

「君はさっき、朱月に殺されようとしたな」

　蘇芳が地を這はうような声で言った。

　白雪ははっとしてふたりを見上げた。

「斎さい宮ぐうなら、絶対に自ら死のうとするんじゃねえ！」

　青磁の叫びは、怒おこっているというよりも悲しげだった。

「だって、……父さんが、あの人がそう望んだのよ！」

「今の君はこの国のために生きているんだから……」

　琥珀が後ろから肩かたにふれてきた。「感情的な行動をとってはいけないんだ。君の行いはこの国の先行きをすべて決めてしまうんだよ」

　その言葉を、白雪は立たち居い振ふる舞まいや口の利きき方をどうこう言われるより息苦しく感じた。

「──この国、だけなの？」

　白雪は息を詰つまらせながら問う。「この国の結界だけを張って、この国だけを守っていられればいいの？　結界のせいで他の国の人が困っていても、……」

「それは君の考えることじゃない」

　蘇芳が疲つかれたように言った。

「だって、わたしが斎宮として位に就いていることで、どこかで誰かが苦しんだりしてるんでしょう……！」

　騎士たちは身を挺ていして自分をあらゆる害から守ってくれる。

　だから、かれらを信じ、頼たよりたいと思う。

　でも、かれらの言うとおりに国を守る斎宮でありつづければ、この世のどこかで誰かが苦しみつづけるかもしれないのだ。

　誰かを守り救うために誰かを苦しめてしまう。そんなこと、あってはならないと白雪の中で誰かが言う。

　白雪はきつく歯を嚙かみしめて押し黙だまり、その場に立ちすくんだ。

　うなだれると、流れ落ちる銀髪が黒髪に戻っていくのが見えた。

　こんなときくらい泣ければいいのに、と思う。

　だが涙は一いつ滴てきもこぼれなかった。
















　明星は長汀で年を越した。

「こっちは神杖に比べるとこの時季でも暖かいんだな。雪も少ないし」

　雪、と聞いて浅緋は顔を曇くもらせる。

「そこが、この国のいいところです」

「おまえは雪が嫌いだったな」

　そう言うと明星は、噴ふん水すいのふちに腰かけた。「今でもか」

「ええ」

　言葉少なに浅緋は答える。

　明星は、朱月が静玄の従者として発たってから、毎日のように浅緋の館を訪おとずれていた。彼女がどのような意い図とで自分を訪たずねてくるか、浅緋は知らない。

　明星は賭と場ばで勝てば手みやげを持ってくるが、手ぶらのときは逆に金を貸してくれと両手を合わせる。今日は街の露ろ店てんで買った蒸ふかし饅まん頭じゆうを持ってきたので勝ったのだろう。野菜や肉を詰めた饅頭は、使用人たちに振る舞われた。

「なんか落ちてくる」

　身をひねって噴水の中を覗のぞき込んでいた明星が、顔を上げて空を見た。

　次の瞬しゆん間かん、噴水の中に盛せい大だいに水しぶきが上がる。

「朱月！」

　浅緋は叫ぶ。

　水すい盤ばんの水が真っ赤に染まった。いつぞやの小鳥の比ひではなかった。

「なんだ、朱月か」

　浅緋が手を貸して朱月を水盤から引っ張り出しているのを見て、明星はのんきに言った。

「どうしたんだ、そんなぼろぼろにされて」

「おまえの、孫まごのせいだ」

　すぐに朱月は明星がわかったらしい。憎にく々にくしげに言うと、びしょぬれのままその場に座り込んで水盤にもたれかかった。浅緋はすぐにその手首をとり、癒いやしの呪じゆ詞しを唱え始める。

「そりゃあすごい。わたしの打った式シキはまだ利きいてるはずなのに、おまえをそんな目に遭あわせられたのか」

　明星は口笛を吹ふいた。「それとも、おまえが育ててくれたからか？　わざわざ自分を痛めつける者を育てちゃうなんて、おまえもかなりのおまぬけさんだ」

「おまえの娘むすめのせいだろうが！」

　言ってから、朱月は嘲あざ笑わらう。「──あのおおうそつき、死んだぞ」

「ああ、聞いた聞いた」

　朗ほがらかに明星はうなずく。

　その反応に、朱月は信じられないというように明星を見た。

　まるで非難するようなその視線に、明星は肩をすくめる。

「そんな目で見るなよ。次にはもう会えないと言っていたのはシロなんだ」

　しらさぎ、という名は西方出身の彼女には発音しにくいらしく、明星は娘をシロと呼ぶ。

「前から知っていたのか」

「しょうがない。シロは先さき見みもできたからな。わたしとは全然ちがう」

　明星の娘、白鷺は重い竜りゆう珠しゆだったが、明星自身は竜珠ではない。彼女の異様な長命と不老の体質は両親から受け継ついだものだし、超ちよう人じん的な剣けん技ぎや膂りよ力りよくは、素そ地じは先天的なものだったが、長ながの年月で培つちかわれた後天的なものでもあった。

「ところで、わたしの孫はどこにいるんだ」

「天てん藍らんで斎宮をやっている」

　朱月は言って、咳き込んだ。唇くちびるから血が溢あふれる。

「ああ、……シロが死んだからか」

　で、と明星は眉まゆを上げる。「おまえはあの子を殺そうとして、そんな目に遭わされたのか」

「俺にあの子は殺せん。あの子もまだ俺を父親だと思い込もうとしている。……輝キ石セキノ神カミだ。今はあの子に憑ついている、あいつにやられたんだ」

　明星は目を丸くした。そうするとどことなく孫に似て見える。

「それは、驚おどろいた。あの子に輝キ石セキノ神カミが宿っているとはな」

「全然驚いているように聞こえない」

　呪詞を終えた浅緋は呟つぶやいた。

「いや、本当に……わたしはそういうのがわからないからな。シロは自分の娘が輝キ石セキノ神カミを宿していると気づいていたかもしれないが」

　白鷺の母であり、太古の偉い大だいなる巫かん覡なぎの血を引くというのに、明星はまったく不思議の力と縁えんがなかった。

　それを補おぎなう必要があったので、彼女は、本来ならば結ユイの大陸では使われない式シキをすべて会え得とくした。これは竜珠のいない大陸で使われる術に似て非ひなる法則で、竜珠が引き起こす不思議に近い現象を生じさせられる。誰だれにでも扱あつかえると言われている式シキだが、それでも全部を会得するには、式シキそのものの相あい性しようの問題などもあって、常じよ人うにんには無理なはずだった。

「まあとにかく、これでおまえとはもう二度と会わないだろうな」

　明星はまるで世間話でもするように、朱月に絶ぜつ縁えんを告げた。

「望むところだ」と、朱月は吐はき捨てる。

「達たつ者しやでな」

　明星はそれだけ言うと、ひらりと身を翻ひるがえし、人とは思えぬ速さで中庭を出て行く。

　彼女が口にすると、その言葉は心から朱月の身を案じているように聞こえるから不思議だ。人じん徳とくだろうかと浅緋は思った。

「……しばらく休んだほうがいい」

　できるかぎりの治ち療りようの施せ術じゆつを終えた浅緋は、友人から手を離して呟いた。「成し遂とげたいことがあるなら、無理はしないことだ」

　朱月は黙って、目を閉じた。










　悲しくても人前では涙をこらえる癖くせのある子だった。

　今も泣かぬままに歯を食いしばっているのだろうか。

　それが容易に想像できて、噴水にもたれた朱月は、ほんの少しだけ唇の端はしを上げた。







　とうさん、と。

　誰かの呼ぶ声が、遠くでしたような気が、した。








あとがき









　こんにちは、すがぬまです。『星宿姫伝　しろがねの追憶』をお届けします。

　このお話はつづきものです。この話だけでもお楽しみいただけるようにがんばって書きましたが、前二作を先にお読みいただけたほうがよりわかりやすくなっていますので、お持ちでない方はよろしくお願いします（相変わらずなりふりかまわない宣伝）。

　手に入りにくいよ！という方には、インターネットご利用もありますが、地道に書店さんに取り寄せ注文もおすすめです。タイトルが恥はずかしくて口に出せないわ、というシャイな方は書名・著者名・出版社名・レーベル名（例／『星宿姫伝 しろがねの誓約 菅沼理恵 角川ビーンズ文庫』または『星宿姫伝 しろがねの継承 菅沼理恵 角川ビーンズ文庫』）を正確に書いたメモを持って行くが吉きちでしょう。

　白雪（とその周りの人たち）の物語はシリーズ正式名めい称しようが『星宿姫伝』となりました。三冊も出していただけるとは、うれしくもあり、感かん慨がい深くもあります。確かに『誓約』の時点で、漠ばく然ぜんとですが先は考えていたし、書けるといいな～と思ってはいましたが、本当に書かせていただけるとは。うわー今人生の頂点にいる!?みたいなドキドキ感満まん載さいです。




　この物語世界は、自分の好きなものを詰つめ込んで形成しています。横文字苦手だし、住んでる国の文化・風ふう俗ぞくしかわかってないので和風っぽいつくりにはなっております。でも、厳げん密みつに和風と取り決めているわけではありません。

　しかし一部で『中ちゆう華か風ファンタジー』との評をいただいていると知って驚おどろきました。自分は中華風ファンタジーのお約束とか全然知らないのです。中華風文化・風俗にも疎うといし。中華街にはよく行くし中国茶は好きなんですが。

　なので、『中華風ファンタジー』と思われて読んで、なんだか違ちがうわ～と感じられた方は多いのではないでしょうか。それでもたまにはこんなのもいいかも、とお気に召めしていただけたらうれしいです。ご感想などもお待ちしています。

　いただいたご感想のお礼の小冊子ですが、手作りのためやや遅おくれ気味です。わたしの手元に皆みな様さまのおたよりが届くのに時間がかかる場合もありますので、気を長くしてお待ちください。




　それからお詫わびを。『誓約』が蘇す芳おう、『継承』が青磁に焦しよう点てんを当て気味だったので、次は琥珀ねっ、と楽しみにしていらした方はごめんなさい。もし三冊目が書かせてもらえるならあの人にしよう～とは思ってたのです……まさかそれが通るとは。夢のようですね。

　夢のようといえば、この本は十二月一日発売予定ですが、年明けに発売される『ザ・ビーンズ』という雑誌に『星宿姫伝』の番外編を載のせていただけることになりました！　『継承』と『追憶』のあいだのお話で、今回名前のみ登場の王おう妃ひさまが出ます。もちろん白雪と騎き士したちも活かつ躍やくしてます。是ぜ非ひぜひお手にとってごらんくださいませ。絵師の瀬田さんが四コマを描えがいてくださるという噂うわさもありましてよ。




　末筆になりましたが、この本に携たずさわってくださった皆様にお礼を。

　下読みの友人には繰くり言ごとな愚ぐ痴ちをどっさり聞かせてしまってごめんなさい。そして最後に読んだ時点から全然違う構成になっていてびっくりすることでしょう。また、相変わらず何冊も買ってくれる友人、口コミやサイトなどで宣伝してくれる友人にも、暑苦しくなりそうなほどみつしりと感謝の念を送ります。支えてくれてありがとう！　この物語がみんなの支えの一部にでもなれればよいのですが。

　絵師の瀬田さん、相変わらずすばらしい挿さし絵えをつけてくださって、もうもうありがとうございます。表紙のラフ、最初は白雪がしょんぼり気味の顔で、『わるい魔ま法ほう使いの兄に振ふり回される健気けなげな妹の活躍話』が頭を駆かけめぐったのですが、このままじゃ少女レーベル向けではなくなってしまう！とのことでやや凜り々りしめの白雪になりました。しょんぼり顔＆横向きのラフは大切にとっておきますね。これからもよろしくお願いします。

　そして編集さま、このたびはほんっとうにご迷めい惑わくをおかけしました……でも、これでまた自分の中で、書く、ということへの意識が今まで以上に進化したと思います。ご指導ありがとうございました。これからも精しよう進じんしますので、どうぞよろしくお願いします。

　そしてそして、読んでくださる読者さま、ありがとうございます。皆様がいなければ、この物語はつづけることができません。どうぞこれからも星宿姫伝シリーズ（きゃっ）を、ご縁えんのある限り可愛かわいがってやってください。




　では、再会のときが早めに訪れますようにと祈いのりつつ。
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　もふもふも日記　http://blog.livedoor.jp/sieraden/
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